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　序章　氷に囚とらわれしは白き少女　Trapped Under The Ice






　ノルドストローム地方東部にそびえるピトレリ山の頂ちよう上じように、その神しん殿でんはあった。

　庭園を広く取った建けん設せつ様式から、魔ま術じゆつ復ふつ興こう時代前期に建てられたものだとわかる。

　この時代の建けん築ちく物ぶつは歴史を通じてもっとも華か美びだと言われているが、三み度たびに及およぶ世界的な戦せん乱らんによりほとんどが失われてしまっている。

　それゆえに現げん代だいに残っているものは丁てい寧ねいに扱あつかわれるのが常つねなのだが、この神殿については全くの例外だった。

　建設当初は絢けん爛らんを誇ほこったと想そう像ぞうされる門が、無む惨ざんなまでに崩くずれ落ちている。修しゆう復ふくの手が加えられた形けい跡せきは全くない。

　敷しき地ちへと足を踏ふみ入れてみると、そこには更さらなる荒こう廃はいが広がっている。

　かつては迫はく力りよくに溢あふれた形ぎよう相そうで見るものを威い圧あつしたであろうガーゴイルはただの石せつ塊かいに身を落として大地に転がり、何らかの神を象かたどったと思われる銅どう像ぞうは全身に錆さびを浮うかせたまま天に向かって腕うでを突つき上げている。

　見たままを述のべるなら、神殿というより廃はい墟きよに近い。

　祀まつるものはおらず、訪おとずれるものさえなく、その名前すら人々の記き憶おくから失われている、歴史に取り残された古代の遺い跡せき。繊せん細さいな感かん性せいの持ち主なら、詩の一つでも詠よみたくなるような情じよう景けいである。

　山の頂上という、足を運ぶのがどうしようもないほど面めん倒どうな位置に建てられたのが不幸なのだろうが、神殿は不平も漏もらさず緩ゆるやかに流れる時に身を任まかせていた──少なくとも、表面上は。





　その神殿の廊ろう下かを、一組の男女が歩いていた。

　二人とも背せが高い。女は古びた杖つえを片かた手てに持ち、男は自分の体よりも大きい荷物を背負っている。

　黒い色の年代物とおぼしきローブ、目ま深ぶかにかぶったフードという外見だけで判はん断だんするなら、詠えい唱しよう士しのように見える。

　しかし、二人の発散している空気は、そんなまっとうな職しよく業ぎようとは正反対の位置にあった。悪事を働く者特有の胡う散さん臭くささを、これでもかと言わんばかりにまき散らしている。

　外の光が届とどかないのか、廊下は暗い。壁かべにかけられた燭しよく台だいはとうの昔に己おのれの役目を放ほう棄きしてしまっており、灯あかりといえば女の持つ古びた杖の先せん端たんに点ともる白い光ぐらいである。

「もう少し、かな」

　男が、誰だれにともなく口を開いた。その声には、どことなく弾はずむような響ひびきがある。フードの下から覗のぞく目は、どこか子こ供どもっぽい。

「そうね、あの日記が正しければこの通路の奥おくにいるはずよ。気を引き締しめなさい。わたしの足を引っ張ぱったりしたらただじゃ置かないわよ」

　女が言った。言こと葉ば尻じりに高飛車な性せい格かくが見え隠かくれしている。

「いやあ、楽しみだなあ。この目で『夜の至し高こう者しや』を見ることができるなんて」

　女の言葉が聞こえていないのか、男がぺらぺらと喋しやべり続ける。女の眉まゆがひくついた。

「光魔術が隆りゆう盛せいし始めた魔術復興時代に、その流れに背を向けるようにして闇やみ魔術を追求し続けたシャグラッド一族最後の当主、エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッド。……何というか、その肩かた書がきだけで、こう熱くなるものありますよね。一体どんな人なん」

「人の話を聞いてるの!?」

　女の杖が、凄すさまじい勢いきおいでもって男の頭を打ち据すえた。

「いてえ！　いきなり何するんですか!?」

「やかましい！　わたしを無む視しするからよ！」

　二度三度と男に杖が振ふり下ろされる。そのたびに、ずがんとかばきりとかいった身の毛もよだつ音が周囲に響き渡わたる。

「す、少しは加か減げんして下さいよ！　ほら見て血が出てる血が出てる！」

「んなもんその内止まるわよ！」

　女が杖を振り回し、男は悲鳴を上げて逃にげまどう。

　しばらく男を追い回した後、疲つかれたのか女は殴なぐる手を止めた。

「今回はこの辺で勘かん弁べんしてやるわ。ただし、またわたしのことを無視したらもっとひどい目に遭あわせるからね。わかった!?」

「はいはい、わかりましたわかりました。……ったく、毎度毎度下らないことで怒おこるんだから。こっちの身が持たないよ」

「何か言った!?」

「何でもないです、何でもないですよ」

　ふん、と鼻を鳴らすと、女は再ふたたび歩き出した。

　いったん騒さわがしくなった通路が、再び静せい寂じやくに包まれた。蜘く蛛もの巣を連想させるほどにひび割われた廊下を踏ふみしめる二人の足音だけが、虚うつろに反はん響きようする。

「着いたわね」

　女が足を止めた。

　二人の眼がん前ぜんに、大きな扉とびらが立ちふさがっていた。鉄てつ製せいの無ぶ骨こつな扉だ。表面には、魔ま術じゆつ文字が隙すき間まなくびっしりと彫ほられている。

「これは……エイリー式ですね。クープリ暦れきだと千六百年代のものかな。間ま違ちがいなく、魔術復ふつ興こう時代に使われていた文字です」

　男が、扉の文字に触ふれながら言った。

「本当？」

「はい。例えばこれはサシャっていって、ミッコの旧きゆう字じ体たいにあたる文字で実じつ際さい形も似にてるんですけど、二本目の線が斜ななめに走ってますよね。これはエイリー式の特とく徴ちようなんです。エイリー式の文字って魔力回線を直ちよく接せつ的に開くから──」

「小こ難むずかしい説明はどうでもいいわ。解げ呪じゆは今のやり方で問題ないの？」

　女が男の説明を遮さえぎった。

「……大だい丈じよう夫ぶだと思います。厳げん密みつに言うと現げん代だい光魔術とは同じ光魔術でも系けいが違いますけど、ある程てい度どの互ご換かん性せいはあるはずですし」

　腰こしを折られたのが気に入らないのか、男の声には不満げな響きがある。

「わかったわ。ちょうど点灯詠唱ホーリーライトも切れるころだし、景気よく吹ふっ飛ばしましょうか」

　しかしそれには取り合う素そ振ぶりも見せず、女はおもむろに目を閉とじた。そして、杖つえの両りよう端はしを持って横向きに構かまえる。

　それまで杖の先に点っていた光が消え、廊ろう下かが暗くら闇やみで満たされた。その闇を引き裂さくほどに張はりのある声で、女が詠えい唱しようを始める。

『全すべての扉は開かれるためにあり、故ゆえに我わが望みは真なり。愚おろかな抵てい抗こうを止やめ道を開け。──我が名はサビーネ。全てを手に入れんとする者なり。塞さい門もん開かい破は、封ふう壁へき煤ばい破は』

　女の声が消えると同時に、耳をつんざくような轟ごう音おんが響いた。

『黒に対するは白、闇に対するは光。叡えい智ち溢あふるる光にて、いざ漆しつ黒こくを白く染そめ上げん。白びやつ光こう招しよう起き、百ひやつ光こう称しよう貴き』

　落ち着いた調子で女が呪文を唱え、それに呼こ応おうするかのように再び杖の先に光が点り、周囲の状じよう況きようを照らし出す。

「……相変わらず見事なもんですね」

　荷物の男が息を呑のんだ。

「魔術復興時代の結界を一いち撃げきで破やぶるなんて……いくら老ろう朽きゆう化かしてるっていっても、ちょっとやそっとじゃできない芸当ですよ。おまけに、その詠唱自作でしょ？　どうやったらそんなに魔力を乗せられるんだか……」

　扉は跡あと形かたもなく砕くだけ散っていた。一面にばらまかれている破は片へんが、起こった破は壊かいの凄すさまじさを物語っている。

「まあね。このわたしにかかればこんな扉破るなんて朝飯前よ。あんたじゃまず無理でしょうけどね」

　得意げにそう言うと、女は先へと進んだ。

「ちぇっ……せっかく褒ほめたのに可愛かわいくねえの」

　全くもって余よ計けいな一言だった。

　次の瞬しゆん間かん、男の眉み間けんに杖が叩き込こまれたのは言うまでもないことである。





　扉の先には、かなり広い部屋があった。

　どこからか光が差し込んでいるのか、杖の灯あかりが必要ないほどに明るい。

「なんだ……あれ」

　眉間のこぶを痛いたそうにさすっていた男が、その手を止めた。

　部屋のちょうど中央辺りに、異い様ような物体が佇たたずんでいる。

　長方形をしている。高さは人の背せ丈たけの数倍はあり、幅はばは高さの半分程度だった。



　──その中に、少女がいた。



　雪のように白い肌はだ。長く鮮あざやかな金の髪かみ。あどけなくも、芯しんに強さを秘ひめた面おも立だち。



　──この世のものとは思えないほどに、美しい少女だった。



「……妙みようね。あれ、氷みたいに見えるけどなんかの結界かしら？　でも、それにしちゃ魔力が放出され過すぎって言うか……もしかしたら罠わなの類たぐいがあるかもしれないわね。何か知ってることない？」

　女が男に尋たずねた。しかし、男は何も答えない。

「こらヨハン！　返事しろって言ったでしょうが！」

　怒ど鳴なりながら女は杖を振ふりかざし、

「……あれ？　ちょっと？」

　男の様子がおかしいことに気づいた。

「これが、この女の子が……」

　男は何事か呟つぶやきながら、ふらふらと少女に歩み寄より始めた。その表ひよう情じようは、何かよくないきのこでも食ってしまったかのように呆ほうけている。

「待ちなさい！」

　女が男の首根っこを掴つかんだ。強ごう引いんに振り向かせ、頬ほおを力ちから一いつ杯ぱいはたく。

「え、あ……あれ？」

　男は我われに返った。しかし、女ははたく手を止めない。

「しっかりしなさい！　魅惑の呪いエンチヤントメントよ！」

「ぶふっ！　いや、俺おれはもう」

「気を確たしかに持ちなさい！」

「た、たすけ……」

　女のビンタは六往おう復ふくしてからやっと止まった。男の頬は面おも白しろいほどに腫はれ上がっている。

「ごめんごめん。わたしとしたことがつい取り乱みだしちゃったわ」

「いつでも取り乱してるようなもんじゃないですか」

「あらあら、まだ目が覚めてないみたいね。もう何発かはたくべきかしら」

「僕ぼくの勘かん違ちがいでした。サビーネさんはいつでも冷静です」

「わかればよろしい」

　女は満足げにうなずくと、白い物体に向き直った。

「あれって氷みたいに見えるけど、ただの氷じゃないわね」

「はい。……どうも、氷結結界みたいですね」

　男が腕うでを組んで答えた。まじめな仕草と冗じよう談だんみたいに変化した顔が爆ばく笑しようものの組み合わせをなしている。

「氷結結界？」

「魔ま術じゆつ復ふつ興こう時代後期に発明された、時ア間ン空オ間ー封プ印ン型ドの結界です。対象をそのままの姿すがたで長期間封ふう印いんすることが可か能のうな結界なんですが、扱あつかいが難むずかしすぎるのと発明した人間がほとんど他人に教きよう授じゆしなかったんで廃すたれたといわれてますね。……わりかし有名な結界ですよ。学生の時分に習ったと思うんですけど、覚えてないんですか？」

「うるさいわね。歴史はあんまり勉強してないの。わたしって実じつ践せん派はだし」

「なんか違う気がする……まあ、もう少し近ちか寄よって調べてみないと何とも言えないですけど」

　男が再ふたたび氷に近寄ろうとし、女の杖つえに足を引っかけられた。

「うわっ!?」

　顔面から盛せい大だいに転ぶ。

「な、何を……」

「ちょっと見てなさい」

　そう言うと、女は懐ふところから一体の人形を取り出した。藁わらを人の形に編あんだ、取り立てて特とく徴ちようのない人形である。

　女はその人形を氷に向かって投げつけた。人形は一直線に氷に向かって飛び、その途と中ちゆうで何の前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん燃もえ上がった。

「なっ……」

　男が目を見開く。

　人形は、瞬またたく間に燃え尽つきてしまった。もし男がのこのこと氷に近づいていたら、同じ運命を辿たどったであろうことは想そう像ぞうに難かたくない。

「随ずい分ぶんと初歩的な罠わなね。──ただし、恐おそろしく強力だけど」

　女はにやりと笑うと、男の方を向いた。

「知ち識しきもいいけどね、やっぱり現げん場ばで必要なのは勘と魔力なのよ。これに懲こりたら、わたしに向かって偉えらそうな態たい度どはとらないことね」

「……別に、偉そうにしてたんじゃないんだけどなあ。それはサビーネさんの勝手な思いこみなわけで……」

「さて、大方今のが試験みたいなもんでしょ？　わたしたちは合ごう格かくしたのかしら」

　小声で文もん句くを垂たれる男に杖の一いち撃げきを食くらわせると、サビーネは氷に向かって話しかけた。

　──よく破やぶったものだ。お主達が初めてだぞ。

　突とつ如じよとして、二人の脳のう裏りに声が響ひびいた。

　女の声、しかも未いまだ年とし若わかい少女の声である。

「まさか、『思伝の調べセイントヴアイタス』!?　実じつ在ざいしない幻まぼろしの魔術のはずなのに！」

　男が、驚きよう愕がくの声を上げた。

「相手は実在しないはずの伝説の人物よ。その程てい度どでいちいち驚おどろかないで」

　対照的に、女は落ち着き払はらっている。どこからそんな自信が湧わいてくるのか、後に引く素そ振ぶりすら見せない。

　──そうか。わしはそういうことになっているのか。嘆なげかわしいことだな。

　少女の声に、幾いく分ぶん落ち込んだような色が含ふくまれた。

「こんな大たい層そうな結界に閉とじこめられているのよ？　自分の名が後世でどんな扱いを受けてるかぐらい予想がつきそうなものでしょう。お望みなら、教えてあげてもいいけど？」

　──遠えん慮りよしておく。

「そう？　ならいいわ。さっさと本題に移うつりましょう」

　女は腰こしに手を当ててふんぞり返った。堂々たる、ともすれば自信過か剰じようとさえ言えるたたずまいである。

「わたしに力を貸かしてちょうだい。報ほう酬しゆうなら望みのものをくれてやるわ。さあどうするの？」

「あの、サビーネさん？　人にものを頼たのむときは、いくらなんでももう少し態度ってものが……」

　男が、おそるおそる女に意見する。

「うるさいわね。こういうのは最初が肝かん心じんなのよ。相手になめられたらそこでおしまいよ」

　しかし、女は聞く耳を持っていない。

「またまた……丁てい寧ねいに頼むのが嫌いやだもしくは丁寧な頼み方を知らないだけのくせに」

　杖が男の脳天に炸さく裂れつし、男は頭を押おさえて床ゆかを転げ回った。

「さあ、返事しなさい。あたしに力を貸すのね？」

　──何のためにだ？

　少女の声が、女に問うた。

「わたしの野望を叶かなえるためよ。それ以上でもそれ以下でもないわ」

　──野望とは、なんだ？

「世界征せい服ふく」

　女は、臆おく面めんもなくそう言い切った。

　──断ことわる。

　少女の声に、明らかな怒いかりが混まじる。

　──わしの力をそんなもののために使わせるわけにはいかん。

　声に混じって、ぴしりと何かにひびが入るような音がした。

　──いい時期に来てくれたことには感かん謝しやする。お主達が来てくれなければ、この氷結結界が破れたのにも気づかず眠ねむりこけていたところだからな。

　ぴしり。ぴしり。ぴしり。音はどんどんその数を増ふやしていく。

　──だが、結界が破れた以上、わしはわしの好きなようにやらせてもらう。お前達の頼みは聞いてやれんな。

　そして、崩ほう壊かいが起こった。

　少女を閉とじこめていた物体──分ぶ厚あつい氷が、一いつ瞬しゆんにして砕くだけ散ったのだ。

　破は片へんが、光を反はん射しやしてきらきらと輝かがやく。

　自由の身となった少女は、優ゆう雅がな動作で床に降おり立った。

　空の色を、そのまま閉じこめたような色をした瞳ひとみが、二人に向けられる。

　その眼まな差ざしは、高所から降ふり注ぐ滝たきのように苛か烈れつだった。

「そうはいかないわ」

　女は、少女を見返しながら不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「悪いけど、駄だ目めだと言われてはいそうですかと引っ込こむほど人間できてないのよね」

　迫はく力りよくのある笑顔である。場数を踏ふんできたものにのみ出せる、ある種の殺気が放射されている。

　しかし、少女はひるむことなくにこりと微笑ほほえみ返した。絶ぜつ対たい的な自信が、余よ裕ゆうとなって溢あふれだしている。

「iras das kiriura, ora ina moreas es goruru rara ora」

　少女の口から、二人のものとは明らかに違ちがう言語が飛び出した。

「な、なにを言ってるの？」

「わかりません。おそらく当時の言語──サイファー語かなにかだと思います」

「ierua mi ru kora?」

「こら、ちゃんとわかるように話しなさいよ！」

「moto-mito. urisira orue das」

　少女が鼻で笑った。

「あ、今あんたあたしのこと馬ば鹿かにしたでしょ!?　それぐらいわかんのよ！」

　女は少女に杖つえを突つきつける。

「上等じゃない。こうなったら──」

　こうなったらどうなのか、女は口にすることができなかった。

　何の前まえ触ぶれもなく、女と男は吹ふっ飛ばされたのだ。天てん井じようまで持ち上げられ、勢いきおいよく床に叩たたきつけられる。

　あまりに圧あつ倒とう的だった。絶望的なまでの差である。

「……mindas, iroura dasa kora? yeruiso miminga tera dema koita hiyotas wa mera pi kinra qa」

　呆あきれたように何事か呟つぶやいて、少女は部屋から出て行った。



「やって、くれるじゃない……」

　少しして、女が起きあがった。フードが外れ、綺き麗れいだが少々性せい格かくの悪そうな顔が露あらわになっている。

　女は床ゆかに座すわり込み、何が嬉うれしいのかくくくと笑った。

「ほら、起きなさい」

　ひとしきり笑うと、女は男に声をかけた。しかし、全く反はん応のうがない。

「いつまで寝ねてるの。あたしが起きろって言ったら起きなさい！」

　女は立ち上がると男の傍かたわらまで歩み寄より、杖で彼の脇わき腹ばらを思いっきり殴なぐった。

「……う、う？」

　薄うす目めを開ける男に、女は質しつ問もんを浴びせる。

「今の、単に魔ま力りよくを解かい放ほうしただけよね？　しかも、わたしたちを床に叩きつける瞬しゆん間かん死なない程てい度どに加か減げんしたように感じたけど」

「は、はい。何の詠えい唱しようも組み上げられてませんでした。本当に、素すの魔力だけだったと思います。解放した魔力を自由に操あやつるなんて超ちよう人じん的すぎて信じられませんが、言い伝え通りと言えば言い伝え通りですね」

　意い識しきがはっきりしないのか、男が頭を振ふりながら答える。

「やっぱりね。……ますます欲ほしくなったわ。あれならデスタメールの魔術騎士団デイーサイドだって敵じゃないわよ。世界が見えたわね！」

　女が拳こぶしを握にぎりしめた。わき上がる興こう奮ふんが抑おさえられないらしい。

「でも、もう行っちゃいましたよ？　相手は伝説の大詠唱士ですし、探さがし出すのは至し難なんの業わざかと……」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　不安げな男に、女は奇き妙みように余裕のある笑顔を見せた。

「あんな浮うき世よ離ばなれした女の子がうろうろすれば、どこにいたとしても噂うわさになるわ。少しばかり網あみを張はれば、すぐ引っかかるに決まってる」

「そんな簡かん単たんにいきますかねえ……」

「大丈夫よ。情じよう報ほう収しゆう集しゆうならブラッドが適てき任にんかしら。早さつ速そく指し示じを出さないと……さあ、さっさと行きましょう。もうこんなところに用はないわ」

　言うだけ言うと、女はすたすたと部屋から出てしまった。

「あ、ちょっと待って下さい！」

　辺りに飛び散ってしまっていた荷物を集めると、男は慌あわててその後を追った。



    

  
    
      　第一章　どこへも続かない道　Road To Nowhere






　──龍りゆうの口に突つっ込む手はよく洗あらえ。



　そういう言い回しがある。ことわざというよりは、俗ぞく語ごに近い。

　魔ま術じゆつ復ふつ興こう時代中期に、その行動力から『鋼の車輪ホイールオブステイール』という異い名みようを取った詠えい唱しよう士しビフ・ツァイフォードが『龍の弾劾ドラゴンフオース』を編あみ出すまで、人類は龍と戦う際さいには龍の口に手を突っ込みその中でありったけの魔力を爆ばく発はつさせるという失敗するとどうにもならない方法を用いていた。この言い回しは、そこから来ている。

　要するに、龍の口に手を突っ込むような土ど壇たん場ばでは、どんなに細かいことにも注意を払はらい準じゆん備びを万ばん端たんにすべきなのだ、というぐらいの意味である。



　その日は、クラウス・マイネベルグにとって龍の口に手どころか頭から突っ込むような日だった。土壇場も土壇場、人生の分かれ道といっても過か言ごんではない。

　朝、太陽が昇のぼると同時に目覚めたクラウスは、洗せん顔がんをすませると寝ね癖ぐせだらけの赤せき髪はつを直すのもほどほどに庭に出て、栗くり色いろの瞳ひとみに真しん剣けんな光を宿しながら、日ひ頃ごろ滅めつ多たにやらない『魔術神トルキへの祈いのり』を三度続けて行った。ついでに太陽神ハンセンやら月神カグヤやら大地神ジャーゾンベクやら天空神ロートやらにも続けざまに祈りを捧ささげ、更さらに悪魔王イーサーンと地じ獄ごくの支し配はい者しやサンドヴァルにまで祈った。

　とりあえず、御ご利り益やくのありそうなものに片かたっ端ぱしから祈った形である。ただ、神話に「世界の支し配はい権けんをかけて三百日間殺し合った」と語られている太陽神ハンセンと悪魔王イーサーンに同時に祈りを捧げるのは本来非ひ常じようによろしくないことなのだが、クラウス自身は一向に気にしていない。

　祈りを終えると、クラウスは家に戻もどった。

　家の中は、破は滅めつ的なまでに散らかっている。足の踏ふみ場がないどころか、そもそも床が露ろ出しゆつしている部分がほとんど存そん在ざいしていない。

　クラウスはそんな惨さん状じようを気にも留とめず、壁かべ際ぎわにある机つくえまでずかずかと移い動どうした。机の上は、これまた表面がどこにも見あたらず、種々雑ざつ多たな紙があまりに危あやうい状じよう態たいでうずたかく積み重なっている。

　その山を崩ほう壊かいさせないよう細心の注意を払いながら、クラウスは一枚まいの通告用紙を手に取った。

　通告用紙には、『コティペルト王国詠唱士選せん抜ばつ試験一次選考結果発表の案内』という題がしたためられていて、その下には今日の日付と結果発表が行われる場所、そして十桁けたからなる番号が記されていた。

　──詠唱士。古いにしえより伝わる呪じゆ文もんを己おのれの感かん性せいで解かい釈しやくし、新しい魔術を生み出す者達の総そう称しようである。基き本ほん的には、犯はん罪ざい者しやの取とり締しまりに協力したり、怪け我が人にんや病人を治ち療りようしたりといった公的な活動に従じゆう事じすることが多い。

　クラウスは紙に書かれている文字を確かく認にんすると、机の隣となりにかけてあるローブを羽は織おった。

　五年前、詠唱士を目指して田舎いなかから上京する前にとある人から譲ゆずり受けた、百二十年物のローブである。

　ローブは年数が経たてば経つほど魔力が宿り、それに比ひ例れいして値ね段だんも上がる。百二十年物というと、コティペルト王国正せい規き兵へいの月げつ収しゆうにして八か月分ほどになる。

　ローブを整えると、続いて杖つえを取る。これも同じ人からもらったもので、なんと銘めいが刻きざまれている。王国詠唱士志し望ぼう者しやで銘つきの杖を持っている者はそうはいない。

　──五年、か。

　ふと、あっという間に過すぎ去っていった年月がクラウスの胸むねをよぎった。

　クラウスが、王国お抱かかえの詠唱士を目指して王都ヘールサンキへと上京したのが十六の春だった。

　それから、五年。毎年一次選考で落選し、その度たびにこんどこそはと歯を食いしばって勉強を重ねてきたのだが、最近徐じよ々じよに後ろ向きな感かん情じようが燻くすぶり始めている。

　現げん在ざい詠唱士として活かつ躍やくしている人間は、平へい均きんして五年以内に試験に合ごう格かくしている。それ以い降こうになると、合ごう格かつ率りつは極きよく端たんに下がるのだ。

　長く続けていると熱意が薄うすれるからだとか、一次選考においてもっとも重要な自作詠唱は若わかく新しん鮮せんな感性が必要とされているからだとか、理由は色々考えられるのだが、やはり才さい能のうのある者とない者の差が五年という期間に現あらわれているのではないかとクラウスは思う。

　自分はもうすぐ二十一になる。大たい抵ていの者はまっとうな職しよくに就つき、気の早い手合いなら家庭を持っていたりする年ねん齢れいである。そう考えると、宙ちゆうぶらりんな自分の現状が不安になってくる。

　──だめだだめだ。

　まだ結果も出ていないのに弱気になってはいけない。絶ぜつ望ぼうするにはまだ早い。

　そう自分を叱しつ咤たしながら、どこかで諦あきらめに近い感情が芽生えていることにも、クラウスは薄々気づいている。詠唱士を目指し始めた頃ころには、想そう像ぞうも付かなかった気持ちだった。



　一次選考の発表は、王おう城じように近いアンティ広場で行われる。季節ごとの祭りや王国軍の閲えつ兵ぺい式しきなどの行事に使用されることの多い広場である。

　クラウスが到とう着ちやくすると、すでに沢たく山さんの人が集まっていた。

　誰だれも彼もローブ姿すがたである。みんな、クラウスと同じ詠唱士志望者なのだ。

　その中には、見知った顔も結けつ構こういた。毎年発表の場に来ていると、自然と同じ顔を何度も見かけるようになるのである。

　クラウスは、がやがやと騒さわがしい人ひと混ごみを突つっ切りながら、広場の中央にそびえ立っている掲けい示じ板ばんへと向かった。

　掲示板に近づくにつれ、毎年発表の場に立ちこめる独どく特とくの空気がクラウスを包む。

　ある者は喜び、ある者は嘆なげき、ある者は恨うらみ、ある者は憤いきどおる。それら種々雑ざつ多たな感情が、熱気とも冷気とも取れない空気を織りなすのだ。

「駄だ目めだ、俺おれももうこれまでだ……」

「とりあえず一次は通るんだよなあ……ここから先が大変なんだけど」

「コネがきくって聞いたんだけど」

「今回は魔ま術じゆつ史しの割わり合あいが少ないって組合が予想してたけど、外れたんじゃないのか？」

「なんでだろ……何がいけなかったんだろ？」

　様々な言葉が無む作さく為いにクラウスの耳に入ってくる。

　通つう過かした人間の安あん堵どの言葉や根も葉もない噂うわさはともかく、落ちた人間の悲ひ痛つうな呻うめきは何度聞いても気が滅め入いってしまう。

　掲示板に近づくにつれ、クラウスの周囲の人口密みつ度どが高くなり始めた。それまでは一つ一つがきちんと分ぶん離りして聞こえていた声も、だんだん一つに混じり始めただの騒そう音おんへと姿すがたを変えていく。

　掲示板の前までたどり着くと、クラウスは懐ふところにいれてある告知用紙を握にぎりしめた。受験番号はとうの昔に暗記してしまっているのだが、それでも持ってきていた。

　何度も深しん呼こ吸きゆうをして気持ちを落ち着けると、自分の番号があるはずの場所をにらみつける。ゆっくりと視し線せんを移い動どうさせる。鼓こ動どうが速度を上げる。途と中ちゆうで見るのを止めたくなる──

　──見み間ま違ちがいではないかと思った。何しろ受験番号は桁数が多い。そんなこともあるはずだ。

　三回見てから、告知用紙を取り出した。震ふるえる指先で番号を確かく認にんし、もう一度掲示板に目を向ける。



    

  
    
      　間違いなどでは、なかった。

　全身から力が抜ぬけた。

　これで五回目になる、一次選考落選だった。

　世界が崩くずれ落ちる音を、クラウスは確たしかに聴きいた。





　クレメンテ通りは、商業が盛さかんなことで知られる王都ヘールサンキの中でもずば抜けた活気を誇ほこる街かい道どうである。コティペルト王国内はもちろんのこと、周辺諸しよ国こくからも珍めずらしい品々が集まり、ここに来れば手に入らないものはないとさえ言われている。

　しかしひとたび横道に入ると、途と端たんに辺りは薄うす暗ぐらくなり物音は聞こえなくなり空気は湿しめりなにやら怪あやしげな様相を呈ていし始める。そのため、普ふ通つうの人間はあまり横道に立ち入ることがなく、そこに看かん板ばんがいびつに歪ゆがんだパブがあることは、通りに住む人間以外にはあまり知られていない。

　一見したところでは、どこにでもある少し寂さびれ気味の飲み屋のようである。しかし注意深く見てみると、壁かべには空いた穴を塞ふさいだと思おぼしき痕こん跡せきがいくつもあるし、扉とびらは店の中から強い衝しよう撃げきを受けたかのように外に向かって曲がっている。そして恐おそるべきことに、店の前には変色したおびただしい血痕がこびりついているのだ。これはただごとではない。

　何も知らない人間は、ここは荒あらくれ者がたむろする危き険けん地帯か、さもなくば乗っ取りを企たくらむ同業者に日々たちの悪い嫌いやがらせを受けている哀あわれな店だと考えるのだが、実はどちらも間違いだったりする。

　この『ハンネマン』という名前のパブは、昼間ほとんど客が訪おとずれない。開店休業と大差ないのだ。というわけで、その日も店内には一人しか客がいなかった。

　しかし、これは大体どこのパブでも見られる現げん象しようである。普ふ通つう、パブとは仕事が終わってから一日の疲つかれを癒いやすために訪れる場所であり、日が暮くれる前から店にやってくるのは暇ひまをもてあましているごく僅わずかな常じよう連れんくらいだと決まっているからだ。そう、例えば、一次選考で落選した詠えい唱しよう士し志し望ぼう者しやとか。





「やっぱり、世の中才さい能のうなのかなあ」

　クラウスはテーブルに突つっ伏ぷしていた。発表から三日が経たったが、受けた衝撃はほとんど和やわらいでいない。

　服ふく装そうはローブではなく、くたくたになった上着と何か月単位で洗せん濯たくしていないのが丸わかりのズボンである。洒落しやれっ気けは皆かい無むと言っていい。傍かたわらに立てかけている杖つえ以外に手回り品がないのも、野や暮ぼったさに拍はく車しやをかけている。

「ほらほら、いつまでそんなしけてるのよ。店が暗くなってしょうがないわ」

　そんなクラウスの頭を、一人の少女がトレイでこづいた。

「ほっといてくれ」

　テーブルに顔面を押おしつけたまま、クラウスは言った。顔を上げる気力すら湧わかない。

「ったく、しゃきっとしなさいよ。そんなんだから女の子にもてないのよ」

　なかなかに情なさけ容よう赦しやのないことを言ってくる。言われっぱなしでは癪しやくなので、クラウスは反撃することにした。

「そういうことは彼氏ができてから言えよ。男っ気のなさではクレメンテ通り一番だろ」

「なあんですって！」

　クラウスの後頭部に、トレイが凄すさまじい勢いきおいで振ふり下ろされた。

　視し界かいが一いつ瞬しゆん暗転する。テーブルを掴つかみ、椅い子すから転げ落ちそうになるのを必死で防ふせぐ。

「な、殴なぐることないだろ！　つーか馬ば鹿かになったらどうすんだ！」

　クラウスは顔を上げた。

「これ以上馬鹿になんてならないわよ！」

　視界に、腕うでを組んだ少女の姿すがたが入ってくる。

　半はん袖そでのシャツに丈たけが短めのスカートという出いで立でちである。茶色の髪かみは短めに揃そろえてあり、見るものに健康的な印象を与あたえる。鼻の周りにぽつぽつとあるそばかすが、そこはかとなく子こ供どもっぽさを醸かもし出している。体は起き伏ふくが少なく平へい坦たんに見えるが、隅すみ々ずみまで活力が行き渡わたっているかのように生き生きとしていた。

　彼女は、イルミラ・ハンネマンという。自じ称しようこのパブの看かん板ばん娘むすめである。ただしあくまで自称である。

「いてて……おい、たんこぶできてるじゃないかよ」

　殴られた箇か所しよは少し腫はれていた。おそらくかなりの力で殴られたに違ちがいない。

「乙女おとめが心に負った傷きずはもっと深いんですー。……もう、知らない。人がせっかく励はげましてあげようと思ったのに。べーだ」

　舌したを出すと、イルミラはクラウスの前から離はなれ店の奥おくへと歩いていった。

「乙女だってよ。よくもまあそんなことを恥はずかしげもなく言えるもんだ。乙女の肌はだはもっとつやつやしてるぜ？　乙女を名乗るなら、せめてそのかさかさの皮ひ膚ふを──」

　皆みなまで言う前に、トレイがくるくると縦たてに回転しながら飛来しクラウスの額ひたいに命中した。そのまま後ろ向きに倒たおれ込こむ。できたばかりのたんこぶに床ゆかが激げき突とつし、本気で泣きそうになる。

　人を人とも思わないような、残ざん虐ぎやく極きわまりない所行である。しかし、これでも手加減している部類に入るというのだから恐おそろしい。

　クラウスは直ちよく接せつ知らない話だが、イルミラが働きだした頃ころ、わりかし可愛かわいらしい外見だということでちょっかいをかけてくる酔よっ払ぱらいが後を絶たたなかったのだそうだ。初めのうちこそ我が慢まんしてやり過すごしていたイルミラだが、中には度を越こした悪戯いたずらをする者もいて、元々耐たい久きゆう力りよくのない彼女の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはあっけなく弾はじけ飛んだ。

　その場に居い合あわせた常じよう連れんによると、一人の旅商人が酔った勢いでイルミラの尻しりを触さわったらしい。その瞬間、イルミラは下げ卑びた笑い声を上げる旅商人の顔面に肘ひじを叩たたき込んだというのだ。

　ただの肘ならまだ良かったのだが、困こまったことにイルミラには打だ撃げきに魔ま力りよくを乗せて破は壊かい力りよくを増ぞう強きようするいわゆる『魔ま術じゆつ格かく闘とう』の心こころ得えがあった。なんでも彼女が子供の頃、旅の格闘士が彼女の才さい能のうを見こんで手ほどきしたらしい。世の中しなくてもいいことをする人間がいるものである。

　ともかく、込められた魔力で青白く光る肘をまともに食くらい、旅商人の顔はものの見事に変形し元に戻もどらなかったという。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、哀あわれなものである。

　しかも、話はこれで終わらない。何でもその旅商人は色々と後ろ暗いことに手を染そめている問題人物だったそうで、肘をもらってから数日後、人前に出せなくなった顔の落とし前をつけるべく仲間を引き連れて『ハンネマン』に殴りこんできたらしい。

　その時イルミラは、総そう勢ぜい二十名を超こえるならず者たちを前にして、全くひるむことなくこう言い放ったという。

　──三十数えるまで立っていられたら、今こん晩ばんの飲み代ただにしてあげる。

　結局ただ酒にありつけた者は一人もいなかった。付近の住民の通つう報ほうを受けて駆かけつけた王国警けい察さつ官かんは、少女と男たちのどちらを連行するか本気で迷まよったらしい。

　うまい具合に旅商人たちの余よ罪ざいが発覚し投とう獄ごくされたので、王国警察協力者として報ほう奨しよう金きんまでもらったイルミラだが、一歩間違えると後ろに手が回っていたのは彼女である可か能のう性せいが高いというのが常連たちの共通した見けん解かいである。

　そういうわけで、そんな猛もう獣じゆうのような少女に喧けん嘩かを売るのは命知らずを通り越してただの馬鹿なのだが、どうしてかクラウスはイルミラをからかってしまう。謎なぞである。

「ただいまー。……あら、またやってるの？　二人とも飽あきないわねぇ」

　しばらくクラウスが床に倒れ込んでいると、柔やわらかい女性の声が店に響ひびいた。

「ああ、レシーナさん。こんにちは」

　倒れたままクラウスは挨あい拶さつした。なんとも失礼な行こう為いだが、立とうにも立てないのだから仕方ない。

「んあ？　なんだお前、昼間っから酔いつぶれてるのか」

　続いて、軽けい薄はくそうな男の声が聞こえてきた。

「うるせえ。てめえみたいな不良警官と一いつ緒しよにするな」

　倒れたままクラウスは返答した。なんとも失礼な行為だが、相手が相手なので問題ない。

「相当きつくやられたみたいね。何か冷やすもの取ってくるわ」

　女性の声が奥おくへと消えていく。

「あー、ちくしょう……」

　呻うめきながら、クラウスはようやく身を起こした。

「額に一撃。後頭部にももらったな。最近、なんでお前が死なないのか不思議でならん」

「大きなお世話だ」

　悪あく態たいをつきながら横を向くと、くたびれたマントを羽は織おった男が椅い子すに腰こし掛かけていた。

　ニヤニヤとだらしない笑え顔がおを浮うかべている。元の顔はかなり整っている方に属ぞくするのだろうが、見るからにいい加か減げんな表ひよう情じようは人によっては嫌けん悪お感を抱いだきかねない。

　男が身につけているマントには、イルカと鷹たかが向かい合っている絵──すなわちコティペルト王国の紋もん章しようが描えがかれていた。コティペルト王国の警察官のみに着用が許ゆるされているマントである。

「お前が女にモテる事の方がよっぽど怪かい奇き現げん象しようだよ」

「自然の摂せつ理りは、お前みたいな凡ぼん愚ぐには理り解かいできないのさ」

　クラウスの毒どく舌ぜつにも、男は──コティペルト王国警察官であるルドルフ・シェンルーはへらへらした顔つきを崩くずさなかった。

「何が自然の摂理だ。口先と見た目の産物だろうが」

「巧たくみな話術と素す敵てきな外見の合わせ技わざだよ」

　指を振ふりながらルドルフが訂てい正せいする。

「そのどちらも持っていないクラウスくんからすれば、妬ねたましいことこの上ないだろうけどね」

「うるせえ馬ば鹿か」

　話すのも嫌いやになった。何が嬉うれしいのか、ルドルフはけらけらと笑う。

　顔を合わせるようになって三か月ほど。ルドルフとのやりとりは、大体いつもこうである。他の客は仲がいいなどと言ってくるが、論ろん外がいもいいところである。

「あら、起きあがれたのね。よかったよかった」

　女の人が戻もどってきた。その手には、白い布ぬのが握にぎられている。

「とりあえず冷やしておくといいわよ」

　彼女の名前は、レシーナ・ハンネマン。名字からも予想がつくとおり、イルミラの姉である。

「ありがとうございます」

　受け取ると、クラウスはまず後頭部に布を当てた。ほどほどに冷えていて、心地ここちいい。

「染しみるかもしれないけど、我が慢まんしてね」

　ルドルフの向かいに座すわりながら、レシーナが言う。

　少し垂れ気味の目め尻じりに、優やさしさ溢あふれる物もの腰ごし。良くも悪くも元気の塊かたまりのようなイルミラとは、完かん璧ぺきに正反対の印象を受ける。

「はい。ありがとうございます」

　礼を言いながら、クラウスはルドルフ達と同じテーブルについた。

「エルガ入ったよー」

　奥からイルミラが出てきた。トレイの上にコップを四つ載のせている。そのどれからも、湯気が立ち上っていた。

「ほら、冷めないうちにさっさと飲め」



    

  
    
      　おおよそ客に対するものとは思えない態度で、イルミラがコップをクラウスの前に置く。

「これはお姉ちゃんの分ね。ルドルフさんもどうぞ」

　続いて、レシーナとルドルフの前に置く。

「ありがとう。もう一つは誰だれの分なの？」

「あたしの分よ」

　ルドルフの問いに答えると、イルミラは隣となりのテーブルから椅子を引き寄よせ、レシーナとクラウスの間に割わり込むようにして座った。

「ほら、せっかく淹いれてあげたんだから飲みなさいよ」

　イルミラが命令口調で言う。

「……わかったよ。飲めばいいんだろ、飲めば」

　下へ手たに逆さからって、また叩たたきのめされてはたまらない。仕方なく、クラウスはコップを手に取った。中の液えき体たいを、一口含ふくむ。

「……うまい」

　素直な感想が、口をついて出た。ほどよい苦みが口の中で広がり、心地よい熱さを伴ともなって喉のどを降おりていく。

「そりゃあそうでしょ。このあたしが淹れたエルガがまずいわけないじゃない」

　イルミラが胸むねを張はる。

「常つね日ひ頃ごろの練習のお陰かげかしらね。ついこの間までは、イルミラのエルガと言えば殺人兵器の別名だったのに」

　コップを片かた手てに、レシーナが感心したように頷うなずいた。

「お姉ちゃん、それ言い過すぎ」

　イルミラが頬ほおを膨ふくらませる。

「そうだったの？」

　クラウスの問いに、イルミラはなぜか目を逸そらした。

「別に、そんなこと、ないよ」

　明らかに妙みようだ。何か、とてつもない裏うら事じ情じようの存そん在ざいを感じる。

「あのね、クラウスくん。大分前にこの子にエルガを淹れさせたことがあるんだけど、それを飲んだお客さんが一口飲んだ途と端たん泡あわを吹ふいて気き絶ぜつしちゃったのよね。おまけにそのお客さん、どういうわけか体中に青い斑はん点てんができてたの」

　相変わらずの笑え顔がおのままで、レシーナがとんでもないことを言った。げらげら笑いながら、ルドルフが机つくえを叩く。

「え、ええっ!?」

　思わずコップを落としそうになった。もうすでに一口飲んでしまったわけだが、自分も同じように気絶し体中に青い斑点を作ることになるのだろうか。冗じよう談だんではない。

「ご愁しゆう傷しよう様さま。どうだ、面おも白しろ生物に生まれ変わる好機を得た感想は」

　ルドルフが笑いをこらえながら言う。静かな殺意がクラウスの中に湧わき上がってきた。もし本当に青い斑点が体にできたら、この男の口にイルミラ特とく製せいエルガを流し込んでやろう。こんな奴やつが地じ獄ごくの道連れなのは甚はなはだ不本意なのだが。

「お姉ちゃんの嘘うそつき。確たしかにニコラスさんは気絶したけど、治ち癒ゆ詠えい唱しよう士しさんのところに運んだらとりあえずは目を覚ましたじゃない。斑点なんてほとんどできてなかったし」

「あらあら、そうだったかしら」

　憮ぶ然ぜんとしたイルミラが指し摘てきし、レシーナが笑った。

　冗談だったのか。クラウスは脱だつ力りよくした。いやしかし、気絶云うん々ぬんは真実なのだから、安心していいというわけではない。ほとんどという言葉も微び妙みように不安だ。

「クラウスくん、そんな顔しなくても大だい丈じよう夫ぶよ。もうかれこれ三か月ほど前の話だから」

　レシーナが心底おかしそうにそう言った。

　三か月ほど前というと、クラウスがこの店に通い出し始めるか始めないかの頃だ。下へ手たすると被ひ害がいを受けかねなかったという事実に、今いま更さらながら背せ筋すじに冷たいものが走るのを感じる。

「それ以降はイルミラも練習してるから、心配要いらないわ。人間が飲めるようになるまで一月はかかったけど」

「余よ計けいなこと言わないで。あたしだってあの後は反省したんだから」

「そうね。まあ、それだけが原げん因いんじゃないんだけど」

　そう言うと、レシーナはクラウスをじっと見てきた。

「ああ、確かにな」

　ルドルフも、嫌いやな視し線せんを向けてくる。

「……は？」

「ちょっと、お姉ちゃん!?」

　イルミラがテーブルを両手で叩たたき立ち上がった。

「ふふ、ごめんなさい。これは秘ひ密みつだったかしら」

「当たり前、じゃない……」

　途中から、イルミラは徐じよ々じよに語ご尾びを弱くしていった。クラウスの視線を気にしているらしい。どうしたことか、顔が真っ赤だ。

「秘密ってなんだよ？」

　クラウスは尋たずねた。至し極ごく当然の疑ぎ問もんである。しかし、

「な、なんだっていいじゃない！　男の癖くせに細かいこと気にするな！　このバカ！」

　返答は理り不ふ尽じん極きわまりなかった。

「はぁ？　ちゃんと説明しろよ」

　ついむっとしてしまう。

「あんたなんかに説明する必要なんてないの！　黙だまってエルガ飲んでとっとと帰れ！」

　その上この罵ば声せいである。頭にこない方がおかしい。

「このっ……」

　椅い子すから腰こしを浮うかしかける。

「はいはい、それまで。二人とも落ち着きなさい」

　レシーナがぱんぱんと手を叩いた。仕方なく、クラウスは再ふたたび椅子に腰を下ろす。クラウスもイルミラも、なぜかこの女じよ性せいには頭が上がらないのだ。

「やれやれ。楽しいひとときを過ごさせてもらったぜ……それじゃ、俺おれは警けい邏らに戻もどるとしますか」

　ルドルフが、椅子から立ち上がった。

「お代はつけといてね。給料日前でさ、懐ふところ具ぐ合あいが辛つらくって。給料入ったら絶ぜつ対たい払はらうよ」

「いっつもそれですね。そんなこと言って、また博打ばくちに使うんでしょ」

　イルミラが目を細める。

「あ、そうだ。レシーナさん、今こん晩ばんお食事でも一いつ緒しよにどうです？」

　ルドルフはイルミラを完全に無視すると、レシーナを口く説どき始めた。

「とてもおいしいお店を見つけたんですよ。雰ふん囲い気きもおしゃれですし。ご一緒しませんか？」

　いつものことである。クラウスはこの先の成り行きを全すべて読むことができる。

「あらあら、どうしましょう？」

　まずレシーナが困こまる。

「ルドルフさん！　お姉ちゃんをナンパしちゃ駄だ目めっていつも言ってるでしょ！」

　次にイルミラが怒おこる。

「自分がちっとも声をかけてもらえないからってみっともないぞ」

　続いてクラウスがからかう。

「今なんて言ったー！」

　そして殴なぐり倒たおされる。完かん璧ぺきに予想通りだ。

「うーむ。いつ見ても奥おくゆかしいやりとりだ。正直うらやましいぞ。……さて、今度こそ本当に失礼させてもらうか」

　ルドルフが意味不明なことを言い、店から出て行った。

「ありがとうございましたー」

　その背中に、レシーナが声をかける。

「というか誤ご魔ま化かされちゃったけど、代金また取り立て損そこねちゃったっぽい……」

　悔くやしそうに、イルミラが拳こぶしを握にぎりしめる。

「まあ、きっとそのうち払ってくれるわよ」

　レシーナが微笑ほほえんだ。少々不安になってくるほどのいい加か減げんさである。

「あ、すいません」

　入り口のところでルドルフの声がした。

「なんだまだ帰ってなかったのか。とっとと仕事しろ税ぜい金きん泥どろ棒ぼう」

「市民への注意喚かん起きだ。これも立りつ派ぱな仕事だよ。……あのですね、最近王都に怪あやしい連中が出しゆつ没ぼつしているんですよ。中には国こく際さい指名手配になっている輩やからもいるんで、注意してもらおうかと。これが手配書です。よかったら店に貼はっておいて下さい」

　ルドルフが紙を広げる。紙には、綺き麗れいなわりにやたらと性せい格かくが悪そうな女と子こ供どもっぽい目をした男の似に顔がお絵えが描えがかれていた。

「ええと、どれどれ……」

　絵の下に書かれている文字をレシーナが読み上げる。

「ヨハン・アクセルソン・ローヴァ。懸けん賞しよう金きん百二十三万デリス。罪ざい状じよう……強ごう盗とう、盗とう掘くつ、暴ぼう行こう等。備び考こう……盗とう賊ぞく団だん『サビーネと下げ僕ぼくたち』副ふく首しゆ領りよう」

「へえ、結けつ構こう懸賞金高いね」

　イルミラが感想を漏もらす。

「まあ、国際指名手配をかけられるくらいだからね」

　国際指名手配とは、悪あく質しつな罪つみを犯おかした人間を捕とらえるために作られた万国共通の取り決めである。国ごとに法ほう律りつが違ちがうので、適てき用ようされるのはよほど普ふ遍へん的な犯はん罪ざいである場合に限かぎられる。

「サビーネ・トリス・エデルスバクス。懸賞金七百三十万デリス。罪状……左に同じ。備考……盗賊団『サビーネと下僕たち』首領。ホフマン魔ま術じゆつ学院第五百二十期生。首席で同学院を卒業」

「ええっ!?」

　最後の部分にクラウスはたまげた。

「どうしたの？」

　イルミラが不思議そうに聞いてくる。

「レシーナさん、今、なんて？」

「うん？　懸賞金が七百三十万デリス……」

「あ、そこじゃなくて備考がどうとかいうところ」

「ええと、ホフマン魔術学院第五百二十期生。首席で同学院を卒業」

　しかし、間違いなどではなかった。世の中不思議なことが沢たく山さんあるものだと、クラウスは妙みような感かん慨がいさえ覚える。

「なあ、さっきから何を一人で驚きよう愕がくしてるんだ」

　ルドルフに怪け訝げんそうに声を掛かけられ、クラウスは我われに返った。

「ああ、いや、そのホフマン魔術学院ってさ、カイヌライネン王国にあるんだけど……」

「カイヌライネン王国って、あの魔術王国の？」

　イルミラが訊きいてくる。

「そうそう、世界最高水すい準じゆんの詠えい唱しよう士しが沢山いる国。それで、ホフマン魔術学院っていうのはそのカイヌライネン王国でも一番の教育機関なんだ。詠唱士の間じゃ有名だよ」

「へえ……」

　なるほどといった感じでルドルフ達がうなずく。

「これはかなり大変だよ。こんな奴やつが相手じゃ、うちの国の詠唱士は束たばになってもかなわないかもしれない」

　ホフマン魔術学院を卒業した人間とは、すなわち超ちよう一流の詠唱士と同どう義ぎである。そして首席卒業ということは、その中でもダントツの力を有しているということで、これは恐おそろしいとかいう次元の問題ではない。

「そうか……それは参ったなあ……」

　ルドルフが頭をかく。彼がこんな態たい度どを見せるのは珍めずらしい。本当に困こまっているようだ。

「まあ、実じつ際さい捕つかまえるのはこっちでなんとかするから心配しなくていいよ。もし見かけたら詰つめ所のほうまで通つう報ほうをよろしくな」

「なんだ、有能な警けい察さつ官かんみたいだな」

「当り前だ。仕事ができる男は素す敵てきなんだとよ。この前一いつ緒しよに飯食った美人婦ふ警けいがそんなこと言ってた」

　きざったらしく言うと、ルドルフは店から出て行った。

「それはそうと、クラウスくん」

　クラウスがルドルフの背せ中なかに向かって怨おん念ねんを叩たたきつけていると、レシーナが声をかけてきた。

「なんですか？」

「詠唱士の試験はどうだった？」

　まったくの、不意打ちだった。

「その……」

　言葉が何も出てこない。

「も、もしかしてまた駄だ目めだった？」

　レシーナが、目を逸そらす。

「ほ、ほら。まだチャンスはあるわよ。うん、きっと大だい丈じよう夫ぶ。今現げん在ざい仕事がないわけじゃないし。詠唱教室で先生やってるんでしょ？　いざとなったら、そっちの道もあるってことじゃない」

　悪意がないのは分かっているが、こうも白々しく励はげまされると辛つらいばかりである。

「今日はおごりにしましょうか。ねえイルミラ、いい考えだと思わない？　落選記念っていうことで」

「それなんかおかしい。……まあ、そんなことがあったんなら、別に今日くらいはまけてやってもいいけど」

「……いえ、結けつ構こうです」

　首を横に振ふると、クラウスは立ち上がった。

「今日はもう帰ります。ごちそうさまでした」

　代金を机つくえの上に置き、店の外へと向かう。

「ちょっと、クラウス……！」

　イルミラが呼よびかけてきたが、クラウスは振り返らなかった。





　日は西に傾かたむき始めていた。クラウスの足取りは、当然の如ごとく重い。

　暗い横道を抜ぬけてクレメンテ通りに出る。

　途と端たんに、喧けん騒そうがクラウスを包囲した。

　むせかえるほどの熱気と幾いく重えにも折り重なった人の声からなる、質しつ量りようをもった活気。

　それを少しだけ疎うとましく思いながら、クラウスはのろのろと歩く。

　しかし、そんな風に感じているのはクラウス一人のようである。

　客を呼び込こんでいる店員。店を楽しそうに冷やかして回っている若わかい男だん性せい。友人と、今後の予定について楽しそうに話している若い女性。母親に連れられて、楽しそうに目を輝かがやかせている少年。重い荷物を楽しそうに運んでいる運うん搬ぱん人にん。楽しそうに、楽しそうに、みんな楽しそうに──

　いけない。クラウスは首を振った。

　どうしても他人が自分より輝いて見えてしまう。選考に落ちた後は、決まってこういう気分になってしまうのだが、今回はこれまでより少しひどい。

　そろそろ、今後の身の振り方を考えるべき時期なのはわかっていた。

　しかし直面するにはあまりに恐ろしい問題で、どうしてもその勇気が出てくれない。

　気がつくと、人ごみの中で一人立ち止まっていた。流れに逆さからう異い分ぶん子しに、通行人たちは不ふ快かいげな視し線せんを投げかけている。中には露ろ骨こつに文もん句くを言う者もいた。

　顔を赤らめながら、クラウスは通りの端はしに寄よる。何食わぬ顔をしてまた歩き出せばいいのだが、そんな度ど胸きようはない。



　五年前。クラウスは村のみんなの期待を一身に受け王都へと出てきた。

　──あのミヒャエルの弟ならきっと大丈夫だ。

　──ミヒャエルと同じように、故こ郷きように錦にしきを飾かざってくれるだろう。

　誰だれもが彼の成功を信じて疑うたがわなかったし、彼自身にもかなりの自信があった。

　だから、一年目の選考に一次で落ちても、それほど挫ざ折せつ感はなかった。今思えば不思議なほど、希望に満ち溢あふれていた。

　しかし、次の年もその次の年も一次で落ちるに至いたり、クラウスの心の中に不安が芽め生ばえ始めた。

　果たして、本当に自分は詠えい唱しよう士しになることができるのか。実の所は、そんな器うつわではなかったんじゃないか。

　誰もその通りだと証しよう明めいできないが、それはすなわち誰もその考えは間ま違ちがいだと保ほ証しようしてはくれないことも意味している。

　もしかしたら、と言う思いが消えない。





　──もしかしたら、自分の歩いている道は、どこにも続いていないのではないのか。



    

  
    
      　第二章　不ふ思し議ぎな少女　Strange Kind Of A Girl






　──こんなときに限かぎって。

　クラウスは天を罵ののしった。

　日が暮くれ切る直前、突とつ然ぜん思いついたように雨が降ふり出し、クラウスは瞬またたく間に全身ずぶぬれになってしまった。

　これでは風か邪ぜを引いてしまう。明日は仕事があるのだから、それだけは避さけないといけない。下手をすると来月の食事に関かかわってくる。

　クラウスは坂道を駆かけ上る。日ひ頃ごろあまり運動していないので、かなり苦しい。

　雨あま脚あしは弱まるどころか、強くなる一方である。服の中にまで水分が染しみこんできて、気持ち悪いことこの上ない。

　道の両りよう脇わきには、鬱うつ蒼そうと木々が茂しげっている。雨が降っているせいもあって、向こう側を見み透すかすこともできないほどに暗い。

　ここに来たときには魔ま獣じゆうのような化け物が飛び出してくるのではないかなどと怯おびえたものだが、慣なれてしまってからは別べつ段だん何も感じなくなった。

　考えてみれば、魔獣はそのほとんどが絶ぜつ滅めつに瀕ひんしている。間違ってもこんな森に生息しているはずがない。

　ない、はずなのに。

　丘おかを途と中ちゆうまで登ったあたりで、クラウスは我わが目を疑うたがった。



　──右手の森。十歩ほど入ったあたり。

　　　白いものが見える。

　　　まるで、人のような形をした、何か。



　身の毛がよだつのをクラウスは感じた。こんな天気の日のこんな時間にこんな場所で人を見るわけがない。

　なによりも、その何かが発散している重じゆう圧あつが異い常じようである。

　見ているだけで──否いな、同じ空間に存そん在ざいしているだけで押おし潰つぶされてしまいそうな、絶望的なまでの圧力。

　ゆっくりと、人のような化け物が、近ちか寄よってきた。

　額ひたいを流れるのは雨の雫しずくか冷や汗あせか。

　分かっている。この場を無事に切り抜ぬけるには、今すぐ脇目もふらずにこの場から全速力で離はなれるか、さもなくば思いつく限かぎりの攻こう性せい詠えい唱しようを全力で叩たたき込むしかない。

　しかし、足はぶるぶる震ふるえてしまって走るどころではないし、詠唱を紡つむごうにも舌したはもつれて言葉を発することさえかなわない。

『詠唱士志し望ぼうの詠唱教室教きよう師し、帰き宅たく途中に魔獣に襲おそわれ死し亡ぼう』

　掲けい示じ板ばんの見出しがクラウスの脳のう裏りにありありと描えがき出される。しぼうしぼうとなんとなく韻いんを踏ふんでいるのが、余よ計けいに現げん実じつ感を伴ともなっている。

　おそらくは、その見出しの下に自分の似に顔がお絵えや経けい歴れきが並ならぶに違ちがいない。

『王おう国こく暦れき八百二十二年ヘルマンの月二十日、ヴァリウス地方ティモ村に生まれる。二十歳さい。私し立りつ詠唱教室シーパースで教師として勤つとめていた。王国第一種詠唱士選抜試験の一次選考に五回続けて落選する』

　最後の部分だけはあまりにみっともないのでどうにかしてほしい。なんだか、余計に死ぬわけには行かないような気がしてきた。

　とにかく逃にげるのだ。やはりそれしかない。

　しかし、クラウスがそう決心するのを見計らっていたかのように、威い圧あつ感が更さらにその気配を強めた。

「ひっ……」

　クラウスの口から悲鳴が漏もれる。

　逃げようという決心はあっけなく砕くだけた。体が、まるで誰かに押おさえつけられているかのように動かない。

　コティペルト王国は、魔獣の撲ぼく滅めつに多大な予算と労力を注そそいでいる。人里離れた神しん秘ぴの秘ひ境きようならまだしも、歩いて王都と行き来できるような場所に魔獣がいるなど、ありえない。

　だが、厳げん然ぜんたる事実として、クラウスの目の前に、想そう像ぞうを絶する圧あつ迫ぱく感を発する物体が存在している。常じよう識しきは、目の前の現実に敗北を余よ儀ぎなくされた。

　魔獣と人間の差は絶望的だ。種類によって多少の違いはあるが、魔獣を完全に滅ほろぼそうと思ったら、十人を超こえる詠唱士で攻性詠唱を雨のように浴びせつつ助性詠唱で完全武ぶ装そうした魔ま術じゆつ剣けん士しや詠唱槍そう士しを少なくとも五、六人投入しなければならない。詠唱士ですらないクラウスには、手も足も出ない相手である。

　がらがら頭ラトルヘツド、幻影の主フアントム・ロード、見フ捨オてーらセれイしク者ン。口にするのも恐おそろしい名がクラウスの脳裏をよぎる。

　化け物は、おそらくはクラウスが恐きよう怖ふで竦すくんでいることを確かく信しんしているのだろう、ゆっくりと、じれったいほどの速度でクラウスに近づいてくる。

「あ……あ……」

　腰こしが抜けた。へなへなとその場に座すわり込こむ。

　クラウスは、生まれて初めて自分のすぐ隣となりに死という存そん在ざいを感じた。

　一歩。また一歩。化け物は近づいてくる。

　もう少しでクラウスに手が届とどくという所まで接せつ近きんして、いきなり化け物は派は手でに転んだ。

「む……痛いたいぞ」

　さらに、あろうことか可愛かわいらしい少女の声を発してきた。

「むむっ！」

　その声に本ほん能のう的な部分が反はん応のうし、思わず化け物を助け起こそうとしかけてから、少し待てよと考え直す。

　危あやうく騙だまされそうになったが、実は可愛らしい女の子を装よそおって油ゆ断だんさせておいて、相手がのこのこ近づいてきたところをがぶりとやるのではないか。

「……そうはいかないぞ」

　じりじりと後ずさりして、化け物から距きよ離りを取る。

　うつぶせに倒たおれたまま、化け物は起き上がらない。そうしようとしているらしき気配はあるのだが、体が思うように動かせないという風にも見える。

　しかし、迂う闊かつに背せ中なかを見せる気にはならない。クラウスは慎しん重ちように相手の様子を窺うかがった。

　よく見ると、化け物の体つきはかなり小さい。金色の髪かみは長く、上じよう質しつの絹きぬのような光こう沢たくを放っている。

　身につけているのは、なんとドレスだった。肩かたと袖そでの部分にひらひらとしたレースがついている。

　強きよう烈れつな威い圧あつ感は変わらないが、その姿すがたをしっかりと確かく認にんしたことで、クラウスは何となく恐怖が和やわらいだようなような気がしてきた。

　これまではひたすら怯おびえるばかりでろくに姿も見ていなかったが、こうしてみると本当に人間のように感じられてくる。

　そしてクラウスは考える。

　ここに住んでもう五年経たつ。もしこの丘おかに魔ま獣じゆうが住んでいるのなら、とうにクラウスはそいつの食事になっているはずである。

　大体、これほどまでに小さな女の子に化けるなど、いくら魔獣でも無理だろう。やはりこの少女は人間なのではないか。

　そう結けつ論ろん付づけてしまうと、今度は未いまだにのしかかってくる桁けた外はずれな重圧の説明が付かなくなるが、勘かん違ちがいというものもあるかも知れない。

　とにかく、このままにしていてはいけないような気がしてならなかった。

　激はげしく降ふる雨の中、木々の間にたった一人でいた少女。

　何か、放ほうっておけないものを強く感じるのだ。

　恐おそる恐る、クラウスは一歩だけ踏ふみ出してみた。

　化け物改め金きん髪ぱつの少女は、全く反応しない。

　もう一歩近づく。

　やはり反応はない。

　遂ついに手が届く間かん隔かくにまで近づいた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声をかけてみる。

「う……」

　返ってきたのは、なんとも弱々しい呻うめきだった。

　これは、まずいかもしれない。

　やはりこの少女は普ふ通つうの人間だったのだ。きっと何か事じ情じようがあってこんなところにいたに違いない。魔獣かもしれないなどというありもしない可か能のう性せいに怯えて、自分は取るべき対応を全く取らなかった。何と言うことだろう。自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってしまう。

「あの、どこか怪け我がでも？」

　気を取り直すと、クラウスは少女の横にしゃがみこんでもう一度話しかけてみた。

　反応はない。気を失ってしまったか眠ねむってしまったかのどちらかだろう。

「ちょっと、失礼しますよ」

　ひとまず断ことわってから、少女の体に触ふれてみる。

「……こりゃ、ひどい」

　氷のように、冷たい。おそらく、直ちよく接せつ雨にその身を晒さらしていたのだろう。

　どうすればいいのだろう。クラウスは混こん乱らんした。

『ハンネマン』に連れて行くという手を考えてから、すぐに却きやつ下かした。あそこまで少女を抱かかえていくのは色々と辛つらい。距離もさることながら、他人の視し線せんが痛すぎるに違いない。

　迷まよいに迷ってから、クラウスは決断した。家に連れて帰ろう。それしかない。

「その、別に、やらしいことを考えているわけじゃこれっぽっちもないですからね」

　反応がないと分かりつつも言い訳わけしてから、抱え上げやすくするため少女を仰あお向むけに寝ねかせる。不思議なことに、あの強烈なまでの重圧はいつの間にか消え去っていた。触れることに、恐きよう怖ふはない。

「うわっ……」

　クラウスは息を飲んだ。

　少女の顔立ちは美しかった。いまだ年とし端はも行かないのか幼おさなさが色いろ濃こく残っているが、そのことを差し引いてもなお神こう々ごうしいまでの魅み力りよくが放たれている。

「い……いかんいかん」

　首を振ふってなんとか正気を取り戻もどす。

　少女の状じよう態たいは非ひ常じようによくない。一いつ刻こくも早く、雨に濡ぬれない所に連れて行く必要がある。第一、こんな子こ供どもの顔に見とれていること自体が危き険けんである。自分にそんな趣しゆ味みはない。ない、はずだ。

「よっこらせ……」

　なんとか抱え上げる。同世代の人間と比ひ較かくして著いちじるしく腕わん力りよくのないクラウスでも持ち上げられるほどなのだから、この少女はとても軽いと言える。

　少女を抱え、ふらつきながらも、クラウスは家を目指して歩き始めた。





「ちょっと、なんで急に雨が降るのよ!?　わたしのローブが濡れちゃったじゃないの！　これ二百年物なのよ!?」



    

  
    
      「そりゃあ、ここいらの地ち域いきは天候の変化が急ですからねえ。仕方ないですよ」

　雨に降られたクレメンテ通りは、急きゆう激げきに人の数が減へっていた。

　普ふ段だんは日が暮くれてもなお賑にぎわっているのだが、流石さすがにこの豪ごう雨うでは歩く人間はほとんどいない。通りは、日ひ頃ごろの喧けん噪そうが嘘うそのように静まりかえっている。

　しかし、通りの端はしのほうにある雑ざつ貨か屋や『ベイカード』の店先だけは異ことなっていた。

「なにを冷静に分ぶん析せきしてるのよ！　なんか凄すごく不ふ愉ゆ快かいだわ！」

「そんな怒おこられても……僕ぼくにどうしろっていうんですか」

「口答えするな！」

「痛いてえ！　殴なぐられた！　杖つえで顔面殴られた！」

　背せ中なか越ごしに叩たたきつけられてくる怒ど鳴なり声の激しさに、店主のニコラス・ベイカードは眉まゆをしかめた。店内を片かた付づける手を止め、店先の方を振り返って様子を窺うかがう。

　店先では、ローブ姿すがたの男女がなにやら口こう論ろんをしていた。

　急な雨なのだから、雨宿りするぐらいは構かまわないと黙もく認にんするつもりだったが、こうも騒さわがれると困こまる。

　注意しようかとも思ったのだが、声を聞く限かぎり店先にいる二人のうち女性の方はやたらと気が強そうである。下へ手たに文もん句くを言って因いん縁ねんを付けられてはかなわない。

「参ったなあ……どうしようかなあ」

　ぶつぶつ言いながら、ニコラスは禿はげてきてしまったために剃そり上げた頭をなで上げる。彼が何かに困ったときに出る癖くせだ。

「とほほ……よりによってなんでうちの店なんだよ」

「ブラッドはまだなの!?　たかが小こ娘むすめ一人のことを調べ上げるのに何日かかっているのよ！」

「だから僕に言われても……というか、彼かれ等らはよくやってると思いますよ。この国の王都にいるってところまで絞しぼり込んだんですから」

「口答えするな！」

「また殴った！　なんか血の味がするし！」

　騒がしさはよりひどくなる一方である。やはり、一言言うしかないだろう。突つき出した腹はらをいじりながら、ニコラスは渋しぶ々しぶ決けつ断だんした。

　手にしていた壺つぼをその場において、恐おそる恐る店先に顔を出す。

「あの……」

「なによ!?」

　途と端たんに女の怒鳴り声を浴びせかけられ、ニコラスは呆あつ気けなく竦すくんでしまった。

「あ、いえその……失礼しました」

　額ひたいとも頭ともつかない部分に冷や汗あせを浮うかべながら、すごすごと店の中へ引っ込もうとする。

「あっ、すいません……店先お借りしてます。もしかして、うるさかったですか？」

　しかし幸運なことに、男のほうがニコラスの意思を汲くみ取ってくれた。

「はい！　もう少し、お静かに願えませんか？　雨宿りする分には全然構いませんので」

　ここぞとばかりに、苦く情じようを彼なりの語調でぶつける。

「わかりました。気をつけますね」

　男はフードを取ってニコラスに詫わびた。

　その丁てい寧ねいな物もの腰ごしにほっとしながら、ニコラスは店の中に戻った。たまには勇気を出してみるものだ。

　壺を再ふたたび手に取り箱の中に片付けようとして、ふと壁かべの貼はり紙が目に入った。

　行きつけのパブで知り合いになった警けい官かんが置いて行った手配書である。何でも、危険人物が最近王都に出しゆつ没ぼつしているとのことらしい。

「……あれ？」

　貼り紙には男と女の似に顔がお絵えが描えがかれている。

　その男のほうの顔つきが、妙みように引っかかるのだ。

　しばらく貼り紙とにらめっこをしてから、ニコラスは恐るべき事実に思い当たった。

「ま、まさか……」

「あちゃあ……気づかれてしまいましたか？」

　ニコラスの真後ろで声がした。

　振ふり返ると、そこには、貼り紙の似顔絵と同じ顔があった。右みぎ頬ほおが腫はれていて、微び妙みように雰ふん囲い気きが違ちがうといえば違うが。

「いやあ、ばれてしまったら仕方ないですね」

「ひっ……」

　ニコラスは魂たましいを消し飛ばして店の奥おくへ逃にげ込こもうとしたが、手て遅おくれだった。

「そう怖こわがらないでください。少し眠ねむって、目を覚ますとみんな忘わすれているだけのことですから」

　がっしりと羽は交がい絞じめにされた。必死でもがくが、どうやっても外れない。

「た、助け……」

『眠れ、眠れ、迷まよえる者よ。踊おどれ、踊れ、仮か借しやくの夢ゆめに。歌え、歌え、忘ぼう却きやくの詩を。刻きざめ、刻め──』

　耳元で囁ささやかれる緩ゆるやかな詠えい唱しように引きずられるように、ニコラスの意い識しきは薄うすれていった。



「まったく、あんたの間ま抜ぬけさには怒おこるのを通り越こして呆あきれるのも通り越してやっぱり腹が立つわね」

「結局怒るんですか」

「当たり前じゃない！　なんで見せなくてもいい顔を見せるのよ!?」

「いやあ、謝あやまるのにフードをかぶったままじゃ失礼でしょ？」

「もう……やっぱり呆れちゃったわ」

「行くところまで行ったって感じですね」

　あっけらかんとヨハンは笑う。

「さて……このままじゃ悪いし、少し運びますね」

　よっこらしょと声を掛かけて、ヨハンはニコラスの太った体を軽々と持ち上げた。そのまま、壁のそばにあった椅い子すにもたせかける。

「これでよしっ……と」

　ヨハンが振り返ると、彼の属ぞくする集しゆう団だんの首しゆ領りよう──サビーネ・トリス・エデルスバクスが文句ありげな表情でヨハンを睨にらみつけていた。

「あれ、どうかしましたか？」

「……あんたさあ、なんでそんなもう二度と会わないような他人に親切にするわけ？　放ほうっておいたらいいじゃない」

「いやまあ、こっちの都合で『眠れる村落』スリーピングヴイレツジをかけたんですから、せめて罪つみ滅ほろぼしにこれくらいはしておこうかなと」

「ばっかじゃない？　そんなことしても同じでしょ。やったことが消えてなくなるわけでなし。その詠唱の後こう遺い症しよう、知らないわけじゃないでしょ？　突とつ発ぱつ的な記き憶おく喪そう失しつに、時と場所を選ばない眠気。一か月は続いたと思うんだけど」

　いつものことであるが、サビーネの物言いはやたらと辛しん辣らつである。

「大体ね、わたしの目標を達成するには他人のことなんて構かまっていられないのよ。どうでもいいことに無む駄だな労力を使わないで欲ほしいわね」

　わたしたちの目標と言わずわたしの目標と言ってのける辺りがサビーネらしいとヨハンは思う。

「まあいいじゃないですか。たかが男の人の一人や二人運ぶぐらい」

「だからね……」

　サビーネが更さらに説教を続けようとしたその時、店先で物音がした。

「誰だれ!?」

　サビーネが大声を出して相手を牽けん制せいする。

「あ、ども俺おれっす」

　入ってきた人間は、さほど驚おどろいた様子もなく二人に会え釈しやくしてきた。

　眉まゆが太く彫ほりが浅いという、人が良さそうな面つら構がまえがまず目につく。耳にはいくつも銀の輪わ飾かざりがついている。大き目の寸すん法ぽうの服をだぶつかせながら着ていて、黒い髪かみが計算されたような角度であちこちへと跳はねている。顎あごに鬚ひげを生やしているが、こちらも無む造ぞう作さかつ丁てい寧ねいに揃そろえられていた。

　ブラッド・シノダ。肉にく体たい派は武ぶ闘とう派はの多いサビーネの下げ僕ぼくの中にあって、情じよう報ほう収しゆう集しゆうと分ぶん析せきを得意とする異い才さいである。元々は、いっぱしの情報屋として裏うら社会で呼こ吸きゆうしていたのだが、その腕うでをサビーネに見込まれ、仲間というか下僕にされたのだ。

「お、ブラッドじゃないか。こんな雨の中ごくろうさ……」

「ちょっとあんた！　遅いじゃないのよ！」

　ヨハンはねぎらいの言葉を掛けようとしたのだが、皆みなまで言う前にサビーネの怒ど声せいにかき消されてしまった。

「待ち合わせ場所にいつまでたってもあんたが来ないから、わたしはこんなに濡ぬれちゃったのよ!?　どうしてくれるのよ！」

「いえ、その、これは、色んな事情があって……」

　ブラッドが青くなる。

「まあまあ、ブラッドだってサビーネさんのために一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってきたんですから。勘かん弁べんしてやって下さいよ」

　見かねてヨハンは助け舟ぶねを出した。

「……ふん。仕方ないから今日のところは目をつぶってあげるわ。さあ、あの小こ娘むすめのことをどこまでつかんだか話しなさい」

「小娘って言っても、こっちよりは千年以上年上なんだけどなあ……」

「黙だまりなさい！」

　怒鳴りつけられ、ヨハンはすいませんと首をすくめた。

「……ええと、とりあえず現げん在ざいの居い場ば所しよはですね……王都のはずれのほうにある『蠍の丘スコーピオンズ・ヒル』って名前の丘おかに入っていくのを近所の住民が見かけています。今はレックスとクレイグ、あとフェリックスに丘の出入り口を見張らせているんですが、なにも連れん絡らくがないんでそこからは出ていないと思います」

「その丘がどんなところか調べてある？」

「はい。少々お待ちを」

　ブラッドは懐ふところから紙を取り出した。

「その丘は、木が沢たく山さん生えていてほとんど人が住んでいない場所のようですね。一軒けんだけ頂ちよう上じように家があるんですが、今はそこに私し立りつの詠えい唱しよう教室の教きよう師しが住んでいるみたいです」

「あ、懐かしいなあ……俺も駆かけ出しの頃ころはよく詠唱教室で働いてたんだよな」

　詠唱教室の教師、という部分にヨハンは反はん応のうした。

「無駄口はいいから」

　ぴしゃりとサビーネに言われ、再さい度どヨハンは首をすくめる。

「……で、様子なんですが、さっきの目もく撃げき者しやの話によると随ずい分ぶん衰すい弱じやくしてたみたいです。その目撃者はシールクっていう爺じいさんなんですが、雨の中一人で丘に入っていくもんだから心配になって呼び止めたそうなんですけど、『大だい丈じよう夫ぶだ。案ずるな』って言って丘に入って言ったそうです。服ふく装そうは白いドレス。背せは低くて、鮮あざやかな金きん髪ぱつが印象的だったと言ってました」

「……間ま違ちがいないわね」

　ニヤリとサビーネが笑う。

「そうみたいですね」

　ヨハンはそれに同調した。しかし、引っかからないことがないでもない。

「それにしては、今の時代の言葉を喋しやべってるみたいですけど……」

「勉強したんでしょうね。必要な日にち常じよう会話なら問題なくこなすはずよ。そのくらいのことは朝飯前でしょうし」

「ふええ……俺ら、とんでもないのを相手にしてるんだなあ」

「今さら何言ってるの。根こん性じようないわね」

「ひどい言われようだなあ……それじゃ、早さつ速そく捕つかまえにいきますか？」

　ヨハンはサビーネに尋たずねた。

　サビーネの性せい格かくから言って、分かったら即そく行こう動どうというのが大体の流れである。

「いやよ」

　しかし、そんなヨハンの予想は見事に外れた。

「えっ？　なんでですか？　彼女が誰かに助けを求めるとも考えられないし、弱っているところを一度に叩たたく好機だと思うんですけど」

　思わず聞き返す。見ると、ブラッドも不思議そうな顔をしている。

「考えてもみなさいよ。こんな雨の中外に出るなんて絶ぜつ対たいいや」

　ああなるほどとヨハンは納なつ得とくがいった。あれだけ濡ぬれるのを嫌いやがっていたのだから、まあ当然といえば当然の反応である。

「何よ、なにか文もん句くあるの？」

「……いいえ、別に」

　ヨハンは店の外を眺ながめてみる。雨は、まだまだ止やむ様子がなかった。





　便べん宜ぎ上じよう「家」という呼こ称しようを使用しているが、クラウスの家は世間一いつ般ぱんの概がい念ねんでいうところのそれとはかなり趣おもむきを異ことにしている。

　第一に、部屋が二つしかない。クラウスの家は、元は木こりか何かが仮かりに使う小屋のようなものだったらしく、建物の敷しき地ちが非ひ常じように狭せまいのだ。

　ちなみにクラウスは、二つの部屋を普ふ段だん居る部屋と寝ね部屋の二つに分けている。性せい格かくが透すけて見える分け方である。

　第二に、その建物と対照的に庭が笑ってしまうほど広い。こちらは木こりと関係があるのかないのか判はん然ぜんとしないのだが、とにかく広い。無意味なほどの広さである。その気になれば畑に変えて自給自足することも可か能のうである。

　しかしクラウスは、特にこの広い空間を利用するでもなく荒あれるがままにしている。これまた性格が透けて見える。

　その庭を横切ると、クラウスは扉とびらの前に立った。

　すっかり切れ切れになってしまった息を整え、詠えい唱しようを始める。

『我われはこの家の主あるじ』

　ぼおっと扉が薄うすい光を放つ。

『鍵かぎとなる言葉を今より告げる──噴ふん火か・跳ちよう躍やく・夢ゆめ・悪あく魔まとの併へい走そう』

　クラウスが四つの単語を口にすると同時に光が消え、扉が開いた。

　この光は、詠唱による結界である。

　普通に鍵をかけてもいいのだが、クラウスは物をすぐになくすという悪あく癖へきの持ち主であるため、こうしたほうが確かく実じつなのである。四つの言葉は暗号のようなものであり、他人に予よ測そくされないように脈みやく絡らくのない言葉をつなげるのが基き本ほんである。

　中に入り、もう一度結界を張はりなおすと、相変わらずのおぼつかない足取りで奥おくにある寝部屋に向かう。

　えっちらおっちら部屋にたどり着いてから、クラウスは途と方ほうに暮くれた。

　寝部屋は、寝る部屋という名前なだけあってベッドが置いてある。それ以外には、大して中身の入っていない安物のクローゼットと姿すがた見みしかこの部屋にはない。

　ないはずなのだが、なぜかベッドの上にも床ゆかにも物が隙すき間まなく散らかっている。その一つ一つは魔ま術じゆつ書しよだったり思いついた詠唱の一いつ節せつを書き付けた紙だったりひいきのパン屋の紙かみ袋ぶくろだったりするのだが、こうも一度にまとめて視し界かいに入ると眩暈めまいを起こさずにはいられない。

「参ったな……」

　足の踏ふみ場もない。今までこの空間で自分がどうやって過すごしていたのか、クラウスは本気で疑ぎ問もんに思った。

　とりあえず、ベッドの上ぐらいは片かた付づけることにした。さもないと、少女を本の上で眠ねむらせることになってしまうからだ。それではベッドの意味がない。

「よっ」

　少女をとりあえず廊ろう下かにそのまま下ろす。

『黒に相対するは白、闇やみに相対するは光。叡えい智ち溢あふるる光にて、いざ我わが周りの漆しつ黒こくを照らし出さん。白びやつ光こう招しよう起き、百ひやつ光こう称しよう貴き』

　クラウスの詠唱とともに、部屋のランプに明かりが点ともった。

　今クラウスが唱えたのは、一般的に使われている発光詠唱である。

　ランプに、魔力を受けると発光するリトゲンという木の皮を入れておき、光を放つ意を含ふくんだ詠唱によってそれと反はん応のうさせて光を得るという方法で、百年ほど前にアンディ・トレツェクという無名の詠唱士が発見した。発見の後、その便利さと安あん価かさからこの手法は爆ばく発はつ的に世界中に広まり、トレツェクは巨きよ万まんの富とみを手にしたという。

　元々は杖つえの先に光を灯ともして松明たいまつ代がわりにする程てい度どだった発光詠唱と、一部の地ち域いきで不思議現げん象しようとして扱あつかわれていたリトゲンの木を組み合わせるという新しん鮮せんな発想の勝利である。

　クラウスは明るくなった部屋を横切ってベッドまで行き、その上を片付け始めた。といっても、上に乗っていた物を端はしの方に寄よせて積み上げるだけのその場しのぎなのだが。

　ひとまずベッドの上に少女一人分に相当する空間を確かく保ほすると、慎しん重ちように少女を横たえる。

「あっ……」

　横たえてしまってから、クラウスは自分が重要なことを忘わすれていたことに気づいた。

「し、しまった」

　ベッドのシーツに、物もの凄すごい勢いきおいで染しみが広がっていく。

　そう。二人とも、ついさっきまで雨に直ちよく接せつ打たれていたのだ。

　愕がく然ぜんとして振ふり返ると、廊下も部屋もクラウスが通った所は余あますところなく濡ぬれてしまっている。

　クラウスは頭を抱かかえた。この家は築ちく何年かもわからないほど古い代しろ物ものである。普ふ段だん過ごしている部屋の床がある日突とつ然ぜん轟ごう音おんとともに抜ぬけ、その床下からいつの時代のものかわからない金貨で満まん杯ぱいになった壺つぼがでてきたときには腰こしが抜けるほど驚おどろいたものだ。ちなみに、その金貨はどうやってさばいたらいいのかよく分からないので蓋ふたをして庭にある物置の奥にしまってある。

　とにかく、あまり濡らしたりするとそこから床が腐くさって家が倒とう壊かいしかねない。自分の家に押おし潰つぶされて死ぬのはごめんである。

　クラウスは慌あわててクローゼットから布ぬのを二つ取り出した。着られなくなった服をつなぎ合わせて作った間に合わせの雑ぞう巾きん兼けんタオルケットである。金がないとこういう技ぎ能のうが意い識しきしないでも身についてくるのだ。

　まず一方の布で床と自分の体を拭ふいた。もう一つの布は少女を拭いてやるために取っておくことにした。自分の体は別に構かまわないが、少女の体に床を拭いた布を使用するのは許ゆるされざる行こう為いだとクラウスは思う。

　床と自分の体を処しよ置ちし、いよいよ少女の体を拭こうとした途と端たん、クラウスははたとその動きを止めた。

　よく考えてみると、少女の体を拭ぬぐうというのは、その、ひどくやましい行為ではないのだろうか。

　クラウスはいやいやと首を振る。もしこのまま放置すると、少女は間ま違ちがいなく風か邪ぜを引いてしまう。人道的な見地から、迅じん速そくな処置が必要なことは疑うたがうべくもない事実である。

　いやいやと再ふたたび首を振る。

　体を拭うということは、少女の体を、こう、撫なで回すということである。しかも、着ているドレスの上から拭っても意味がないので、脱ぬがすことになってしまう。まずい。非ひ常じようにまずい。あまりにまずい。倫りん理り的な見地から重大な問題が発生してしまう。

　かくして、クラウスは激げき烈れつな葛かつ藤とうに見み舞まわれた。ひたすらに嫌いやな汗あせばかりが吹ふき出す。

　万が一服を脱がせている途中で目を覚まされてしまったら、間違いなく変へん質しつ者しやと思われてしまう。思われてしまうだけならまだいいが、その次に待っているのは警けい察さつの尋じん問もんである。

　王国警察の取調室でかつての友人に侮ぶ蔑べつの視し線せんを投げかけられる自分を想そう像ぞうし、クラウスは震ふるえるような恐きよう怖ふを感じた。

　しかし。このまま放ほうって置いて熱でも出されたら、それはそれで困こまる。薬代を出せるほどの余よ裕ゆうはクラウスにはない。

　散々悩なやんだ挙あげ句く、クラウスは妥だ協きよう案あんとして少女の髪かみだけを拭くことにした。それだけでも、随ずい分ぶん違うはずだ。

　目を閉とじたままの少女の髪を、布でこわごわと拭いていく。

　髪の手て触ざわりは、布ぬの越ごしでもなお感じられるほどに滑なめらかだった。一体何をどうすれば、こんな綺き麗れいな髪になるのだろう。

　いつまでも触っていたいという欲よつ求きゆうを必死になって抑おさえながら、クラウスは何とか作業を終しゆう了りようした。

　なんとも言えない緊きん張ちようから解かい放ほうされ、一息つく。

　途端に、猛もう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきた。瞼まぶたの重さが突とつ如じよとして普段の数十倍になり、問答無用の速度で下に降おりてくる。

　考えてみれば、無理もない話ではある。少女を抱えて山道を登るなど、普段のクラウスの運動量からすれば優ゆうに三日分ぐらいには相当する。

「はあ、疲つかれた……」

　もう何もかも面倒になり、最後の力で布を二つともクローゼットに放り込こむと、クラウスはその場に横になった。

　眠りに落ちるのは、あまりに容易たやすかった。





　見み渡わたす限かぎりの草原。

　穏おだやかな春の陽気が、ぽかぽかと心地ここちいい。

「僕ぼくさ、詠えい唱しよう士しになりたいんだ」

　少年が、まっすぐ彼の目を見つめてきた。

「えっ、本当に？」

　思わず彼は聞き返した。そんな話、初耳である。

「うん。まだ、誰だれにも話してないんだけど」

　少年は、目を逸そらした。

「みんなに言うと、きっと無理だって言われそうで……。僕、体弱いしさ」

「そんなこと、ないよ」

　彼は少年の言葉を否ひ定ていした。

「お兄ちゃんならきっとできるよ」

　少年が驚おどろいたように目を見開く。

「……ふふ、ありがとう」

　そして、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「すごいなあ、詠唱士だなんて。どうして目指そうと思ったの？」

　彼の問いに、少年は首を傾かしげる。

「きっかけは……そうだなあ、やっぱりかっこいいからかな」

「なんだ、結けつ構こう単たん純じゆんなんだね」

「いいじゃないか、別に」

　少年が頬ほおを膨ふくらませた。

「だってさ、お兄ちゃんのことだからもっと難むずかしい理由があるのかと思ったんだよ」

「そんなことないよ。単に小説を読んでて、僕もこんな風になりたいなと思っただけ」

「あ、いっつもベッドの上で読んでる本だね」

「うん。初めのうちは本を読むだけで楽しかったんだけど、だんだん僕もこんな風になれたらなって思うようになったんだ」

　少年の瞳ひとみはきらきらしていた。その瞳を見ていると、わくわくした気分が伝わってくるようである。

「僕も、詠唱士になれるかなあ」

　気がつくと、彼はそんなことを言っていた。

「うん。なれるよ、きっと。詠唱士に必要なのはね、才さい能のうよりも努力なんだって。だからクラウスも頑がん張ばれば、きっと詠唱士になれるよ」

　少年の目に、嘘うそをついているような色はなかった。

「本当？　だったら僕も詠唱士になろうかな。お兄ちゃんと一いつ緒しよに、かっこよく活かつ躍やくするんだ」

「はは、そりゃいいや。でも、クラウスが詠唱士になったら僕が目立たなくなっちゃうから、僕が引いん退たいしてからにしてもらおうかな」

　少年が屈くつ託たくなく笑う。

「そんなこと言って引退しないつもりなんでしょ」

「ばれたか」

　彼の指し摘てきに、少年は舌したを出す。──この子こ供どもっぽい癖くせは、生しよう涯がい抜ぬけることがなかった。

「ふんだ。ミヒャエル兄さんの考える事なんてお見通しなんだからね」

　彼が拗すねたように横を向くと、少年は──クラウスの兄、ミヒャエル・マイネベルグは、くすくすと笑った。

「そうかい。さすがはクラウスだね」

　まぶしい、笑顔だった。無む垢くで透とう明めいで、それでいて暖あたたかな笑顔。息を引き取るその時も、ミヒャエルはこんな顔をしていた。





　懐なつかしい夢ゆめだった。

　二度と、覚めたくなくなるほどの。





　気がつくと、クラウスは寝ね部屋で仰あお向むけになっていた。

　頭がぼんやりとして、いまいち現げん実じつ感がない。

「ええと……」

　とりあえず、今までの状じよう況きようを整理してみる。

　家に帰ろうとしたらひどい雨に降ふられ、必死で走り家に帰るその途と中ちゆう、丘おかを登る途中で──

　記き憶おくが鮮せん明めいになり、クラウスは弾はじかれたようにベッドの方を向いた。

「……まったく、やっと目が覚めおったか」

　すっかり目を覚ました少女が、ベッドの上に腕うでを組んで座すわっている。

「……起きてたんだ」



    

  
    
      　クラウスの言葉に、少女は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひくつかせた。

「間の抜けた言い様だな。わしを少し運んだぐらいで消しよう耗もうしきったと見える。この時代の男はみんなそんな風にひ弱なのか？」

「……はい？」

　いまいち要よう領りようを得ない物言いである。クラウスは首を傾かしげた。

「まったく、女一人運べないとはな。呆あきれたものだ」

「なんだよ、せっかく助けてあげたのに」

　クラウスは少し腹はらが立った。確たしかにいつまでも寝ていたのは悪かったとも思うが、わざわざ運んであげたのだからそこまで言われる筋すじ合あいはない。

「……まあ、そうであるな。骨ほねを折ってくれたことには感かん謝しやせねばなるまい」

　ふっ、と少女は表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「……い、いや、まあ当たり前のことをしただけだから」

　それがあまりに可愛かわいらしかったものだから、クラウスはすっかり照れてしまった。

「いやいや、そう恥はずかしがらなくてもよい。……それはそうと、今は一体いつだ？」

　少女が訊たずねてくる。

「さあ……雨が降ってて夜空が見えないし。まあ、まだ朝にはなってないと思うけど」

「違ちがう違う。今は何年かと聞いているのだ」

「……へっ？」

　これはまた、要領を得ない質しつ問もんである。クラウスは戸と惑まどった。

「ええと……王国暦の、八四二年……だね」

「王国暦……？　どこの王国だ」

「どこって、そりゃあコティペルト王国のことだけど」

「うーむ、知らんな」

「知らんな、って……」

　この少女は自分がどこにいるか分かっていないのだろうか。そもそも、コティペルト王国は経けい済ざい大国として世界中にその名を知られているはずである。もしかしたら、よほどの辺へん境きよう国こつ家かの生まれかなにかだろうか。

「クープリ暦に直してくれんか？」

「ええっ？　クープリ暦？」

　ますます理り解かいに苦しむことを少女は言う。クープリ暦というと、古代から世界共通の暦こよみとして使用されていたものだが、今から七、八百年以上も昔に廃はい止しされている。

「ええと、今年がインギー暦の八六五年だから……インギー暦元年はクープリ暦の一八三……七年だな。そっから計算すると……今は、二七○一年だよ。多分」

　普ふ通つうの人間は、クープリ暦の次に使われ始めたインギー暦──現げん在ざいの世界共通の暦である──を知ってはいても、クープリ暦はその存そん在ざいすら知らない。クラウスが答えられたのは、詠えい唱しよう士しの試験で歴史が必ひつ須す科目なためである。

「そうか……千年以上になるのか……」

　少女が感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「……はぁ？」

　千年とは何を意味しているのか。

　少女の言動は、控ひかえめに言ってどこかおかしい。

「もしかして……」

　風か邪ぜでも引いているのかもしれないとクラウスは思い当たった。熱に浮うかされて、あらぬことを口走っているのではないか。やはり、髪かみを拭ふいただけでは駄だ目めだったらしい。

「ちょっとごめんね」

　少女に近ちか寄よると、クラウスはおもむろに彼女の額ひたいに手を当てた。

「うん、熱はないみたい……」

「な、何をする!?　は、は、放さんか！」

　いきなり少女が暴あばれだした。

「ご、ごめんごめん！　そんなつもりは……」

　慌あわててクラウスは手を放す。しかし少女の興こう奮ふんは収おさまらない。

「少し、少し心を開いただけでなんとはしたない！　けだものかお主は！」

　少女が白い顔を真っ赤に染そめて怒ど鳴なり散らす。

「ひっ……」

　同時に部屋を満たす、初めて少女を見たときに感じたのと同じ威い圧あつ感。意思とは無関係にクラウスの体がすくむ。

「す、すみません」

　いつの間にか、言こと葉ば遣づかいまで変わってしまっている。

「よ、よいか!?　エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッドの名において命じる！　許きよ可かあるまで、決してわしに触ふれてはならん！」

「わ、分かりました！」

「分かったのなら下がれ！」

「はい！」

　クラウスは這ほう々ほうの体ていでもう一つの部屋へ転がり込こんだ。

「なんなんだよ、一体……」

　知らない間に噴ふき出していた冷や汗あせを拭ぬぐう。

　外は真っ暗だった。窓まどには、相も変わらず殴なぐりつけるような勢いきおいで雨がぶつかっている。

　落ち着いてくると、疑ぎ問もんが沸ふつ々ふつと湧わき上がってきた。

　あの少女は何者なのか。

　あの威圧感は何なのか。

　前者に関しては、何となく心当たりがあるような気がする。

　彼女が怒おこっているときに口にしたあの長ったらしい名前。

　何かの書物で読んだような気がするのだ。が、肝かん心じんの内ない容ようが思い出せない。

　クラウスが懸けん命めいに記き憶おくの糸を手た繰ぐっていると、

「……おい、お主」

　いきなり声を掛かけられた。びくりとして振ふり返ると、部屋の入り口の所に少女がちょこんと顔を出している。

「な、なんですか？」

　びくつきながら返事をする。何か、更さらに怒いかりを買うようなことをしてしまったのか。

「その……誠まことに恥はずかしいのだが……」

　少女は、なぜかもじもじしている。

　そしてしばらく逡しゆん巡じゆんした後、決意したように口を開いた。

「腹はらが減へっているのだ。……何か、食うものを分けてはくれんか？」





　クラウスの主食は、パンとスープである。パンは安く手に入るというただそれだけの理由で毎日食しよく卓たくに上り、スープはそれぐらいしかクラウスが自分で料理できないというただそれだけの理由で毎日食卓に上る。

　そして、クラウスが準じゆん備びしたその二つの献こん立だてを、少女は尋じん常じようではない速度で平らげていった。

　初めのうちは、よほど腹が減っていたんだろうな、倒たおれたのもそのせいかもなどと思いながら微笑ほほえましく眺ながめていたクラウスだが、貯ちよ蔵ぞうしてある分が徐じよ々じよに底をつき始めるに従したがってどんどん顔色を青に変化させていった。

「あの、もうそろそろ……」

　少女にそろそろ勘かん弁べんして欲ほしい旨むねを告げようとするのだが、少女は全く聞く耳を持たない。

　ただひたすらに、言葉さえ発することなく食物を胃に投げ込んでいく。

　ともすれば野性剥むき出しのように見えるが、食器を鳴らしたり咀そ嚼しやく音おんを響ひびかせたりすることはない。礼れい儀ぎ作法が身に付いているようである。

　やがて、クラウスの家にある食しよく糧りようをほぼ残さず消しよう化か吸きゆう収しゆうすると、少女はクラウスに目を向けた。

「うまかったぞ」

　その無む邪じや気きな顔つきに、クラウスはかけるべき言葉を見失い脱だつ力りよくした。

「……お気に召めして恐きよう悦えつ至し極ごく」

　ややあってから、思いついた精せい一いつ杯ぱいの嫌いや味みをぶつけてみる。

「うむ。これからもこの献立を中心によろしく頼たのむぞ」

　ものの見事に、全く伝わっていなかった。それどころか、中々にとんでもないことを口にしている。

「これから、も？」

「ああ、しばらく厄やつ介かいになるぞ。なに、案ずるな。悪いようにはせぬ」

　なにをどう悪いようにしないのかさっぱり分からなかったが、とにかく冗じよう談だんではない。もし居い座すわられたら食費が天てん井じよう破やぶりで上じよう昇しようし、一月をまたずしてクラウスは破は産さんする。

「……だめか？」

「困こまるよ。見ての通り、うちは貧びん乏ぼうだし」

　周囲の様子を──本とゴミと必要最さい小しよう限げんの家具しかない普ふ段だん部屋の有様を顎あごで示しめしながら、クラウスは冷たく突つき放した。

「もし家に帰れないんだったら、どこか宿に泊とまるとかなんとか……」

　言いながら少女の方を向き、クラウスは凍こおり付いた。

　なんと、少女が不安そうな上うわ目め遣づかいでクラウスのほうを見ていたのだ。

「うっ……」

　あるいは、あの重じゆう圧あつよりも破は壊かい力りよくは上かもしれない。

　おそらくは無む意い識しきの行動なのだろうが、それ故ゆえに効きき目は絶ぜつ大だいである。こういう視し線せんを真っ向からぶつけられて、なお頼まれたことを拒きよ否ひできる男はそういない。

「どうぞどうぞ。こんな狭せまい家でよかったら、気の済すむまでご滞たい在ざいください」

　衷ちゆう心しんからの言葉である。食費など、どうにかなる。そう思い込むことにする。

「本当か？」

　少女の表ひよう情じようが見る見るうちに明るくなる。自分の選せん択たくは間ま違ちがっていなかったとクラウスは確かく信しんした。

「はい、もちろん」

「……恩おんに着る」

　少女が柔やわらかく微笑ほほえんだ。なぜか、ひどい息苦しさをクラウスはおぼえる。

「お主……ええと、名前はなんと言う？」

「名前は、クラウス・マイネベルグっていうんだけど」

「よし、ではクラウス」

　名前で呼よばれ、またもクラウスは息苦しくなった。なんとなく、鼓こ動どうが早くなったような気もする。

「お主、魔ま術じゆつをかじっておるのだろう？」

「うん、まあ」

　どうして分かったのか、クラウスは不思議に思った。そんなことを話した記き憶おくは無い。

「いや、お主があまりに起きなかったので、さっき寝ねていた部屋に散らかっていた本を読んでいたのだが」

「ああ、なるほど」

　確たしかに、それならばクラウスが多少なりとも魔術に通じていることがわかるだろう。しかし、クラウスは別のことで少し驚おどろいた。

「あれが読めたんだ。素人しろうとさんには分かりにくいと思うんだけど」

　クラウスの言葉に、少女は意味深な笑顔を浮うかべた。

「そうか？　あの程てい度ど、初歩の初歩だと思うが」

「はぁ？　一体何を……」

「さて、わしは眠ねむくなった。そろそろ寝かせてもらうぞ。ちなみに、わしのことはエルリーと呼んでくれればいい。本名は長すぎるからな」

　言うなり、少女は寝部屋の方に向かった。

　と、途と中ちゆうで立ち止まり、クラウスの方を振ふり向くと指をつきつけてくる。

「わしが寝ている間は部屋への立ち入りを一いつ切さい禁きんじる。ゆめゆめ妙みような真ま似ねをしようなどと考えるなよ」

「しない、しないよ」

「よろしい」

　偉えらそうに頷うなずくと、エルリーは寝部屋へと消えていった。

「……ったく、人の家をなんだと思ってるんだ」

　ぼやいてから、クラウスは大変なことに気づいた。

　エルリーが向こうで寝てしまい、しかも部屋に入ってはならないとなると、クラウスはこの普段部屋で寝なければならなくなる。

　自分の周りを見回す。

「……どうしよう」

　とりあえず、人が寝ることのできる環かん境きようでないことは明らかだ。

「片かた付づけるしか、ないよな」

　立ち上がり、床ゆかに置いてある本を本ほん棚だなに突つっ込こむ。

　明日は、クラウスが働いている子こ供ども向むけ詠えい唱しよう教室の授じゆ業ぎよう日びである。さっさと片付けて、それから寝れば、しっかり体力を回かい復ふくできるだろう。

　しかし、結けつ論ろんから言うと、クラウスの努力は全くの無む駄だに帰してしまった。そのことを、窓まどから差し込む朝日にクラウスは教えられることになる。

　明けゆく世界を絶ぜつ望ぼうと共に眺ながめながら、クラウスは一つの教訓を噛かみしめた。

　部屋は、きちんと整理整せい頓とんしよう。



    

  
    
      　第三章　噂うわさは残ざん酷こくなり　Vicious Rumours






　沢たく山さんの人が行き交かうクレメンテ通りを、クラウスとエルリーは並ならんで歩いていた。

　通り過すぎる人の誰だれも彼もが、クラウスの顔に注目していく。

　残念ながら、クラウスの顔が魅み力りよく的にできているというわけではない。

　原げん因いんは、目の下に鮮あざやかにできた隈くまである。クラウスの尺しやく度どからいって激はげしい運動を行った上に、ろくに休養をとっていないのだから無理もないのだが、鏡を見たときにはさすがに気力が削そがれる思いだった。朝っぱらから死相の浮うかんだ顔を見せつけられては、たとえそれが自分の顔であってもいい気はしない。

　それは、さておき。

「ほんとについてくるの？」

　杖つえで肩かたをとんとんとやりながら、クラウスはエルリーに尋たずねた。

　エルリーは半はん袖そでの黒いシャツに布ぬのズボンという服ふく装そうである。いずれもクラウスのものだ。エルリーは例のドレス以外に着るものを持っていなかったので、貸かしたのである。寸すん法ぽうがあわずだぶだぶになってしまっているのだが、そればかりは仕方あるまい。

「ああ。何か問題があるのか？」

「いや、だって……」

　今からクラウスは授業に向かうのであり、エルリーがついてきても特に楽しいことはないだろう。

「気にするな、お主が子供にどんなことを教えるのか興きよう味みがあるだけだ」

「そんな、大したことしないけど……」

　クラウスは苦く笑しようした。

「よいではないか。減へるものでなし」

「まぁ、そりゃあそうだけど……えっと、ここを右に曲がって。もう着くよ」

　クラウスはエルリーにそう言い、角を右に入った。

　あまりならされていない道だ。至いたるところに大きな石が転がっている。広さは人が七、八人並べる程てい度ど。王都の道にしては狭せまいほうである。

　やたらと子供が多い。中には生意気にも杖を持っている奴やつもいる。

　子供たちは、一様に楽しそうな顔つきをしていた。これから始まることを待ち遠しく思っている、そんな表ひよう情じよう。

「せんせー、こんにちは」

　クラウスの横を駆かけ抜ぬけながら、丸まる坊ぼう主ず頭の少年が挨あい拶さつしてきた。鍛か冶じ屋やの息子むすこのマイケルである。

「待ってよ、お兄ちゃん」

　その後ろをちょこちょこと追いかけている背せの低いのが、マイケルの弟のクリストファーだ。少し離はなれた所をつんと澄すました様子で歩いているのは、没ぼつ落らく貴き族ぞくの末まつ裔えいであるターヤ。自分の出自に誇ほこりを持っており、そのことが一挙手一投足に滲にじみ出ている。地面に着きそうなほど長いスカートとくるくるした長い巻まき毛が、お姫ひめ様さま然とした印象を強めていた。

　ターヤと並んで歩いているのは、彼女の親友であるパルミだ。家が隣となりということで、幼おさない頃ころから付き合いがあるらしい。つんつんといちいち尖とがっているターヤとは対照的に、のほほんとした顔とのほほんとした足取りで周囲を強きよう制せい的にのほほんとさせている。

　男女様々な子こ供どもたちは、道の脇わきにある古ぼけた屋や敷しきへと次々に入っていく。入り口の段だん差さの一段一段が高く、いつもドジなギャズが足を引っ掛かけて転び周囲にからかわれている。

　この屋敷は、数百年前にこの一帯を支し配はいしていたティモンズ子し爵しやくが建てた別べつ荘そうである。当時はよく手入れされた美しい屋敷であったらしい。

　ティモンズ子爵自身は権けん謀ぼう術じゆつ数すうに優すぐれた人物であり、位の低い貴族であるにもかかわらず国こく政せいの重要な部分に参加していたのだが、その子し孫そんは彼の知謀を受け継つぐことがなく、一族は衰すい退たいの一路を辿たどってしまった。

　そして十年ほど前に、クラウスの勤つとめる詠えい唱しよう教室シーパースの経けい営えい者しやであるラフル・シーパースが子爵の子孫からただ同然で買い取り詠唱教室とした、という成り行きである。

「ここがそうなのか？　えらく古そうな建物だな」

　エルリーが、教室を眺ながめながら言った。

「そうだよ。古いと言っても、元々は貴族の屋敷だから普ふ通つうの建物よりよっぽど──」

「あー！　先生がべっぴんさんとあいびきしてるー！」

　クラウスの言葉は、けたたましい子供の声によって遮さえぎられた。

　二人がびっくりして声のしたほうを向くと、悪戯いたずら小こ僧ぞうという言葉を具ぐ現げん化かしたような面つら構がまえの少年が悪わる巧だくみと言う言葉を具現化したような笑え顔がおを浮かべて立っていた。

　これはまずい奴に見つかった。クラウスは内心で舌した打うちをする。

　あれは口が軽いことで悪名高いギルビーだ。口が軽いのみならず、事実を誇こ張ちようして所構わずばら撒まくから性た質ちが悪い。歩くガセネタ噴ふん霧む器きとは彼の上司たるラフルの言である。言いえて妙みようだとクラウスは思う。

「腹はら減へってないか、ギルビー？　ここいらに美う味まいパンの置いてある店が……」

　クラウスはガセネタ噴霧器の懐かい柔じゆうというか抱だき込みに着手する。

「いらない。ご飯食べてきた」

　が、抱きこみ工作は一いつ瞬しゆんにして失敗に終わった。

「まあまて、そこのパン屋は……」

　それでも食い下がるクラウスに、ごゆっくりどうぞーなどとなめているとしか思えない言葉を浴びせ、ギルビーは走り去った。

「……ああ、なんてこった」

　今この瞬間からデマは悪あく疫えきのごとく人から人へ感かん染せんを開始し、その過か程ていでどんどん己おのれの姿すがたを良くない方向に変形させながら──しかしその本ほん質しつが変化することは決してありえない──明日までには教室の子供たちはおろかその家族隣りん人じん無関係な人に至いたるまで知れ渡わたることになるだろう。

「今の子供もお主の生徒か？　元気そうな奴やつだな」

　そんなこととは露つゆ知しらないエルリーは、至って気楽なものである。

「元気すぎてさ、今すぐにでも鉄球のついた足あし枷かせをはめて拘こう束そくしたいぐらいだよ」

　半分本気だった。そんな感かん情じようが表に出てしまったか、エルリーが口に手を当て、少し後ずさる。

「お主……そんな趣しゆ味みが？　いや、わしは他人の性せい的てき嗜し好こうにとやかく口を出すほど野や暮ぼではないが……その、あのような少年を対象として選ぶとは、少々倒とう錯さくに過すぎるような……」

「ち、違う違ちがう！　果てしなく誤ご解かいだ！」

　クラウスは必死で否ひ定ていした。

「……本当か？」

　未いまだエルリーの表情は疑うたがわしそうである。

「本当だってば！」

　必死で弁べん明めいしながら、ふとクラウスは幾いくつもの視し線せんを感じた。

　まさかと思い周囲を見回すと、さっきギルビーがいた辺りに何人もの子こ供どもたちが集まり、興きよう味み津しん々しんと言った面おも持もちでクラウスたちを観察している。

「ねーねー、あれが『ちわげんか』ってやつだよ」

「すごぉい……オトナのだんじょってやつ？」

「こら！　大人をからかうんじゃない！」

　杖つえを振ふり上げ、クラウスは子供たちを叱しかった。そんなことで大声を出している時点で大人とは到とう底てい呼よべないのだがそれはともかく、自分たちのひそひそ話が聞こえていないつもりだったらしい子供たちは飛び上がって驚おどろいた。

「ごめんなさーい！」

　そして走って逃にげ出す。

「まったく……」

　クラウスは溜ため息いきをつく。

「いくら無む邪じや気きだからって、あんなのは困こまるよね」

　あははと笑って誤ご魔ま化かそうとして、クラウスはエルリーの様子が何かおかしいことに気づいた。

「おとなの、だんじょ……」

　視点が定まっていない。なんとなく、顔が赤い。

「エルリー？」

　クラウスは重ねて声をかける。と、

「……はっ!?」

　今初めて聞こえたといった素そ振ぶりで、エルリーがクラウスの方に向き直った。

「……どうしたの？」

「いや、なに、『ハメットの法ほう則そく』の論ろん理り的矛む盾じゆんと現げん実じつ的利用に関する一考察を考察していたのだ」

　言こと葉ば遣づかいがなんとなく変である。クラウスは眉まゆをしかめた。それを何か違う意味にでも取ったのか、エルリーの言葉はますます妙みようちきりんなものになっていく。

「お主が不ふ審しんがる要よう素そは何も存そん在ざいしない。わしはいささか完全無欠に冷静だ。熱ねつ烈れつなほど泰たい然ぜん自じ若じやくとしているといっても過言ではない。ご照しよう覧らんあれ」

　己の理解を超ちよう越えつした言語体たい系けいを操あやつるエルリーを、クラウスは口をぽかんと開けて眺ながめた。いったいいきなり何がどうしたというのだろう。

「うーんと、そろそろ授じゆ業ぎようなんだけど……」

　とりあえず、クラウスはエルリーを促うながした。あまり開始が遅おくれると、給料に響ひびく。

「お、おお理解した。さあ行くぞ」

　あいかわらずぎこちない動きと口ぶりで、エルリーは歩き出した。

「どこ行くんだよ、そっちはさっき来た方向だろ」

「わ、わかっておる！」





「みんな、この前宿題にしていた風を呼ぶ詠えい唱しようは覚えてきたかな？」

「はーい！」

　子供たちの元気な返事が、屋や敷しき中じゆうに鳴り響いた。

　風を呼よぶ詠唱には本来『疾風の舞踊ストームウインド』という名前がついているのだが、それでは子供たちに分かりにくいので、噛かみ砕くだいて説明している。

　クラウスが教室として使っているのは、屋敷の中でも最も広い中央ホールである。机つくえの類たぐいはなく、その昔は楽がく団だんの演えん奏そうに合わせて着き飾かざった貴き人じんたちが優ゆう雅がに踊おどっていたであろう床ゆかに、三十人ほどの子供たちはそのまま座すわっている。

　悪ガキの比ひ率りつが必要以上に高く、先ほどのギルビーのように手を焼かされることもしばしばなのだが、基き本ほん的にみんな授業中は真ま面じ目めである。

　しかし、今日に限かぎっては様子がおかしかった。

　どいつもこいつもが、隣となりとこそこそ話したり露ろ骨こつなニヤニヤ顔をクラウスに向けてきたりしてくる。

「風っていうのは目に見えないよね。だから魔法を使っても目で見るだけでは実じつ際さいに使えているかどうか分からない。ここで気をつけないといけないのは、使えてないかもしれないと思って魔法を止めちゃうこと。そんなことをしたら、魔法の力が……」

　説明している間も、おかしな雰ふん囲い気きは消えない。きょろきょろと子供達を見回してから、クラウスはその原げん因いんに気づいた。

　ギルビーが、こそこそと移い動どうしては他の子供達に耳打ちしている。耳打ちされた子供は、エルリーとクラウスを眺めやってからニヤニヤするのだ。

　これは、すなわち。ギルビーが根も葉もない噂うわさを広めているということに違ちがいない。

　クラウスは心の中でギルビーの首を絞しめ上げた。そうすることでひとまず気持ちを落ち着けてから、今後の対たい策さくを練り始める。

　かくなる上は、報ほう復ふくする以外にないだろう。手しゆ段だんはいくらでもある。ギルビーのみに山のような宿題。答えられないほど高度な質しつ問もんで集中攻こう撃げき。少しでも失敗すればねちねちいびる。詠唱教室の教きよう師しを敵てきに回すとどういう目に遭あうか、たっぷりと思い知らせてやらねばなるまい。

「……それじゃ、説明はこのくらいにして、実じつ技ぎにしようか」

「はーい」

　子供たちが庭に出て行く。さっさと出て行けばいいのに、わざとらしくクラウスとエルリーを交こう互ごに何度も見るやつがいたりする。

「のう、クラウス」

　そんな連中の背せ中なかを一つ一つ睨にらみつけていると、エルリーが話しかけてきた。

「なんだい？」

　クラウスが聞き返すと、エルリーは感心したように、

「お主、なかなか説明が上じよう手ずだな」

「へへ、そうかい」

　クラウスは首の後ろをかいた。エルリーのような子こ供どもに褒ほめられても大して値ねうちはなさそうなのだが、悪い気はしない。

「ああ。招しよう風ふう系けい統とうの詠えい唱しようは『風』という目に見えないものを扱あつかうわけだから、目もく視しによって詠唱の発動具合を確かく認にんするのが難むずかしい。故ゆえに、使ったことのない人間には発動の有う無むが確認しづらく、魔ま力りよくの供きよう給きゆうを途と中ちゆうで止めがちだ。そうすると、実際には発動していたにもかかわらず魔力が失われ、せっかくの詠唱がふいになってしまうこともありえる」

　クラウスは耳を疑うたがった。言っている内ない容ようはさっきクラウスが子供達に説明したことと変わりないが、端はし々ばしに出てくる言葉が妙みように高度だ。

「その場の空気の流れや澄すみ具合にも左右されるが故に、招風詠唱は発動が一いつ瞬しゆん遅おくれることがあるからな。その計算式は『ギーザーの公式』で求めることが可か能のうだが、それでも誤ご差さが出ることがままあることを考えれば、子供達には魔力の供給を止めないよう教えることが最も効こう果か的だ」

「た、確たしかにそうだけど……」

　詠デ唱イ遅レ延イのことまで知っている。その計算式と言えば、詠唱士志し望ぼう者しやでないと名前はおろか存そん在ざいすら知らないような代しろ物ものである。

「エルリー……君は、一体」

「それはそうと、クラウス」

　エルリーが、庭の方向を向いた。

「外が騒さわがしいが、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、しまった！」

　すっかり忘わすれていた。子供達を外に出して放ほうっておくということは、すなわち自由に暴あばれろと指し示じしたのと同じことだ。

　クラウスは杖つえを小こ脇わきに抱かかえると、外へ向かった。





　二人が庭に出た瞬間、耳を覆おおいたくなるような喧けん噪そうが殴なぐりかかってきた。

「……元気じゃのう」

　エルリーが、呆あきれたように呟つぶやく。

　子供達は、まるで何かの恨うらみを晴らすかの如ごとく、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて騒いでいた。

　走り回る。転ぶ。また起きる。走る。木によじ登る。飛び降おりる。またよじ登る。自分の背せ丈たけほどもあるような石の上に座すわる。次の瞬間滑すべり降りる。

　見ているだけで疲つかれてくる。しかし、このまま放置するわけにもいかない。

　子供達を騒がせたままにしておくと、近所からクラウスの上司に苦く情じようがいくのだ。そしてクラウスの上司はその責せき任にんとしてクラウスの給料を減へらす。結果クラウスは食うにも困こまる。二か月ほど前に起きた、げに恐おそろしい連れん鎖さである。見かねたレシーナが三日分食事をおごってくれなければ、クラウスの命運はそこで尽つきていたはずだ。

「ほらほら！　いつまでも騒がない！　授じゆ業ぎよう中ちゆうだよ！」

　手をぱんぱんと叩たたいて大きな声を出し、注意を引きつける。こうでもしないと、子供という名の魔物に言うことを聞かせることはできない。

「毎回言っていることだけど、絶ぜつ対たい人に向けないこと。怪け我がしたら大変だからね」

　注意点をしつこいほど言い聞かせる。子供のやることでも、一歩間ま違ちがえたら大だい惨さん事じである。詠唱とは、それほどに強い力がこめられているのだ。

「よし、じゃあ開始！」

　もう一度手を叩く。

『御み名なは風神オリヴィウス！　其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！　眩まばゆきその所作その力、今わが前に顕あらわし示しめせ！』

　一いつ斉せいに子供たちが詠唱を始めた。

「さて、どれどれ」

　子供たちの起こしている風のそれぞれを、クラウスは観察する。一度に無む作さく為いに風を吹ふかせては区別がつかなくなるので、自分の前の地面に向かって詠唱するように指示してある。そうすれば、土のえぐれ具合から力の度合いが判はん別べつできる。

　この年代の子供たちの能力の水すい準じゆんでいうと、クラウスの杖の三分の一程てい度ど掘ほることができれば上等である。さっと見た所では、その域いきまで達しているのは五、六人いる。

　満足しながら見て回っていると、いきなり顔に強い風が吹きつけてきた。

「あ、しっぱいしっぱい」

　吹き付けてきた方向を見ると、背の低い少女が舌したを出している。

「コニン、力の方向に注意しなさいっていつも言ってるだろ。せっかく力自体は強いんだから、もったいないよ」

　少女の方に歩み寄よりながら、クラウスは注意する。

　このコニンという少女は、クラウスの生徒の中でも潜せん在ざい能力がずば抜ぬけている。あまりに強すぎて現げん時じ点てんでは操あやつりきれていない、というのが正直なところなのだが、その点を克こく服ふくすれば王国詠唱士も夢ゆめではない。

　クラウスは苦く笑しようした。教え子に抜かされるのも、そう遠い日ではないかもしれない。

　それは、恐ろしいと言えばこれ以上ないほど恐ろしい想そう像ぞうだった。いつまで経たってもうだつの上がらない自分と、そんな彼を次々と追い抜かしていく子供達。

「……だめだだめだ」

　頭を振ふって妄もう想そうを追い出す。今、考えるべき事ではない。

「もう一度言って御ご覧らんなさい！」

　気を取り直して観察を再さい開かいしようとしたその瞬しゆん間かん、クラウスの耳にキンキンとした騒さわぎ声が突つき刺ささった。

「見ーちゃった、見ーちゃった。ターヤのぱんつを見ーちゃった」

「な、なな、何をおっしゃいますの!?」

　それだけのやりとりで、何が起こったのかのあらましをクラウスは理り解かいした。どいつもこいつもお子様だなあと肩かたをすくめる。

　庭の真ん中辺りで、悪ガキ面づらのスコットとその仲間であるチャーリーやフランクが、真っ赤な顔でスカートを抑おさえたターヤを指差して囃はやし立てていた。ターヤの横では、パルミが珍めずらしくあたふたしている。

「黒いぱんつだったぞ！　えっちな色だなあ」

「うっわー、すげえっ」

　自分のせいかもしれないとおろおろしているコニンの頭にぽんと手を置くと、間に入るべくクラウスは騒ぎの中心に向かった。

「このっ……それ以上おっしゃったら……」

「きっとそれで先生をゆうわくするつもりだったんだろ。でも、先生は美人のカノジョがいるからターヤじゃ──」

「許ゆるしません！」

　スコットたちをきっと睨にらみつけたターヤが、あろうことか詠唱を始めた。

『群ぐん雲うん焦こがす怒いかりの焔ほのお、滅ほろびにまろぶ愚おろかなものに、等しく裁さばきとその断だん罪ざいを！　紅こう炎えん激げき迫はく、猛もう厳げん易えき爆ばく！』

「わわっ、やめ……」

　クラウスが止める間もなく、ターヤの手から赤い炎ほのおが周囲にほとばしった。スコットたちは泡あわを食って逃にげ惑まどう。

『光こう龍りゆうボルテンダール！　濁だく流りゆうにもなお煌きらめく汝なんじの鱗うろこでもって、我われ等らに降ふり注そそぐ災わざわいを防ふせげ！　龍りゆう壁へき制せい御ぎよ、嵩すう撃げき紡ぼう御ぎよ！』

　クラウスは早口で詠唱した。緊きん急きゆう手しゆ段だんである。

　眩まぶしい光を放つ壁かべが逃げ惑う子供たちの前に出しゆつ現げんし、火か焔えんをしっかりと受け止めた。

　クラウスが発動させた光龍防壁ドラゴンウオールは、本来詠唱士同士の戦せん闘とうで使用することを目的とした高等な防ぼう壁へき詠唱である。なぜそんなものを使用したかと言うと、ターヤの能のう力りよくが下へ手たをするとそこら辺のもぐり詠唱士より優すぐれているからだった。手を抜ぬくと、大変なことになる。

　火焔が収おさまり、防壁がその姿すがたを消すのを待ってから、クラウスはゆっくりとターヤたちのほうに向かって歩き出した。

　本当のところ叱しつ責せきするのはあまり得意ではないのだが、このままにしておくわけにもいかない。いかに薄はつ給きゆうといえども、クラウスは彼ら彼女らの教きよう師しである。役目は果たさなければならない。

「どうして、喧けん嘩かなんかしたのかな？」

　ターヤたちの前に立ち、できるだけ穏おだやかな声を出す。こういう場合には、子供たちが怯おびえずに話が出来るような空気を作らないといけない。

「あの……風が吹ふいた拍ひよう子しに、わたしのスカートが……それで、この人たちが」

　もじもじしながら、ターヤが途と切ぎれ途切れに話し出す。おおよその成り行きはさっきの口こう論ろんから把は握あくしているので、彼女の喋しやべりにくい気持ちもクラウスにはわからないでもない。

「だってさー、見えたものは仕方ないだろ。気をつけてないほうが悪いんだ」

「そうだそうだ。ほんとは見せたかったんじゃないのー？」

　対して、スコット達は悪びれた様子もない。

　唇くちびるを噛かんで睨みつけるターヤを制して、クラウスはスコットたちに向き直った。

「ダメだろ。見えてしまったのはどうにもならないけど、それで茶ちや化かすなんて最低だよ」

「あ……」

　スコットたちがうつむいた。

　クラウスはしゃがみこんで視し線せんを合わせ、懇こん々こんと諭さとす。

「ターヤは恥はずかしくて恥ずかしくてたまらなかったのに、そんな風にされたら怒おこるに決まってるだろ？　ほら、謝あやまりなさい」

「…………」

　スコットと仲間たちはしばらく無言で立ち尽つくし、ややあってから不ふ貞て腐くされたように口を開いた。

「ごめん、なさい」

　とりあえずはこれでいいかとクラウスは思い、立ち上がって今度はターヤの方を向いた。

　ふん、ざまあみなさいとでも言わんばかりの顔つきをしていたターヤが、目を逸そらした。自分のしでかしたことがどういうことかはちゃんと理り解かいしているようである。

「言わなくても、分かってると思うけど……」

　ターヤの肩かたがびくりと震ふるえる。それを見て、クラウスはどうにも辛つらくなった。もうやめようかという気弱な考えが頭をもたげてくる。

　なんとかそれを意い識しきから追い出すと、改めてターヤを見み据すえる。

「気持ちは分かるけど、灼焔の青嵐フアイヤーウインドを使うのはやりすぎ。先生が止めなかったら、怪け我が人にんが出てたよ」

「……はい」

「ターヤ、みんなに謝りなさい」

　ターヤはうつむいていたが、やがて決心がついたのか周囲を見回し、頭を下げた。

「みなさん、申し訳わけありませんでした！」

「みんな、許ゆるしてあげてね。ターヤも反省してるみたいだし」

　険けん悪あくな空気が漂ただよわなかったことにクラウスは胸むねをなでおろした。

　頭を下げたままのターヤの肩をぽんぽんと叩たたいてやる。

「ほら、誰だれも怒おこってないみたいだし、もういいよ」

　頭を上げたターヤは安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべていた。なんとか、めでたしめでたしといったところだろう。

「よし、それじゃもう一回詠えい唱しようしてみて。今度は一人一人見て回るから手を抜かないこと」

　再ふたたび詠唱を始める子こ供どもたちを眺ながめながら、クラウスは微笑ほほえんだ。子供は素す直なおでいいと思う。すぐに下らないことを色々と考えてしまう彼には、とても羨うらやましかった。





　もう一度詠唱させてから、クラウスは今回の授じゆ業ぎようを終わらせた。開始の時間が厳げん密みつに決まっていないのと同様に、終しゆう了りようの時間もクラウスの裁さい量りように委ゆだねられているのだ。

　今回の終了が早めなのは、生徒達がきちんと予習をしてきたので授業が円えん滑かつに進んだためである。やはり何事も準じゆん備びは大切なのだ。

「これで授業を終わります。次の授業はこれまで教えた詠唱のおさらいをするので、きちんと復ふく習しゆうしてくること。では、皆みなさんさようなら」

「さようなら！」

　帰っていく生徒たちに手を振ふっていると、ターヤの側そばにコニンが走りよっていくのが見えた。

　少しだけ不安に思い、クラウスはしばらく様子を窺うかがってみる。

　ごめんねと手を合わせるコニンにターヤは首を横に振った。その振り方に刺とげがあるように感じられてひやりとしたが、二人は仲なか睦むつまじそうに話し始めた。クラウスは安心し、同時にどっと疲つかれに襲おそわれた。

　いきなり重くなった足を引きずりながら、手近にあった石の上に仰あお向むけの姿し勢せいで寝ね転ころがる。

　視し界かいを空が埋うめ尽つくす。太陽は大分西へと移い動どうしているが、まだ空は青い。白い雲がゆっくりと流れていくさまが、眠ねむ気けを誘さそう。

「お疲れ様。お主、中々難なん儀ぎな仕事をしているな」

　空とクラウスの間に、エルリーの顔が割わり込こんできた。

「ん、まあね」

　適てき当とうに返事をする。心地ここちよい脱だつ力りよく感が、体中を包んでいる。

「わしは、これまで働くという経けい験けんがなかったからな。なんとなく羨うらやましくなってきた」

　言いながら、エルリーはクラウスの頭の上辺りに座すわった。顔は、相変わらずクラウスを覗のぞき込む位置のままである。

「そうなんだ」

　まあ、その年とし頃ごろなら当たり前のような気がしないでもない。クラウスとて、働きだしたのは十八になってからである。

「なら働いてみる？　エルリーだったら引く手数多あまただと思うよ。わざわざ詠唱関係の仕事じゃなくても、見た目がいいからウェイトレスとか」

　思いつきで、そう言ってみた。

「ウェイトレス、か……」

　エルリーが宙ちゆうに視線をさまよわせる。どことなく、楽しそうである。

「あ、ウェイトレスだったらいいパブがあるよ。昼間だったら暇ひまだし、頼たのんだら雇やとってもらえるかも──」

「お断ことわりします。昼間暇で悪かったわね」

　いきなり、刺々しい声が二人の会話に割り込んできた。

　クラウスが声のした方を向くと、そこにはイルミラがいた。買い出しの帰りなのだろうか、大きな袋ふくろを抱かかえている。

　仕事着のスカートに半はん袖そでシャツという格かつ好こうではなく、裾すその広がった男物のズボンと大きめのジャケットという出いで立たちである。ところでそのジャケット、緑色のどこにでもあるようなジャケットなのだが、なぜか脇わき腹ばらの辺りがざっくりと裂さけている。あまり理由は聞きたくないし、まあ簡かん単たんに想そう像ぞうもつくのだが。

「あ、イルミラじゃないか。買い出しごくろうさ──」

　そこまで言ってから、言葉を失った。

「その子、誰？　妹？」

　イルミラから、未いまだかつてないほどの殺気が漂ただよっている。

「なんだ、お主は。わしはクラウスの妹などではないぞ。おいクラウス、誰だこやつは。知り合いか？」

　エルリーが聞いてきた。

「ええと、うん、まあ……」

「へえ。名前呼よび捨すてにさせてるんだ」

　イルミラの殺気はとどまるところを知らない。たとえでもなんでもなく、視線で殺されそうだ。

「いや、別に……」

「見み損そこなったわ」

　イルミラが低い声で言う。

「そんな年とし端はも行かない子に手を出すなんて。さっきそこで話を聞いたときは信じられなかったけど、この様子だと間ま違ちがいないみたいね」

　ギルビーの野や郎ろう。クラウスは心の中で毒づいた。ガセネタ噴ふん霧む器きは、いきなり最悪の結果を招まねいてしまったようである。

「ち、違う。誤ご解かいだ、誤解」

　今いま更さらながら、自分の迂う闊かつさが呪のろわしい。どうして、どうしてエルリーを連れてきてしまったのか。十分に予想できる成り行きだったのに。

「最低」

　とりつく島もない。殺気は濃のう度どを増ますばかり。

『……こうりゅう、ぼるでんだーる』

　クラウスは小声で『光龍防壁ドラゴンウオール』の詠唱を組み上げ始める。手は抜ぬかない。そんなことをすれば命に関かかわる。イルミラの目がそう言っている。

「待たんか。よくわからんが、お主も少しはクラウスの話を聞いたらどうだ」

　クラウスとイルミラの間に、エルリーが割って入った。

「あんたは黙だまってて。あたしはこの変へん態たい野や郎ろうと話してるの」



    

  
    
      　イルミラの迫はく力りよくにも、エルリーは一歩も怯ひるむ様子を見せない。クラウスは感かん嘆たんした。

「クラウスは変態などではない。第一、わしのことを子こ供ども呼ばわりするとは何事だ。これでも十七だぞ」

「えっ？」

　クラウスとイルミラの声が同期した。

「うそ、あたしといっこしかかわんないの……？」

　イルミラの声から厳きびしいものが消えた。驚おどろきが怒いかりを上回ったのだろう。

　衝しよう撃げきを受けたのはクラウスも同様である。いくらなんでも、その外見で十七歳さいというのは反はん則そくではないだろうか。

「確たしかに、実じつ際さいの年ねん齢れいより低く見られることはあるがな。クラウスは下心無しでわしに親切にしてくれたのだ。そういう言い方は捨て置けん」

「なんですって……」

　しかし、エルリーの挑ちよう発はつも露あらわな物言いに、再ふたたびイルミラが殺気立つ。

「お主がクラウスの何なのかは知らぬが、クラウスに詫わびろ。お主の誤解は失礼極きわまりないぞ」

　イルミラは唇くちびるを噛かんだ。体が小こ刻きざみに震ふるえている。

　しばらく無言のにらみ合いが続き、

「もう、勝手にすればいいじゃない！」

　イルミラはそんな捨て台詞ぜりふを残すと、クラウス達の前から走り去ってしまった。

「お、おいちょっと……」

「放ほうっておけばよい。奴やつとて、自身の間違いを悟さとったからこそああいう行動に出たのだろうからな」

　エルリーが腕うでを組んで言う。

「でも、なんか後味が悪いというか……」

「お主はお人ひと好よしにも程ほどがあるな。あれだけ罵ののしられておいて、どうして相手のことを気き遣づかうのだ」

　エルリーの言うことはもっともである。しかし、去り際ぎわのイルミラの様子を思い出すに、どうにもいたたまれない気持ちになってくるのだ。

「……言っておくが、わしには奴と和解するつもりなどこれっぽっちもないからな。向こうが謝あやまってくるのなら別だが」

「うーん……」

　イルミラも、おそらく同じ事を言うに違いない。関係の修しゆう復ふくは果てしなく絶ぜつ望ぼう的なようだ。

「……それじゃ、帰ろうか」

　溜ため息いきをつくと、クラウスは歩き出した。

　屋や敷しきから出たあたりで、

「……のう、クラウス」

　エルリーが後ろから声をかけてきた。

「ん？　どうしたの？」

　振ふり返り、クラウスはたじろぐ。

「クラウス、お主は」

　エルリーの顔。

「あの女のことを、どう──」

　それが、とても不安そうだったから。

「──いや、何でもない」

　エルリーは目を伏ふせると、クラウスの先に立って歩き出した。

「何でもないわけないだろう？　お前、なんか変だぞ」

　明らかに様子が違ちがいすぎる。気になったクラウスが引き留めようとすると、

「何でもないといったら何でもないのだ！」

　エルリーは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「さっさと帰るぞ！」

「あの、そっち逆ぎやくなんだけど……」

「わ、わかっておる！」





「というわけなんだよ。僕ぼくもうびっくりしちゃって」

　身振り手振りを交えて、ギルビーは自分の見たことを語った。

「やーねー。あの人にそんな趣しゆ味みがあったなんて」

「みかけは好青年なのにねー」

「トービーさんのところ大だい丈じよう夫ぶ？　娘むすめさん、そのくらいの年とし頃ごろでしょ？」

　彼の前で、買い物帰りの中年女じよ性せい三人が口々に言う。

　これで総そう仕し上あげは完かん了りようである。ギルビーは内心でニヤついた。噂うわさの伝達速度に関しては、こういった類たぐいの人間の繋つながりがもっとも優すぐれている。明日には、クレメンテ通り中に噂が伝でん播ぱしていることであろう。

　もちろん、中年女性の情じよう報ほう網もうにも限げん界かいがある。だから、仕事帰りの男性や買い物途と中ちゆうの少女など、様々な種類の人間にもしっかり話を聞かせている。

　クラウスに遺い恨こんがあるわけではない。むしろ、彼のことは大好きである。ではなぜこんなことをするのかと言うと、クラウスのことより噂を広めることの方が好きだからである。単たん純じゆんなことだ。

　ところで、世の中には彼のことをガセネタ噴ふん霧む器きなどと呼よんだりする者がいるが、それは間違いである。名めい誉よ毀き損そんと言ってもいい。

　ギルビー・バラークは、事実と異ことなることは一いつ切さい口にしない。これは信念である。

　ただし、強調したい事こと柄がらを相手の印象に残るように話すことはある。同じ話でも、どこを強調するかで受け取り手の印象は全く異なってくるからだ。

　そして、強調するのはできるだけ衝撃的な事がいい。そうすることで、話を相手の記き憶おくにしっかりと刻きざみ付けることができ、ほかの人間にも話したいと思わせることも可か能のうとなるのだ。

　そうなればしめたもので、噂は放っておいても勝手に広まっていく。その過か程ていで尾おひれ背せびれはついてしまうが、それはまあ必要悪というものであろう。

　ともかく、今回も大成功は決定的である。明日までにこの噂がどう広まるか楽しみで仕方ない。ギルビーは胸むねをときめかせながら家路へついた。

「ねえ、君。ちょっといいかな」

　その時である。ギルビーは後ろから呼び止められた。

「さっき話してたこと、もう一回聞かせてくれない？　ちょっと聞き漏もらしちゃってさ」

　だぶついた服を着た男だった。人ひと懐なつっこそうな笑え顔がおを浮うかべている。耳に沢たく山さん銀ぎん飾かざりがついていたりするが、あまり悪い人だというような印象は受けない。

「うーん……まぁ、いいよ」

　少し考えてから、ギルビーは男の頼たのみを聞き入れることにした。仕上げは済すんだので、わざわざこれ以上広めることもないのだが、頼まれたのに断ことわるのも悪いだろう。

「ありがと、助かるよ」

　男は、嬉うれしそうに目を細めた。



    

  
    
      　第四章　背せ中なか合わせで　Back To Back






　部屋に寝ねっ転がったまま、クラウスは溜ため息いきをついた。

　今日はせっかくの詠えい唱しよう教室休きゆう講こう日びなのだが、何をする気にもならない。

　こんな日は、『ハンネマン』にでも行ってだべるのが一番いいのだが、先日そこの自じ称しよう看かん板ばん娘むすめの怒いかりを買ってしまったのでそれも不可能である。

　やることがないわけではない。まだ詠唱士を目指すのなら、来年の試験に向けて準じゆん備びを開始しなければならないし、詠唱士を諦あきらめるのなら、新しい就しゆう職しゆくの口を捜さがす必要がある。

　しかし、そのどちらの行動もクラウスはまったく起こしていない。

　倦けん怠たい感が、全身を包んでいる。努力が全すべて徒労に姿すがたを変えた後に残る、情じよう熱ねつの燃もえかす。

　何もかもが面めん倒どうなのだ。面倒なのに、一日を無む駄だにした事への後こう悔かいは微び妙みように消えない。

　最悪の気分だと言えた。このままだと、体調にまで影えい響きようしそうである。

　窓まどの外が曇くもり空だというのも悪い方向に作用していた。気持ちが滅め入いるばかりである。

　部屋の中は、相変わらず散らかっている。本の類たぐいはそれなりに整理したが、それ以外のごみが床ゆか一面を覆おおい尽つくしているのだ。

　そのごみの大たい群ぐんの主力は、クラウスの覚え書きだ。詠唱士試験においてもっとも重要とされる自作詠唱に取り組んだ際さいの副産物である。

　眺ながめているうちに、苦い記憶が甦よみがえってきた。主産物たる自作詠唱を披ひ露ろうしたときのことだ。

　前回の詠唱士一次選考会場。試験官が居い並ならぶ前で、クラウスは一年間練りに練った詠唱『叢霧の理ホーリースモーク』を発表した。自信はそれなりにあった。試験官を驚きよう嘆たんさせるとまではいかなくとも、唸うならせることはできると思っていた。これまで通ることのなかった学科試験を通過したことも、自信を後あと押おししていた。

　しかし、試験官達の反はん応のうはすこぶる冷たかった。中には、露ろ骨こつに嘲ちよう笑しようの表情を浮かべた者さえいたのだ。

　衝撃的だったが、それでもクラウスは前向きに捉とらえようとした。試験官達は感心のあまり無言だったのだとか、あの笑顔は嘲笑ではなく新たな人材を発見したことに対する快かい心しんの笑みだったのだとか。

　事実は、結果が雄ゆう弁べんに語っている。今思えば、必死で希望を見いだそうとしていた自分が間ま抜ぬけで笑えてくる。

「おい、クラウス」

　頭の上から声が降ふってきた。エルリーだ。

　返事する気力すらないので、寝たふりをして誤ご魔ま化かすことにする。

「クラウス。聞こえておるのだろう。なんとか言わぬか」

　寝たふりを続行。

「むむ」

　立ち去る足音がした。どうやら、成功らしい。

　やれやれと内心で溜息をつくと、また足音が戻もどってきた。

　しつこいなあと寝たふりを再さい開かいしたその瞬しゆん間かん、

「こらあああああ！」

「どわあ!?」

　耳が砕くだけるかと思った。

「ふふふ」

　飛び起きてエルリーの方を向く。エルリーは紙を筒つつ状じように丸めて持っていた。あれをクラウスの耳につけて怒ど鳴なったらしい。

「わしを無む視ししようとするからこうなるのだ」

　なんだか妙に嬉うれしそうである。

「お前なあ……」

　文もん句くを言おうとしてから、クラウスはエルリーから目を逸そらした。

「どうしたのだ？」

「……どうもしないよ」

　エルリーの無む邪じや気きな顔を見ているうちに、内心穏おだやかでなくなってきたのだ。

　昨日エルリーが言っていたことを信じるなら、エルリーはクラウスと三つしか年が変わらないことになる。となると、これからもエルリーがクラウスの家に住み着くとまあなにかと色々あれなわけだ。具体的にいうなら間ま違ちがいが起こる可か能のう性せいもあるわけで、いやそれはクラウス次し第だいなわけで、しかし間違いというものは突とつ発ぱつ的に起こりうるわけで、ああもう何がなんだか分からない。

「それより、何の用？」

　混こん乱らんが頂ちよう点てんに達しそうになったので、クラウスはエルリーに訊たずねた。

「いや、実はな」

　エルリーが、急にもぞもぞしだした。

「実は？」

「……がしたいのだ」

「何がしたいって？」

「ええい、察さぬか。……わしは、水みず浴あびがしたいのだ」

「水浴び？」

　ぽかんとするクラウスを、エルリーは睨にらみ付ける。

「わしとておなごだ。その……体を綺き麗れいにしたいと思って何が悪い」





　ぱしゃぱしゃという水音が、心をかき乱みだす。

「七百五十九、七百六十……」

　目の前の草の数を数え、クラウスは必死で精せい神しんの安定を図はかった。

　ここは、丘おかを流れる川のほとりである。クラウスがよく水浴びに使う川だ。森の中にあるので、人目にあまりつかないというのがよく使っている理由である。

　鼻歌が聞こえてくる。エルリーは水浴びを楽しんでいるようだ。

　一方で、クラウスは膝ひざを抱かかえ悶もん々もんとしていた。

　クラウスがいるのは、川から少し離はなれた位置にある茂しげみの裏うらである。エルリーの水浴びの様子は、当然見えない。見えないので川での様子は頭の中で妄もう想そうするしかないのだが、そんな状じよう況きようが精せい神しん的にいいわけがない。

「千三十一、千二十五、千三十三……あれ？　か、数が数えられなくなってる！」

　限げん界かいが近づいているようだ。頭に血が逆流してそのままおかしくなってしまいそうである。曇くもり空が、良からぬ考えに拍はく車しやをかける。

　理性が、徐じよ々じよにその力を弱めていく。悪あく魔まの囁ささやきが、耳じ朶だで甘あまくこだまする。

　──ちょっとぐらいなら、いいんじゃないか？

　一度聞こえてしまうと、もう駄だ目めだった。

　クラウスは行動を開始した。枝えだの一本一本、葉の一枚まい一枚を掻かき分ける。物音を立てないように、細心の注意を払はらう。

　ちらちら揺ゆれる水面が視界に入ってきた。興こう奮ふんが最さい高こう潮ちように達する。

　もう少し、もう少し──

「なにやつ！」

　気き絶ぜつしそうになった。山のような言い訳わけの言葉が頭の中を暴あばれ回るが、そのどれ一つとしてまともな文章をなしていない。

「姿すがたを見せんか！」

　再ふたたびエルリーが怒ど鳴なりつける。

　クラウスは迷まよった。

　選せん択たく肢しは、おそらく二つしかない。今すぐ正直に出て行って謝あやまるか、全速力でもってこの場から逃にげ出すか。

　どちらを選んでも、結果は同じような気がする。クラウスは絶望した。

「姿を見せぬのなら……こうするまでだ」

　エルリーが冷たい声で呟つぶやく。

　それを合図にしたかのように、クラウスの全身に鳥とり肌はだが立った。

　本ほん能のう的な恐きよう怖ふ。クラウスは、この感覚を知っている。

　初めてエルリーと会ったときに感じた、あの圧あつ迫ぱく感に酷こく似じしているのだ。

「わあぁ！」

　悲鳴が迸ほとばしった。クラウスのものではない。まるで山さん賊ぞくを思わせるような、野太い声。木の上辺りから、落下してきている。

　その声は、クラウスのいる茂みのすぐ側そばに着地した。人が地面に叩たたきつけられる、重く厭いやな音が響ひびく。

　布ぬのを頭に巻まき付けた男だった。ぼうぼうに生はえた無ぶ精しようひげが、声から受けた第一印象そのままである。どうやら、近くの木の上にでも隠かくれていたらしい。

「畜ちく生しよう、よくもレックスを！　水浴びする姿を見せつけて俺おれたちを誘ゆう惑わくしようとしたのは罠わなだったんだな！　騙だましやがって、許ゆるせねえ！」

　同どう情じようしたくなるほど悲ひ痛つうな叫さけび声がして、クラウスと川の間にある茂みから二人の男が出てきた。

　一人は、髪かみをなにかの樹じゆ脂しで固めぴんぴんに尖とがらせているといういかにもなチンピラであり、もう一人は身長と体の横よこ幅はばにあまり差がない立りつ派ぱすぎる体たい格かくの持ち主である。

　倒たおれている山賊のような男の仲間らしい。だが、それにしては格かつ好こうがばらばらというか、統とう一いつ感のない連中である。

「許せねえ、覚かく悟ごしやがれ！」

　月つき並なみな台詞せりふを叫びながら、太った男が槍やりを構かまえる。クラウスのような素人しろうと目めにもその構えは見事なもので、男がかなりの使い手であることを雄ゆう弁べんに物語っている。

　その槍も、先に綿わたを丸めて革かわや布で包んだものを頭につけたいわゆるたんぽ槍ではなく、剣けん状じようの刃は物ものが装そう着ちやくされている本物だった。

「これでも食らいやがれ！」

　これまた月並みな台詞とともに、つんつん頭が手にしていたナイフをエルリーのいる方向に投げつけた。

　ぼしゃんという音。狙ねらいがはずれたか、あるいはエルリーがかわしたのか。

　ここまできて、クラウスはようやくおおよその状じよう況きようを把は握あくした。

　何な故ぜなのかはさっぱり分からないが、エルリーは武ぶ器きを持った男たちに狙ねらわれているらしい。

「ど、どうしよう!?」

　いきなり修しゆ羅ら場ばに放ほうり込まれてしまった。場数など踏ふんでいないクラウスに、正しい判はん断だんなど下せようはずもない。

　とにかく、なんとかして男達を排はい除じよしなければ。そう結けつ論ろんを下し、

『御み名なは風神オリヴィウス！　其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！　眩まばゆきその所作その力、今わが前に顕あらわし示しめせ！』

　両手を男達に向け、ほとんど悲鳴のような声で詠えい唱しようする。『疾風の舞踊ストームウインド』だ。

　つむじ風が巻き起こり、男達に向かって吹き付ける。

「なにっ!?　他に人がいたのか！」

「裸はだかに気を取られてて気づかなかったぜ！」

　間ま抜ぬけな事を言いながら二人が身構える。

「……なんだ？　これで終わりか？」

「全然大したことないぞ」

　しかし、男達は拍ひよう子し抜けしたように構えを解といた。

「し、しまった！」

　クラウスは、ようやく大変なことに気づいた。

　杖つえを持ってくるのを、忘わすれていた。

　詠唱士の持つ杖は、ただの飾かざりではない。詠唱の持つ魔ま力りよくを最さい適てき化かし、より純じゆん度どの高い状じよう態たいで引き出すという重要な役やく割わりを持っているのだ。

　クラウスの杖は、ファトラ・ヒューズの銘めいが刻きざまれている。ファトラ・ヒューズと言えば、第三次世界動どう乱らん時代の有名な作杖師クラフトマンであり、その手による杖は持ち主の実力を最さい大だい限げん以上に引き出すと評ひよう価かが高い。基き本ほん的には攻こう性せい詠唱よりも防ぼう性せい詠唱や助性詠唱の強化目的に特化した杖だが、攻性詠唱にも十二分に効こう果かがある。

　元々魔力が平へい均きんよりもかなり低いクラウスにとって、大変重要な物である。これなしでは、詠唱教室の子こ供ども達たちにも劣おとるような威い力りよくでしか詠唱が発動できない。

「なんかこいつ弱そうだな」

「人ひと質じちにでもするか」

　男達が、クラウスに歩み寄よってくる。

「あ、あ……」

　危き機き的状況なのだが、とるべき対たい策さくが何も思いつかない。

　男達がじりじりと近づいてくる。

「悪く思うなよ」

　太った男が槍やりをふりあげ、

「うおおお！」

　その姿し勢せいのまま吹っ飛び木に激げき突とつした。気き絶ぜつしたのか、ぴくりとも動かない。

「フェリックス!?」

　つんつん頭の男が絶ぜつ叫きようし、次の瞬しゆん間かんには太った男と同じ運命を辿たどった。

「クラウス、無事か!?」

　エルリーが駆かけ寄ってくる。体には、クラウスが体を拭ふくためにと貸かした例の特とく製せいタオルを巻まいている。

「あ、うん……!?」

「そうか。……まったく、この馬ば鹿かが！」

　いきなり、エルリーが声を荒あららげた。

「え、え？」

　戸と惑まどうクラウスを、エルリーは睨にらみ付けてきた。そのまなじりには、うっすらと涙なみださえ浮うかんでいる。

「あのような連中、わし一人で十分なのだ。出で過すぎた真ま似ねをしおって……怪け我がでもしたらどうするのだ！」

「……それは」

「お前の力などなくても、わしは……」

　エルリーの声が、震ふるえている。

　何を言えばいいのか分からず、クラウスは黙だまり込んだ。

「……すまん。言い過ぎた」

　ややあってから、エルリーが口を開く。

「お主は、わしを助けようとしてくれたのだ。怒ど鳴なりつけるなど論外だな。むしろ、感かん謝しやせねばならん」

「感謝なんて、そんな」

　実じつ際さい問題、クラウスは何もできていない。足を引っ張ぱっただけだ。

「いや、お主の気持ちはとても嬉うれしかった」

　うつむきながら、エルリーが言う。

　それきり、会話は途と絶だえた。お互たがいにお互いの様子を窺うかがっては目を逸そらすという、無む益えきな行動を繰くり返すばかりである。

　聞きたいことなら、山のようにあった。

　あの男達は誰だれなのか。どうしてエルリーは追われているのか。どうやってエルリーは男達を倒たおしたのか。

　しかし、訊たずねることは憚はばかられた。いずれも、何か重大な理由なり原げん因いんが存そん在ざいしているに違ちがいないからだ。エルリーの沈しずんだ顔が、そのことを雄ゆう弁べんに物語っている。

「とりあえず、帰ろうか」

　迷まよったあげく、クラウスはそんなことを言った。エルリーが自分から話すまで待とうと思う。少々、お人ひと好よしすぎるかもしれないが。

「そうだな」

　エルリーが頷うなずく。

「この人達、どうするの？」

　気絶している男達を見やりながらクラウスが訊ねると、エルリーは、

「どうもせん。放ほうっておけばいい。またわしの前に現あらわれるようなら、返り討うちにするまでだ」

　冷たい言い様だが、まあ自分を襲おそってきた人間に情なさけをかける道理もない。

「それじゃ、うん、まず……服着てきたら」

「むっ……」

　クラウスの言葉に顔を赤らめると、エルリーは川へと小走りで戻もどっていった。

　その姿は、年とし相そう応おうの女の子のものだった。とても、大の男三人を吹ふき飛ばしたのと同じ人間とは思えない。

　それきり、エルリーはなかなか戻ってこなかった。服を着るのに手間取っているのだろうか。

　手持ちぶさたになったクラウスは、倒れたままの男達を見回した。いずれも、目を開ける気配さえない。

　エルリーは、いかにして彼らを気絶に至いたらしめたのか。詠えい唱しようが発動した気配はなかったし、結界の類たぐいの存そん在ざいも感じられなかった。

　となると、方法は限かぎられてくる。最も可か能のう性せいが高いのは、魔ま力りよくをそのまま解かい放ほうさせるという手しゆ段だんだ。そうすれば、自分よりも大きな男を倒すことも難むずかしいことではない。

　しかし、その推すい測そくにも欠点がある。魔力を解放すること自体はそう難しくないが、解とき放った魔力に指向性を持たせ自分の意のままに操あやつることは不可能である。遥はるか昔、魔術復ふつ興こう時代と呼よばれた時代にはそんな神かみ業わざをやってのける人物もいたはずだが、少なくとも現げん代だいにおいてはそんな化け物は存在していない。

　では、なんだろうか。色々考えてみるが、何も思いつかない。本人に尋たずねる以外になさそうだが、エルリーに直ちよく接せつ聞くのはやはり二の足を踏ふんでしまう。

「クラウス、のうクラウス」

　クラウスが頭を悩なやませていると、いつの間にか戻ってきていたエルリーが袖そでを引っ張ってきた。

「遅おそかったね……って、服は？」

　どういうわけか、エルリーはさっきと同じ格かつ好こうのままである。

「それが、見つからんのだ」

「……はい？」

「どうやら、さっき連中を叩たたきのめしたときに巻まき添ぞえでどこかに吹き飛ばしてしまったらしい」

　エルリーが困こまったように眉まゆを下げる。

「どうすればよいだろう？」

「どうすればって……」

　着き替がえがどこかに吹き飛んでしまうなどという事じ態たいは想定していなかった。当然、予よ備びの着替えなど持ってきているはずもない。

「急いで帰ろう。大だい丈じよう夫ぶ、誰も来ないよ」

　少し考えてから、クラウスはそう言った。この丘おかに住んでいるのはクラウスだけである。だから、クラウスもしくはクラウスに用がある人間以外はまず現れない。タオルを一枚まい巻いただけの姿すがたで歩き回っても、心配する必要はないはずだ。

「……うむ。仕方ないな」

　エルリーは、わりとあっさり同意した。この丘の人気のなさは、彼女も承しよう知ちしているらしい。

　二人は、家に向かって小走りで移い動どうし始めた。



　家までの道のりが、妙みように遠く感じられる。

　エルリーが布ぬの一枚という格好なのでどうしても移動が遅くなるのと、ほとんど裸はだかに近い少女を連れているというやましさがクラウスの足を鈍にぶらせているのがその原げい因いんだった。

　それでも、進んでいればいつかは目的地に到とう着ちやくする。

　クラウスの視し界かいに、家の屋根が飛び込こんできた。

「ほら、もうすぐだよ」

　後ろから着いてきているエルリーを振ふり返る。

「そうか、それはよかった」

　エルリーが安あん堵どしたように表ひよう情じようを緩ゆるめた。

　それに微笑ほほえみ返してから、クラウスは凍こおり付く。

　エルリーの胸むな元もとがはだけている。歩いているうちにそうなってしまったのだろう。

　そして、いわゆる谷間が、視し認にん可か能のうになってしまっていた。

「くっ……」

　クラウスは衝しよう撃げきを受ける。

「なんということだっ」

「ない」ことに間ま違ちがいはない。しかし、しかしだ。それゆえの刺し激げきというか、ただ大きいだけとは違う女体の神しん秘ぴが、クラウスの精せい神しんを激はげしく揺ゆさぶるのだ。

「むっ？　どうしたのだ」

　エルリーが怪け訝げんそうな顔をする。

「どうもしない！　どうもしないぞ！」

　叫さけぶとクラウスは谷間から目を逸そらした。もしエルリーに感づかれたら、さっきの男達と同じ末路を辿たどることになるだろう。いや、もっと悲ひ惨さんな目に遭あうかもしれない。

「ほら、そこの木の枝えだが不思議な形してるなと思ってさ！　幻げん想そう的というか、絵画的というか！」

「ふむ。確たしかにそうだな。普ふ通つうではあり得ないような角度に曲がっている」

　凄すさまじく不自然だったが、どうにか誤ご魔ま化かせたようだ。内心で、深々と安あん堵どの溜ため息いきをつく。

「……ちょっと待て」

　再ふたたび歩き出した矢先、エルリーが立ち止まった。声の調子がさっきまでと明らかに違う。

「誤魔化せてなかった!?」

「……誤魔化す？　なんのことだ」

「なんでもない！」

　危あやうく墓ぼ穴けつを掘ほるところだった。クラウスは冷や汗あせを拭ぬぐう。

「……ふむ、まあよいか。実はな、家の方から人の気配がするのだ」

　不ふ審しんそうな表情を解とくと、エルリーはそう言った。

「そうなの？」

　目を細めて家を眺ながめてみた。が、誰かいるようには見えない。

「間違いない。一人いる。おそらくは、副次魔ま術じゆつ系けい統とうの心こころ得えがあるな。何となく覚えのある気配だが」

　エルリーが、目を細めながら言った。まるで、家のすぐ側そばまでが見み透すかせているような口ぶりである。

「副次魔術って、魔術格かく闘とうとかかい？　古い表ひよう現げんだな……。いや、そんなことよりどうやってわかったんだよ？」

　胸むな元もとに目をやらないように留りゆう意いしながら、クラウスはエルリーに訊たずねる。

「どうやってとは面めん妖ような。簡かん単たんなことではないか。魔力を感じ取り、それから分ぶん析せきしただけのことだぞ」

「……そんな無む茶ちやな」

　魔力を感じ取るくらいならクラウスにもできるが、それを分析するなどやり方も知らない。そんなことができるのは、王国詠えい唱しよう士しの中でも一ひと握にぎりしかいない最上級階層マジエステイの連中だろう。

「クラウスー。いるのー？」

　家の方から、誰かが歩いてきた。裾すその広がった男物のズボンと大きめのジャケット。──イルミラだ。

「なんでこんなとこに……」

「なるほど、覚えのあるはずだ。あの勘かん違ちがい無礼女だな」

「何もそこまで言わなくても……って」

　二人で顔を見合わせる。続いて、エルリーの格かつ好こうに目をやる。

　布ぬの一枚まい。ほとんど裸はだかに近い姿。

　非ひ常じように、まずい。

「か、隠かくれろエルリー！」

「な、何をするっ」

「いいから！」

　エルリーを側の木の陰かげに隠す。こんな姿のエルリーと一いつ緒しよにいるところをイルミラに見られたりしたら、勘違いどころでは済すまない。まず間違いなく血の雨が降ふる。

　振り返ると、イルミラが顔の分かる位置まできていた。

「や、やあイルミラ。いい天気だね」

　駆かけ寄より、白々しいのを承しよう知ちで笑え顔がおを浮うかべてみせる。

「はぁ？　どう見ても曇くもってるじゃない」

　イルミラが眉まゆをしかめる。いきなりやってしまった。

「と、ところで何の用？」

　強ごう引いんに話題を逸そらす。

「何って……」

　急にイルミラの歯切れが悪くなった。

「ちょっと、近くを通りがかって……」

「近くって、ここ丘おかの上だぜ」

「…………」

　イルミラが黙だまり込む。

「何黙ってんの？　わざわざ来て……」

「もう！　悪いことしたって思ったから、謝あやまりに来たんでしょ！」

　今度はいきなり怒ど鳴なりだした。

「へ？　ど、どうしたの？」

「だから、ほら、あの日いきなり怒おこっちゃってさ。あんたの話も聞かないで……」

「ああ、あれか。確たしかにひどかった。イルミラ、人の話全然聞かなかったし」

「だから悪かったって言ってんでしょ！……ああもうそうじゃなくって！」

　イルミラが頭をかき回す。

　奇き行こうぶりにクラウスが呆あつ気けに取られていると、

「あのね、クラウス」

　イルミラは、上うわ目め遣づかいでクラウスを見てきた。

「その……あの日のお詫わびにさ、うちで一いつ杯ぱいやってかない？」

「えっ……」

　絶ぜつ句くした。イルミラが謝ってきたことに。その態たい度どがしおらしいことに。

　その姿が、ひどく可愛かわいらしいことに。

「いや？」

「あ、うん、別にどうしてもっていうんなら……」

　口が勝手に動く。

「ほんと？　よかった……」

　イルミラの表ひよう情じようが緩ゆるむ。いつものつんつんした雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられない。

　急に照れくさくなって、クラウスは下を向いた。

「待てい！　そのような勝手な行動、わしが許ゆるさぬぞ！」

　と、いきなり木の陰かげからエルリーが飛び出してきた。

「あっ……」

　出てきてから、しまったという顔をする。

「何でもない。気にするな」

　エルリーはすたすたと木の陰に戻もどった。どう考えても手て遅おくれだ。

「ちょっと、これどういうこと？」

　イルミラがなぜか笑っている。

「何あの格かつ好こう？　二人で森の中で何してたのかな？」

　足ががくがくと震ふるえる。

「そ、それは……つまり、えーと、その」

　言葉を、思うように発せられない。

「この……スケベ野や郎ろう！」

　ぶおんという音。

「……え？」

　何が起こったのか理り解かいできなかった。クラウスの頬ほおが切れて血が出ているという事実から推すい測そくするなら、顔のすぐ側そばをイルミラの拳こぶしが通つう過かしたのだろう。

「そ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　見える見えない以前の問題として、拳が動いたことすら感知できなかった。

「は、ははは」

　絶体絶命である。

「うん。調子は本調子の絶好調ね。一いち撃げき必殺の一撃で決めてあげるわ」

　微び妙みようにおかしな言葉を使いながら、イルミラがゆらりと構かまえ直す。

「貴き様さま、黙って見ておれば……」

　クラウスとイルミラの間に、エルリーが割わって入った。

「邪じや魔まするつもり？」

　目も合わせずにイルミラが聞く。

「これ以上は見み逃のがせぬ。わしが相手だ、この暴ぼう力りよく女おんな」

「上等じゃない、肉体幼よう女じよ」

「ふふ」

「ふふ」

　いつの間にか、事態は方ほう向こう性せいを変えつつ更さらなる悪化を辿たどっている。どうすればいいのだ。

　張はり詰つめた空気が燃もえ上がる。重じゆう圧あつがちりちりと音を立てる。もう終わりだとクラウスが絶ぜつ望ぼうしたその時。

「はい。そこまで」

　どこからともなく、いきなり落ち着いた声が聞こえてきた。

「お姉ちゃん？」

　イルミラが、驚おどろいたような顔をして力を抜ぬく。

「喧けん嘩かは駄だ目めよ、二人とも。顔に傷きずでもついたらどうするの？」

　両手を腰こしに当て、声の主──イルミラの姉、レシーナは叱しかるように言った。

「レシーナさん、なんで前まえ触ぶれもなくこんなところに」

「ちょっと、近くを通りがかって」

「いや、だからここ丘おかの上……」

「はい。とりあえず二人とも店に行きましょうか。エルガでも飲みながらゆっくり話しましょう」

　クラウスの疑ぎ問もんを完全に無む視しし、レシーナは微笑ほほえんだ。





「なるほどねえ。……それは驚きだわ」

　レシーナが目を丸くした。

「そうなのです。クラウスが助けてくれなければ、自分は今いま頃ごろどうなっていたかわかりません」

　エルリーが微笑みながら言った。驚いたことに、言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいである。彼女も、クラウス達と同じくレシーナに対しては大きい態たい度どを取れないようだ。

「恩おん人じん、といっても過言ではありません」

　余あまっているシャツの袖そでで指を遊ばせながら──あの後家からクラウスが持ってきたものだ──エルリーがはにかむ。

「ほんとに？　嘘うそついてるんじゃないでしょうね？　倒たおれている女の子を助けて家に連れて帰るなんて、そんな安あん易いな展てん開かい信じられないな」

　イルミラが、クラウスを睨にらんでくる。

『ハンネマン』の片かた隅すみに、クラウス達はいた。それぞれの前に、湯気を立てるエルガが置かれている。

「ついてない、ついてないって」

　クラウスは必死で否ひ定ていした。普ふ段だんはもっとさっぱりしているはずなのだが、どうも今日に限かぎってイルミラは疑うたぐり深い。

　とりあえず、イルミラ達にはエルリーが家に来るまでの成り行きを話した。男達に襲しゆう撃げきされたことについては、一いち応おう伏ふせてある。エルリーが、大おお事ごとにしたくないと顔全体で発言していたからだ。

「ふふ……クラウスくんの言っていることが本当なのかどうかは、イルミラが一番よく分かると思うんだけど」

　レシーナが、頬ほお杖づえを突つく。

「なんでよ」

「二人が初めて会った日のこと、思い出してご覧らんなさい」

　レシーナが、おかしそうに言った。

「初めて、会った日……」

　クラウスは記き憶おくを掘ほり返してみた。

「買い物途と中ちゆうにイルミラがなんか悪そうな奴やつに絡からまれてるのにでくわして、助けようと思ったらあっさりやられて気絶して、その後気がついたら悪そうな奴をイルミラが全員たたきのめしてて、役に立たなかったけど一応お礼とかいってエルガ飲ませてもらって、それから家に帰って寝ねた。次の日体中に痣あざができて辛つらかった」

　話しているうちに、クラウスの胸むねに冷たい風が吹ふき込こんできた。無ぶ様ざまもいいところだ。

「そうそう、こいつったらちょっと叩たたかれただけですぐに目を回して、情なさけないったら……」

　急にイルミラが黙だまり込んだ。

「ほら、思い出したでしょ」

　赤くなってうつむくイルミラに、レシーナがおかしそうに言った。

「あの、話が見えないんですが……」

「クラウス君が、とってもいい人だってことよ。いまどき珍めずらしいわよ？　見ず知らずの人間を助けようとするなんて」

「はあ……」

「そんなの偽ぎ善ぜんだとか、自じ己こ満足だとかいう人もいるけど、わたしは好きだな。優やさしさを無む条じよう件けんで他人に分けてあげられる人って、素す敵てきだと思う」

　レシーナが、クラウスの眼めを真まっ直すぐ見つめてくる。えらく照れくさい。

「なーんか、面おも白しろくないわね」

「同意だ」

　ぼそぼそと、イルミラとエルリーが話している。何に対してかはわからないが、意見の一いつ致ちを見ているらしい。

「そう言えば、あんた。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「なんだ？　お主の口調は気に入らぬが聞いてやってもいいぞ」

「何様のつもりか知らないけど、とりあえずあんたほんとに十七歳さいなの？」

　会話も一応成り立っている。本当に一応だが。

　とりあえず、しばらくの間は揉もめ事も起きずにすみそうである。やれやれとクラウスが安あん堵どしたその瞬しゆん間かん、

「こんにちは！　いやー、レシーナさんは今日も綺き麗れいでいらっしゃる」

　収しゆう束そくしかけた事じ態たいをかき乱みだすこと間ま違ちがいなしの人物が登場した。

「なんでこう絶ぜつ妙みように最悪な場面で出しゆつ現げんするんだ……」

　こめかみに指を当てながら、クラウスは入り口を振ふり返る。

「おおっ！　なにやら可愛かわいい子発見！」

　そこには、くたびれたマントを羽は織おった不良警けい官かんがいた。

「こんにちは。今日もいい天気ですね」

　ルドルフは、隣となりのテーブルから椅い子すを引き寄よせると、クラウスとエルリーの間に割わり込むようにして座すわる。

「今日は曇くもり空だ馬ば鹿かたれ」

「曇り空だからいいんじゃないか。薄うす暗ぐらい空の下だからこそ、この女じよ性せいの白い肌はだが映はえる」

　意味不明だ。

「ふむ。面おも白しろい奴やつよ」

　しかし、エルリーはまんざらでもなさそうである。納なつ得とくいかない。所しよ詮せん顔が全すべてなのか。

「お名前はなんとおっしゃるのですか？」

「わしか？　わしは、エルリーというのだが」

「エルリーさん……美しい響ひびきだ。名は体を表すと言われますが、正にその通りですね」

　歯が残らず浮ういて抜ぬけ落ちそうな台詞せりふである。鳥とり肌はだが止まらない。

「こら、世せ辞じはよせ」

　しかし、エルリーはまんざらでもなさそうである。納得いかない。所詮顔が全てなのか。「さて、そろそろ支し度たくしましょうか。イルミラ、手伝ってくれる？」

「うん。それじゃあごゆっくり」

　煩はん悶もんするクラウスをよそに、レシーナとイルミラは店の奥おくへと消えていった。

「そうだ、エルリーさん」

　ルドルフがエルリーに話しかける。

「今こん晩ばん、このお店で飲んで行かれませんか？　お金なら僕ぼくが出しますから」

「ふむ……」

　なんだか話の雲行きが怪あやしい。

「少し年とし若わかくも見えますが、実じつ際さいは子こ供どもという年ねん齢れいなわけでもないでしょう？」

「おお、その通りだぞ」

　エルリーの外見にも、ルドルフは惑まどわされていないようである。どういうわけか、クラウスは焦あせりだした。

「それでは決まりですね。今晩は楽しみましょう」

「うむ。よろしく頼たのむ」

「おいおいおい。ちょっと待てよ」

　我が慢まんできず、割って入る。

「なんだ。素す敵てきな少女と親交を深めようとしているのに邪じや魔まをするな」

「お前は黙だまってろ。……その、エルリー。ほんとに飲むの？」

「ああ。お主は飲まないのか？　せっかく誘さそってもらってるのだぞ」

「俺おれ？　俺は……」

「ああ、だめだめだめ。エルリーちゃん、こいつは全く飲めないんですよ。コップ半分で赤くなりコップ全部で青くなるっていう情なさけなさっぷり全開ですから」

「ぐっ」

　悔くやしいが、ルドルフは嘘うそをついていない。酒とクラウスは極きよく端たんに相あい性しようが悪いのだ。

「そうなのか？　では、クラウスは帰るといい。無理をしてわしに付き合うこともあるまい」

　エルリーが言う。確たしかにそうすべきなのだが、そうもいかない。ルドルフとエルリーを二人にするのは危き険けんすぎる。野や獣じゆうの檻おりに生肉を放置するようなものだ。

「俺も飲むよ。最近全然飲んでないし」

「ほう」

　ルドルフが小馬鹿にしたように笑う。

「なるほど。そういうわけか」

「どういうわけだよ。わけわからん納得の仕方をするな」

　クラウスが睨にらみつけると、ルドルフは肩かたをすくめた。

「まあ、止めはせんがね。せいぜい俺の邪魔をしないように」

「何を言ってるんだ。警官が犯はん罪ざいに手を染そめないよう監かん視しするだけの話だ」

「美しい物に触ふれることが犯罪とは、歪ゆがんだ世の中だ」

「歪んでいるのはお前の心だ。悔くい改めろとは言わないからさっさとくたばれ」

「……のう、お主ら」

　エルリーが、くすくす笑う。

「お主らは仲がいいのう」

「どこがだ」

　クラウスとルドルフは、同時にそう否ひ定ていした。





「いい飲みっぷりだ！　ほれもう一いつ杯ぱい」

「いっき！　いっき！　いっき！　いっき！」

　皿の鳴る音。コップとテーブルがぶつかる音。拍はく手しゆ。怒ど鳴なり声。思考力を根こそぎ奪うばうような騒そう々ぞうしさが、『ハンネマン』を覆おおい尽つくしている。

「ふ、ふふ……この程てい度ど、なんということもないわい」

　その中心部で、エルリーがコップを掲かかげた。

「おおお、まだ若いのにやるねえ！」

「飲んでる姿すがたも素敵ですよ！」

　周囲の男達が囃はやし立てる。コップに新たな酒が注そそがれる。

「大だい丈じよう夫ぶかよ……」

　気が気でならない。エルリーの顔はとうの昔に真っ赤になっている。

　彼女の周囲には人だかりができていた。軟なん派ぱな顔つきの警けい察さつ官かんやら、よく太ったはげ頭の雑ざつ貨か屋や店主やら、子供っぽい目をした男やら、彫ほりの浅く眉まゆの太い人のよさそうな兄ちゃんやら。あまり見ないような顔も混まじっているがそれはともかくとして、大変な盛もり上がりようである。普ふ段だんは男だらけの『ハンネマン』故ゆえに、エルリーのようなうら若い──外見だけでいうなら若すぎるが──女じよ性せいは非ひ常じように珍ちん重ちようされるのだろう。

「止めた方がいいかな……」

　クラウスが座すわっていた椅い子すから立ち上がろうとすると、

「はいどうぞ。セイム鳥の煮に付つけですよ」

　レシーナがやってきてテーブルの上に皿を置いた。

「あ、どうも」

　エルリーを止めることも忘わすれて、クラウスは早さつ速そく料理をつつく。なんだかんだで腹はらが減へっているのだ。

　セイム鳥の煮付けは、レシーナの十八番である。絶ぜつ妙みようなやわらかさと味付けが、問答無用でクラウスの口の中に広がっていく。

「おいしい？」

「はい、おいしいです」

　クラウスはうなずいた。

「どうぞ。どんどん召めし上がれ」

　しばらく、クラウスは黙もく々もくとセイム鳥の煮付けを食べた。旨うまい料理は人を無口にする。

「ところで、クラウス君」

　クラウスの食べる様子をニコニコしながら見ていたレシーナが、ふと口を開いた。

「なんですか？」

「この前のことなんだけど」

「この前の、ことですか？」

「まだまだ、行くろ。お主ら、さっさと酒をもってこんかー」

　エルリーの声が耳に飛び込こんでくる。大分呂ろ律れつが回らなくなっているようだ。

「うん。詠えい唱しよう士し試験のこと」

　騒さわぎの中心部を眺ながめやりながら、レシーナが言う。

「……それが、どうしました？」

　反はん射しや的に身を固くしながら、クラウスはレシーナの言葉を待った。

　今日は色々あったので、すっかりそのことを忘れていた。否いな、もしかしたら、忘れようとしていたのかもしれない。

　レシーナはセイム鳥の煮付けを一切れ口に放り込んだ。

「うん。上出来ね。どんどん食べて」

「……はい」

　言われるがままに、煮付けを頬ほお張ばる。

「やっぱり、まだ悩なやんでる？」

　微笑ほほえんだまま、レシーナはそんなことを聞いてきた。

　しばらく迷ってから、クラウスは口を開いた。

「僕、なんだかよく分からなくなってきたんです」

　嘘うそ偽いつわりない本ほん音ねである。

「これからどうすべきなのか。そもそも、自分は本当に王国詠唱士を目指すべきなのか」

　騒ぎ声はやまない。陽気な雑音が、クラウスの気を滅め入いらせる。

「……あのね、クラウスくん。マルセロ質しち店てんのキースさんが詠唱の心得がある人を捜さがしているそうよ。呪のろいがかかっているかどうかを見み極きわめたり、よくない魔ま力りよくに侵おかされている品を浄じよう化かしたりする人手が欲ほしいんですって」

　レシーナが、クラウスの瞳ひとみを覗のぞき込むようにしながら言った。

「そう、ですか。でも僕、そっち方面には疎うとくて」

　一次選考の科目は、魔術の歴史に関する知ち識しき、基き本ほん的な詠唱の能のう力りよく、そして自作詠唱である。

　詠唱士の希望者はみんなそれらにばかり力を注ぐため、他の解げ呪じゆや浄化といった方面にはうとい人間が多い。

　クラウスもそのご多分に漏もれず、必要なもの以外は真ま面じ目めに勉強していない。あれもこれもと手を伸のばすほど器用ではないのだ。

「苦手なら、練習すればいいじゃない。クラウスくんならきっとできるわ。無理して詠唱士にこだわらなくても、他にもっと道があると思うの」

　レシーナが気を遣つかってそういうことを言ってくれたということくらい、クラウスにも分かった。しかし、いやだからこそ、その言葉は胸むねに突つき刺ささった。

「とりあえず、考えてみるだけでもいいから。その気になったらいつでも言ってきてね。わたしから紹しよう介かいしてあげる」

「ありがとう、ございます」

　レシーナの好意は嬉うれしかった。けれど、それに甘あまえることは躊躇ためらわれた。



    

  
    
      「……はい。辛しん気き臭くさい話はここまで。お酒持ってこようか？」

　クラウスが黙り込んでいると、レシーナはいつもの笑顔を見せた。暖あたたかくて、見ているだけで心が落ち着くような笑顔。

「お願いします」

　飲めないのは分かりきっているのだが、そう答えずにはいられなかった。

「了りよう解かい。少し待っててね」

　笑顔のまま、レシーナは店の奥おくに引っ込んでいく。

　その背せ中なかを見送ると、クラウスはなんとなく煮に付つけを口に運んだ。相変わらず美お味いしいのだが、いまいち実感が伴ともなわなくなっていた。

「ふぁだだ、ふぁだむぉめるぞぉー」

　もうエルリーはべろべろだった。いつ倒たおれてもおかしくなさそうである。

　いくらなんでも限げん界かいだ。そう思ってクラウスが立ち上がろうとすると、

「まーちなさい。話があります」

　いつの間にか側そばにいたイルミラに呼よび止められた。

「なんだよ、話なら後に……」

「ダメ。座すわれ」

　様子がおかしい。

「……お前、飲んだな」

「飲んで悪いか。ああん？」

　かなり出来上がっているようである。クラウスは暗あん澹たんたる気分になった。

「飲んで悪いかってき・い・て・ん・の・よ！」

　イルミラの酒さけ癖ぐせは、控ひかえめに言って最悪なのだ。絡からむ殴なぐる壊こわすの三拍びよう子しがそろっている。

　その行動のいちいちが魔術格かく闘とうによって増ぞう幅ふくされるのだから余よ計けい洒しや落れにならない。もはや犯はん罪ざい的だと言っても過か言ごんではない。

「分かった。座る」

　大人しく従したがう。酔よっているイルミラに逆さからうのは、危き険けんすぎる。

　しかしおかしいとクラウスは思う。以前酔った勢いきおいでレシーナに喧けん嘩かを売り本気で怒おこられてからというもの、イルミラは仕事中には飲まないようにしているはずなのだが、今日に限かぎっていったいどうしたのだろう。

「よし。座ったな」

　言いながら、イルミラはクラウスの座っている椅い子すに座ってきた。

「お、おい」

　いきおい、密みつ着ちやくしてしまう。イルミラの体がよく引き締しまっているということが、如によ実じつに伝わってくる。そして、これは今気づいたことなのだが、イルミラはかなり「大きい」。どうやら着やせする類たぐいのようである。

「口答えするな」

　さらに体を寄よせてくる。

「さ、酒臭くせえ……」

　酒気が顔面に吹ふき付けてくる。かなり不ふ快かいである。イルミラの体の感かん触しよくと差し引きするなら、まだまだかなりのお釣つりがくるが。

「おいクラウス、しょうじきに、答える」

「へ？」

　体の感覚に注意しすぎていたせいもあって、一いつ瞬しゆん意味を理解し損そこねた。

「しょうじきにこたえる！」

「はい！」

　危あぶないところだった。酔っているイルミラの怒いかりは、瞬時に極限まで達する。

　今のは、間ま違ちがいなく紙かみ一ひと重えだった。冷や汗あせがじわりと染しみだしてくる。

「どう思う？」

　相変わらず意味が理り解かいできない。しかし、ここでうっかりもう一度聞き返したりしたら、次に飛んでくるのは酒臭い息ではなく魔ま力りよくの乗った拳こぶしである。

「あの女のこと、どう思う？」

　あの女とは、エルリーのことだろうか。多分間違いない。

　どう答えれば波風を立たせずにしのげるか。イルミラが彼女にいい印象を持ってないからといって、安あん易いに同調するのは危険だ。「顔色を窺うかがうな！」などと言って殴られかねない。しかし、べたぼめにするのも当然まずかろう。

「どう、思う？」

　イルミラの顔を見て、クラウスは言葉を失った。

　不安そうな、怯おびえた表ひよう情じよう。しらふの時のイルミラでは、まず見られないような顔である。

「どう、思うって……」

　正直に答えないといけない。そんな気がした。

「なんか……偉えらそうだし、やたら食うし、結けつ構こうわがままだし、困こまった奴やつなんだろうけど、でもほっとけないっていうか……」

「好きなの？」

　あまりに単刀直入すぎて、面食らってしまった。

「いや、好きとかじゃなくて」

　しどろもどろになってしまう。

「うそ。目を見てたらわかるもん。クラウス、あの子に惚ほれてるんだ」

「そんなことないって。なんでそんなこというんだよ」

　イルミラが、潤うるんだ目でクラウスを見上げてきた。

「わかるもん。だって、あたし、あたし……あたしね、あたしは、クラウスが」

「そこの、はだあれおんなああ！」

　イルミラの言葉は、裏うら返がえってすっぽ抜ぬけた怒ど鳴なり声にかき消された。

「今すぐ、そこから消え去れい！」

　エルリーである。片かた手てに酒さか瓶びんをぶら下げそこから直ちよく接せつ酒を飲むというダメな酔いどれ親父おやじのような動きをしつつ、ふらふらと二人のそばに歩み寄ってくる。

「はぁ？　なあにいってんのよこのちび小こ娘むすめ。そもそも誰だれのお肌はだが荒あれてるですって？　ええそうですよ確たしかに荒れてるわよわるかったわねー！」

　イルミラは椅子を蹴け飛とばし立ち上がると、これまたふらふらとした足取りでエルリーに近ちか寄よる。

　残念さを感じつつ、クラウスは焦あせった。一度は回かい避ひされた悲ひ劇げきが、今またここで繰くり返されようとしている。

「ふうむよし、自分がいかにぶさいくな女か悟さとったようだな。よろしいよろしい、理解したら二度とわしのクラウスに近づくでないぞ」

「はぁぁぁ？　クラウスがいつどこであんたのものになったってんのよ！　冗じよう談だんはその幼よう児じ体型だけにしときなさいよー」

「ふ、ふふふふふ」

　薄うす気き味み悪い笑い声をたてながら、エルリーがさらに酒を口に注ぎ込こんだ。

「お、おぬしこそ、その、体はなんだ。洗せん濯たく板いたの真ま似ねか？　ならかなりの精せい度どで再さい現げんできているな。いやあすごいすごい。感心したぞ」

「ふ、ふふふふふ」

　薄気味悪い笑い声をたてながら、イルミラは近くのテーブルから酒瓶をつかむと酒を口に注ぎ込んだ。

「ふ、ふふふふふ」

　二人が顔を見合わせ、さもおかしそうに笑った。今すぐ逃にげ出したいとクラウスは思う。

「あんたねえ、そこの小娘」

　イルミラがエルリーを酒瓶で指す。

「いきなり現あらわれて、クラウスの家に住み込むなんてどういう了りよう見けんなの？　あんた何様？」

「お主の、知ったことでは、ないぞ。洗濯板」

「さっきから洗濯板洗濯板洗濯板うるさいけどねえ、あたしはねえ、これでもねえ、着やせするのよ！　ねえ、クラウスそうでしょ。あたしってば実は胸むねおっきいでしょ？」

「あ、うん」

　ついうなずいてしまった自分を殴なぐり倒たおしたい。

「実じつ際さい問題、幼児体型なあんたよりあたしが女としてずっと魅み力りよく的なのよね」

「ほほう、ほほう。クラウス、お主……」

　エルリーがクラウスの方をにらみつけてくる。

　と、その視し線せんが突とつ然ぜん和やわらいだ。眉まゆを下げ、エルリーは吐と息いき混じりで言う。

「わしの体では満足できんというのか？」

　これは陰いん謀ぼうである。間違いない。二人で彼を陥おとしいれようとしているのだ。

「ねえ、クラウス。どういうこと？」

　イルミラが微笑ほほえむ。ただし目は笑っていない。

「は、ははっはあ！」

　自分でもなんと言おうとしたのか分からない。恐きよう怖ふが、まともな言語機き能のうをクラウスから奪うばい去っていた。

「まあいいわ、そのことは後でたーっぷりと聞かせてもらうから。今は、このお子様ね」

　イルミラの両手が、不ふ穏おんな光を放つ。

「先ほどは邪じや魔まが入ったが、今度はそうはいかんぞ。完かん膚ぷ無なきまでに、ぶちのめして、やろう」

　エルリーの体が、鈍にぶく発光する。魔力が溢あふれだしているのだ。

　クラウスは椅い子すから立つと、テーブルの下に潜もぐり込んだ。なりふり構かまっていられない、今は自分の命が最さい優ゆう先せんである。

「おお、やれやれ！　こいつはいいぞ！」

　すっかり出来上がっているルドルフが、頼たのまれもしないのに二人を煽あおる。クラウスは思う。どうしてこいつはこんなに馬ば鹿かなのか。

「あらあら、また喧けん嘩かしてるの？」

　レシーナの声がした。助かったとクラウスは思う。彼女なら、また二人を止めてくれるはずだ。

　テーブルの下から様子を窺うかがう。レシーナも、片かた手てに酒さか瓶びんを提さげている。クラウスに持ってくるための分だろう。

「仕方ないわねえ」

　そして、彼女は信じられない行動に出た。

　酒瓶の口を自分の口元にあてがうと、一気に中身を飲み干ほしたのだ。

　空になった酒瓶を手近なテーブルの上におくと、レシーナは親指を立てた。

「おもいっきりやっちゃえ♪」

　全すべての希望が終わりを告げた瞬しゆん間かんだった。





　月が出ている。満ち足りているように見えて、ほんの少しだけ欠けている。

　イルミラとエルリーの戦いは、店を半はん壊かいに追い込んだところで終結した。二人揃そろって眠ねむり込んでしまったためである。

　その時点で、店内は気き絶ぜつした客（無む駄だに喧嘩を煽った馬鹿警けい官かん含ふくむ）が山積みとなり、テーブルは砕くだけ椅子の足は折れ床ゆかには穴あなが開き壁かべは崩くずれるという無む惨ざんな様相を呈ていしていた。死者が出なかっただけ幸運だった。

　その原げん因いんの約半分は、今クラウスの背せ中なかですやすやと寝ね息いきを立てている。いい気なものだ。

　時折彼女をよいしょとずりあげながらしばらく歩いていると、

「……るい」

　エルリーが何か言った。

「え、なに？」

「……きぶんがわるい」

　血の気が引いていくのが自分でも分かった。

「ま、待てよ？　少し休んでいこう」

　背はい後ごから吐と瀉しや物ぶつをぶちまけられてはたまったものではない。

　慌あわてて周りを見回すと、近くに広場があった。昼間は子こ供どもたちが遊んでいるような場所である。

　急ぎ足でそこに入り、生えていた木にもたれかけさせる。

　暗く、エルリーの表ひよう情じようはあまり分からないが、確たしかに気持ち悪そうである。

「調子に乗って飲むからだよ」

「……すまぬ」

　言葉はしっかりしている。酒はほとんど抜ぬけているらしい。

「これからは気をつけること。お酒は飲んでも飲まれるな。鉄てつ則そくだよ？」

「うむ……これからは、気をつける」

「吐はきたくなったら我が慢まんしない方がいいよ。吐いたら結けつ構こう楽になるもんだし」

　それだけ言うと、クラウスはエルリーから少し離はなれた所に座すわることにした。エルリーも女の子だ。他人に吐くところを見られたくはないだろう。

　ぼんやり月を眺ながめる。白い光は、妙みようにクラウスの気分を落ち着けてくれた。

　どれくらいそうしていただろう。そろそろエルリーも楽になったかと思い立ち上がろうとすると、いきなり背中に暖あたたかい物がぶつかってきた。

「うわっ!?」

　何かと思いきや、エルリーが背中からもたれかかってきている。

　背中越ごしに背中の感かん触しよくがする、というのも妙な表ひよう現げんだが、とにかくこれはひどく困こまる。「どう、したの？」

「……夕食とは、あのようにしてとるものだったか」

「……はい？」

　話がさっぱり噛かみ合わない。まだ、酒が抜けきっていないのかもしれない。

「わしはな、いつも飯を一人で食っていた」

　思い出話だろうか。クラウスは黙だまって聞くことにする。

「いつも、研究室で、一人で食べていた。そういうものだと思っていたし、事実そうだった」

　か細い溜ため息いきが聞こえてきた。

「……しかし、今日お主に連れていかれたところは根本的に違ちがっていた。みんなで騒さわいで、酒を食くらって。なんというか──」

　とても楽しかった。ぽつりと、その言葉の持つ意味とは全く逆ぎやくの声で、エルリーは呟つぶやく。

「考えてみれば、いつもわしは一人だった。父は家を空けることが多かったし、母はわしが幼おさない頃ころに他界していて顔もわからない。研究仲間は仲良くしてくれたが、そのほとんどは腹はらの底ではわしから研究の成果を盗ぬすみ取ろうとしておった」

　クラウスは言葉を失った。細かい意味はさっぱりだが、本当ならそれはあまりに寂さびしすぎる。

「今日は……本当に楽しかった。特に、あの筋きん肉にく女おんな。やつとやりあったときは、浮うき立つような気分だった。打算なしで、目的なしで魔ま力りよくを行使することが、これほどまでに心地ここちよいものだとは考えもしなかった。これまでそんなことはやったこともなかったし、やるわけにもいかなかったから」

「そういうもんなのかな」

　いつも僅わずかな魔力をいかに効こう率りつよく使用するかということに汲きゆう々きゆうとしているクラウスには、理り解かいしにくい感覚である。

「……なあ、お主は毎日あんな暮くらしをしておるのか？　子供たちにものを教えたり、酒を飲んで友人と騒いだり、その勢いきおいで店を壊こわしたり……」

「最後の一つは明らかに違うけど、まあ大おお筋すじではその通りだね」

　別に、自分の毎日について深く考えたことはない。しかし、思い返してみれば、クラウスの日にち常じようは確かにエルリーが言ったような出来事で構こう成せいされている。

「うらやましいな……本当に、うらやましい」

「エルリー……」

　少しだけ、風が吹ふいた。さわさわと、二人の頬ほおを撫なでるように。

　月は、相変わらず同じ光を大地に投げかけ続けている。

　ひどく、朧おぼろ気げで曖あい昧まいとした光景。

　背中から伝わってくる温ぬくもりだけに、確かさがあった。

　それは、まるで──





「……ん？」

　不思議な感覚が、クラウスを掠かすめた。

　言葉にしにくい感覚だ。無む理り矢や理りに表ひよう現げんを当てはめるなら、頭の芯しんの部分から形にならない何かが湧わきだしてくる──といった感じだろうか。

　こんな感覚は、生まれて初めてだった。

　不定型なその何かは、しかし確かな存そん在ざい感がある。

　しばらく咀そ嚼しやくしてから、正体に気づく。

　これは、言葉なのだ。秘ひめられた力を発動するための法ほう則そく性せいを持った言葉。すなわち──詠えい唱しよう。

　閃ひらめき、というやつだろうか。

　理り論ろん的なつながりを飛び越こし、過か程ていを無む視しし、結論のみを拾い上げる、直感。

　それが、自分のような人間に訪おとずれるなんて。

　戸と惑まどっている間にも、クラウスの頭の中では詠唱が凄すさまじい速度でもって組み上げられている。

　もう一度、作るのか。自分で自分に問いかける。

　前回の一次選考で自身が晒さらした醜しゆう態たいが思い出される。

　今回も同じではないか。そんな恐きよう怖ふが、懸け念ねんが消えない。

　消えないのに、それでもクラウスにこのままやめるという選せん択たく肢しは想そう像ぞうできなかった。

　今思い浮かんでいる詠唱。これを完成させなければならない。そんな声が、耳の奥おくでこだましている。ほとんど強きよう迫はく観念といってよかった。

「エルリー、悪いんだけどもうそろそろ……」

　首をねじ曲げ、エルリーを促うながす。ひとまず家に帰って、言葉を形にしてみたくなったのだ。

　と、いきなり背せ中なかにかかっていたエルリーの感かん触しよくがずるっと外れた。

「ちょ、エルリー？」

　慌あわてて支ささえる。また眠ねむってしまったらしい。

　起こしてしまわないように注意しながら、クラウスはエルリーをもう一度おぶった。早めに帰らないと、この少女は風か邪ぜを引いてしまうかもしれない。

　クラウスは、ゆっくりと歩き出した。

　なにもかも見ているはずの月が、そ知らぬ様子で二人に光を注いでいる。





「……で、むざむざその喧けん嘩かに巻まき込こまれてむざむざ気き絶ぜつしてむざむざ見失ってむざむざ帰ってきたわけね」

　ランプの光に照らされたサビーネの顔は、凄せい絶ぜつな恐おそろしさを放っている。

「でも、俺おれたちに限かぎらずあの店にいた客はみんな──いえ、なんでもないです」

　瞬しゆん時じに氷結しそうな視線の直ちよく撃げきを受け、ヨハンは黙だまり込んだ。下へ手たな言い逃のがれは、事態を致ち命めい的に悪い方向へ転がしてしまう。

「……まったく、散々でかい口を叩たたいて出て行くから期待していたのに。成果は全くなしというわけね」

　あきれたようにサビーネが言った。

「そ、そんなことないですよ。ほら、ええと、あの、なんだ……」

　言い訳わけの代わりに冷や汗あせが吹ふき出す。

「ほら、ええと、あの、なに？」

　サビーネの声に、どこか楽しそうな響ひびきが混まじり始めた。危き険けんな兆ちよう候こうである。今彼女は間ま違ちがいなく、しくじってきた下げ僕ぼくをどうやって折せつ檻かんするかだけを考えている。

「そうです、まったく収しゆう穫かくがなかったわけじゃないんです！　な、ブラッド？」

　ヨハンは横を向き、同じ姿し勢せいで座すわったままのブラッドに助け舟ぶねを求めた。怒いかれる首しゆ領りようの雷かみなりから逃れるには、彼一人では力不足である。

「ブラッド……？　おい、ちょっと」

　ブラッドは何も喋しやべらない。空うつろな目で地面を見つめている。

「しっかりしろよ、黙ったままじゃどんどん立場が悪くなるだろ？」

　軽く肩かたを突つく。すると、ブラッドは空ろな目で地面を見つめたまま横よこ倒だおしになった。

「目を開けたまま気絶してる!?」

　精せい神しんが、あまりの重じゆう圧あつに耐たえかねたらしい。

「で、収穫って、何なの？」

　ぞわりと背せ筋すじが寒くなった。

　ヨハンはゆっくりと首を前に向け、

「ないの？　それじゃあお仕置きね」

　悪あく魔まを見た。
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「違うなあ……」

　紙をくしゃくしゃに丸めると、クラウスは投げ捨すてた。これで、三十五枚まい目めだ。

　新たな紙を取り出して机つくえの上に置くと、ペンを走らせる。

「やっぱり違う」

　丸めて捨てる。三十六枚目。

　エルリーを『ハンネマン』から連れて帰る道の途と中ちゆうで突とつ然ぜん閃ひらめいてからというもの、クラウスはずっとこうだった。

　もちろん一いつ睡すいもしていない。何も食べていない。そもそも今が夜なのか朝なのかさえ判はん然ぜんとしない。

「違う」

　三十七枚目。

　もう、自分の中では詠えい唱しようが組み上がっている。ぼんやりとだが、映えい像ぞうとしてその姿が見えている。しかし、具体的な形にしようとすると上う手まくいかないのだ。もどかしいこと、この上ない。

「うーん……」

　あと少し。あと少しなのだが、決め手に欠ける。

「ここは『泡うた沫かたの歌』でいいはずなんだよ。ちゃんと繋けい詞しになってるし。……これに関連させて『仮か借しやくの灼しやつ禍か』って言葉を出して、更さらに対ついにして……あーでもそうしたら鍵けん言げんに不自由が出るかな……」

　苛いら立だってくる。日ひ頃ごろ滅めつ多たにしない貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながら、クラウスは筆の尻しりを囓かじる。

「やっぱりだめだ」

　三十八枚目。手元に紙がなくなってしまった。

　パン屋の袋ふくろでもいいからないかと立ち上がって、クラウスは自分のすぐ後ろにエルリーが座っていることに気づいた。何となく、沈しずんでいるように見える。

「どうしたの。元気ないよ」

　クラウスの言葉に、エルリーは心底呆あきれたような表ひよう情じようを見せた。

「まったく……随ずい分ぶんな言い草だな。わしが何度お主に声をかけたか知っておるのか？」

「え？　声をかけてた？」

　全く覚えがない。

「やはり気づいておらんかったな」

　エルリーは溜ため息いきをついた。

「呼よんでも呼んでも返事をしない。紙をぶつけても反はん応のうすらしない。なにやら一いつ生しよう懸けん命めいだったから、邪じや魔まをするのは控ひかえたが……」

「ごめん、悪かった」

　どうやら、集中しすぎていたらしい。

「もう、外明るいね。朝になってたのか」

「……お主、それは冗じよう談だんか？」

「へ？」

「太陽の位置をよく見てみろ」

　言われたとおり、窓まどから空に目をやる。

「うわっ……もう昼じゃん」

　太陽は、空の一番高いところに位置していた。いつのまに、こんな時間になっていたのだろう。

「まったく……何をそんなに一生懸命になっていたのだ」

「うん、まあちょっと詠唱を、ね」

　適てき当とうに誤ご魔ま化かそうとしたが、エルリーはいきなり目を輝かがやかせた。

「ほう。どれどれ、見せてみろ」

　言いながら、クラウスの手元を覗のぞき込んでくる。

「え、駄だ目めだよ」

　反はん射しや的に紙を隠かくす。作った詠唱を他人に見られるというのは、結けつ構こう恥はずかしいものである。十代半なかば頃に書いた詩を読み上げられてしまうようなものだ。

「よいではないか」

　エルリーは強ごう引いんにクラウスを押おしのけ、紙を覗き込んだ。

「ほう。なるほどな」

　そう呟つぶやいたきり、エルリーは黙だまり込んだ。食い入るように、クラウスが書き付けた詠唱を見ている。

　なんとも居い心地ごこちが悪い。この前の授じゆ業ぎようの時に分かったのだが、エルリーは並なみ々なみならぬ詠唱の知ち識しきを有している。何か、鋭するどい突つっ込みを入れられるのではないだろうか。

「……ふむ。なかなかではないか」

　しかし、クラウスの不安に反して、エルリーはそんなことを言った。

「え？　そうなの？」

「うむ。繋けい詞しはきっちり作用しているし、言葉選びも効こう果か的だ。未完の詠えい唱しようにしては上出来だと思うぞ。ただ、この第二節はどうかと思うな。『仮か借しやくの灼しやつ禍か』という言葉自体には問題はないが、少々詠唱の他の部分から乖かい離りしているきらいがある」

「な、なるほど」

「この場合、『灼禍』という言葉を含ふくめてしまうと詠唱に炎えん浄じようよりの力が付ふ与よされてしまうからな。そういう狙ねらいを持っているのならいいが、そうでないのなら避さけるべきだな。この言葉自体は繋詞も生み出しやすいし、他の言葉と競合することもないから使い勝手はいいのだがな。無理にこの手の言葉を使用することにこだわらずとも、普ふ通つうの言葉を連れん鎖ささせることで十二分に繋詞は確かく保ほできると思うぞ」

　的てき確かくな指し摘てきである。言っていることのいちいちに頷うなずかされてしまう。

「ありがとう。もう一度考え直してみるよ」

「うむ。頑がん張ばってくれ」

　クラウスは机つくえに向かう。

「……むっ！　お主少し待たぬか！」

　と、いきなりエルリーが大きな声を出した。

「なんだよ？　昼飯ならパンが台所にあるから適当に食べてよ。でも食べ過すぎないでね」

「そうではない！　わしはお主に用事があったのだ」

「用事って、何？」

　クラウスが訊たずねると、エルリーは急に黙り込んだ。

「それは、だな……」

　ややあって、口を開く。ついさっきまでとうって変わって、その声は消え入りそうなほどに小さかった。

「謝あやまりたい、と思うのだ」

「謝る？　ああ、食費のことなら気にしなくてもいいよ。もう手て遅おくれ気味だし」

「お主にではない。あのパブにだ」

　クラウスの脳のう裏りに、昨日の『ハンネマン』の惨さん状じようがありありと浮うかぶ。

「……それは、うん、そうした方がいいかも」

「で、あろう？　そこでだな、わしとしては、お主に……ついてきて欲ほしいのだが」

　両手の指先をもじもじと遊ばせながら、エルリーが言う。

「うん、構かまわないよ。行こう行こう」

　クラウスは快かい諾だくした。断ことわる理由があるはずもない。

「そうか……ありがたい。感謝するぞ」

　エルリーが、安心したように顔をほころばせた。

「さて、それじゃ片かた付づけないとな……」

　机の上をささっと整理すると、クラウスは立ち上がり投げ捨すてたごみを拾い始めた。

「しかし、お主はどうしてそんなに必死で詠唱を作っているのだ？　仕事はこの前やっていた教きよう師しであろう？」

　エルリーが聞いてくる。

「うん、まあそうなんだけど……」

「では、なぜだ」

　クラウスはごみを片付ける手を止めた。

「それは……」

　エルリーはクラウスの言葉の続きを待っている。誤ご魔ま化かそうかとも思ったが、そういうわけにもいかなさそうである。

「俺さ、これまで王国詠唱士を目指してたんだ。で、詠唱を作ることにはつい必死になっちゃうわけ」

「王国詠唱士？　なんだそれは。国家公こう認にんの詠唱士か何かか」

「うん、まあそんな感じだけど……」

　クラウスは不思議に思った。あれだけ詠唱に詳くわしいのに、どうして王国詠唱士のことを知らないのだろう。

「それとお主が詠唱を作っていたことに、どんな関係があるのだ」

「王国詠唱士になるには、一年に一度実じつ施しされる試験を受けないといけないんだ。その試験は一次から三次まであって、一次の試験で自作の詠唱を披ひ露ろうする科目があるんだよ」

「なるほど。そういうことか」

　納なつ得とくしたように、エルリーが頷く。

「教師をやっているのは、それまでの繋つなぎということだな。ときに、その試験は、通過するのは難むずかしいのか？」

「才さい能のうがある人間には簡かん単たんらしいよ。十二歳さいで合ごう格かくした奴やつとかいるらしいし。俺は、もう五回連続で落ちてるけどね」

　自じ嘲ちよう的に言う。前もって言っておかないと、訊ねられて答えるのは辛つらい内ない容ようである。

「そうなのか？　今お主が作っている詠唱を見る限かぎり、簡単に通過できそうなものだが……」

「はは。言い過ぎだよ。他の科目も通過できるかどうかだし」

　口ではそんなことを言いながらも、内心嬉うれしくて仕方ない。自分の作った詠唱を褒ほめられた経けい験けんなど、ないに等しいのだ。

「そんなことはない。まだ粗あらはあるが、磨みがけばもっと光ると思うぞ」

「いやいや」

　恥はずかしくなってきたので、掃そう除じを再さい開かいする。散らかった三十八枚まいの紙は、なかなかに手て強ごわい。

「しかし、一年に一度の試験に五回連続で落ちたにもかかわらずまた挑ちよう戦せんするとは……。お主、かなり粘ねばり強いのだな。見直したぞ」

「……いや、別にまた受けるって決めたわけじゃないしなぁ」

「むっ？　受けもしないのに詠唱を作成するとは面めん妖ような」

　エルリーが首を傾かしげる。

「だってさ、もう五回も落ちてるわけだし、いい加か減げん今後のことも考えないといけないし。もうさ、そろそろ諦あきらめようかって──」

「お主は馬ば鹿かか」

　クラウスは耳を疑うたがった。あまりに直球過すぎる言い様である。

「自分で自分の道を選べるのだろう？　幸せなことではないか。どうして迷まよう必要がある」

　エルリーは、本気で怒おこっていた。

「よいか。自分のしたいことも自分で選べない人間もいるのだ。そういう者に比くらべれば、お主はずっと恵めぐまれているのだぞ。もちろん、悩なやみは人それぞれのものだから、優ゆう劣れつや程てい度どの差を付けることはできない。しかし、それでも、今のお主は腐くさっていると断だん言げんできる」

　どうして、突とつ然ぜんエルリーがこんなに怒りだしたのか、さっぱり見当がつかない。

　クラウスが呆あつ気けにとられていると、エルリーはそれきり喋しやべらなくなってしまった。

「……片付け、終わったよ」

　気まずい空気の中、クラウスはぽつりとそう言った。

「うむ。……では、行こうか」

　エルリーが返事をする。こちらも元気がない。

　二人はどちらともなく立ち上がると、家から出た。

『鍵かぎとなる言葉を今より告げる──噴ふん火か・跳ちよう躍やく・夢ゆめ・悪あく魔まとの併へい走そう』

　扉とびらの前に立ち、クラウスは結界を張はる。

　杖つえで扉の前の空間をつついて結界の調子を確かく認にんしていると、エルリーが袖そでを引いていた。

「のう、クラウス」

　エルリーがクラウスに声をかけるときは、いつもこの呼よび方である。

「何？」

「さっきは、すまなかった。少し言い過ぎた」

　申し訳わけなさそうに、エルリーが言う。

「いいよ、気にしなくて。悪いのは俺おれだし」

　そう。クラウス自身の煮にえ切らない態たい度どが問題なのだ。怒られるのも当然かもしれない。

「いや、わしが大人げなかったのだ。すまぬ」

「いいって」

　ようやく、二人の間から重苦しい空気が消えた。なぜか、ひどくほっとしてしまう。

「それでは少し質しつ問もんなのだが。クラウス、お主はなぜその王国詠唱士とやらを目指したのだ？　わしは、そういう夢とか目標とかを持ったことがないからな。興きよう味みがあるのだ」

　なんとなく、違い和わ感のある言い方である。さっきあれだけクラウスの態度を糾きゆう弾だんしていたのに、夢や目標がないというのは腑ふに落ちない。

「目指した理由か……」

　独ひとりごちて、クラウスは空を見上げる。

　忘わすれかけていた過か去この出来事が、鮮あざやかに甦よみがえってくる。

「そんなに、大たい層そうなことじゃないんだ」

　そう、本当に簡かん単たんなことだ。

「俺にはね、兄さんがいたんだ」

　歩きながら、話を始める。

「体は弱かったけど、とても優ゆう秀しゆうな人でね。詠唱士試験に十六歳さいで合ごう格かくしたんだ。つい最近まで、最年少記録の保ほ持じ者しやだったんだよ」

「ほう。それは凄すごそうだな」

　エルリーが感心したように頷うなずく。

「俺もそんな兄さんの影えい響きようで、詠唱の勉強をしていたんだ。本気で詠唱士になるつもりはなかったけど。でも……六年前だから、俺が十五の時か。その時……」

　そこまで話して、クラウスは言葉を切った。

　少し、辛つらい。未いまだに乗り越こえ切れていなかったらしい。日にち常じように埋うもれていただけで、決して過去になったわけではないようだ。

　怪け訝げんそうな顔をするエルリーに苦く笑しようを向けると、クラウスは話を再開した。

「兄さんが、死んだんだ」

　エルリーの表ひよう情じようが曇くもる。

「……そうだったのか。これは、聞かぬほうがよかったのやもしれぬな」

「いいよ。もうずっと前のことだし」

　内心とは正反対のことを口にし、クラウスは話を続ける。

「ヨルグ山の辺りで龍りゆうが出てね、兄さんはその討とう伐ばつ隊たいに参加して重じゆう傷しようを負ったんだ。兄さんの同どう僚りようの人が村に連れ帰ってくれたんだけど、そのときにはもう虫の息で。討伐隊の医者には今日明日の命って宣せん告こくされたんだってさ」

　その時の兄の顔は、生きているというより死んでいないと表ひよう現げんした方が近かった。元々病弱で、あまり生気のある方ではない兄だったが、あそこまではっきりと死相が浮うかんでいたのは初めてだった。

「そんな兄さんを看かん病びようしながら、俺は思ったんだ。兄さんの遺い志しを継つぎたい、俺も詠えい唱しよう士しになりたいって。で、そのことを兄さんに話したら、杖つえとローブを譲ゆずってやるって言ってくれたんだ。どっちも、兄さんが自分で稼かせいだお金で買った値ね打うちものなんだよ？」

　話しているうちに、当時の気持ちが思い出されてくる。あの頃ころ、詠唱士になるということはもう決定事じ項こうだった。

「兄さんが死んでから、俺はそれこそ昼夜を問わず勉強したよ。みんな応おう援えんしてくれたし」

　同じ村の人たちも、クラウスの家族たちもクラウスの後あと押おしをしてくれた。

　クラウスの兄があんなことになったのだから、心理的には色々難むずかしいところもあったに違いないはずだったのだが、それでも惜おしみない励はげましの声を浴びせてくれた。

　その声を背せに、クラウスは生まれ育ったティモ村から王都へとでてきた。希望で胸むねが膨ふくらんでいた。何でもできると、思っていた。

「実じつ際さいのところは、そうでもなかったんだけどね」

　そう言ってから、クラウスはしまったと口の中で呟つぶやく。また、エルリーの怒いかりを買ってしまうのではないか。

　が、エルリーは何も言わなかった。難しい顔をして、何かを考え込こんでいる様子である。

　そのまま、二人は口数も少ないまましばらく歩いていた。

　クレメンテ通りに到とう着ちやく。一つ横の通りに入る。

『ハンネマン』が見えてきた。エルリーの足取りが、目に見えて鈍にぶる。

　顔を見ると、露ろ骨こつに不安が浮かんでいる。

「心配するなって。俺がついているから」

「……うむ。頼たよりになるな」

　エルリーが微笑ほほえむ。

　それまで暗い顔ばかりしていたせいか、その笑顔は本当にまぶしく見えた。





　ターヤがこの店に出入りするようになったのは、詠唱教室に通いだして少しした頃である。

　理由はとても単たん純じゆん。憧あこがれのクラウス・マイネベルグ先生の行きつけだからなのだ。

　今日も、友人であるパルミと最近付き合うようになったコニンを引き連れてやってきたのだった。

　扉とびらを開け、落ち着いて見えるように注意しながら店に入る。本当は扉の前に立つ度たびに心しん臓ぞうが口から飛び出しそうになるほど緊きん張ちようしているのだが、トルネ家の長女としてそんな素そ振ぶりは決して見せられない。

　店の中を優ゆう雅がに歩き、指定席である奥おくのテーブルにつくと、

「いつものをお願いいたします」

　カウンターに上品な声で注文をする。我われながら見事だと思う。一分の隙すきもなく名家の令れい嬢じようである。

「はい、パンテラの実のジュースですね。少々お待ちください」

　見るからに人が良さそうな顔をした女じよ性せいが、ニコニコ笑いながら会え釈しやくをしてきた。

　名前は知らないが、ターヤはこの女性に好感を持っている。トルネ家再さい興こうの暁あかつきには、専せん属ぞくのバーテンダーにしてやってもいいと思う。

「うわあ、すごい！　ターヤさんっていつもこんな店に入ってるんですか？　おっとなですねー」

　コニンが目を輝かがやかせて周囲をきょろきょろと見回す。小さな体から好こう奇き心しんが溢あふれて零こぼれてぶちまけられているという感じだ。

　ちなみに、コニンの言こと葉ば遣づかいが多少なりとも丁てい寧ねいなのは、彼女がターヤやパルミより一つ年下なせいである。ターヤはそういうことにはうるさい。長ちよう幼ようの序じよも貴き族ぞくの常じよう識しきである。

「ええ、まあ」

　ターヤは余よ裕ゆうたっぷりの微び笑しようをコニンに向けた。

　本当のところは、この『ハンネマン』という店以外のパブには入ったことがなかったりするのだが、そんなことがばれたら誇ほこり高きトルネ家の名に傷きずがついてしまう。

「他のお嬢さんたちは何にしますか？」

「わたしは、ミルクでいいですよぉ」

　パルミはいつも通りにすっぽ抜ぬけた声でいつも通りにお子様な飲み物を注文する。恥はずかしいのでなにか別のものを注文して欲ほしいと何度も言っているのだが、一向に変える気配がない。

「えと、わたしは、うーん……それじゃ、ターヤさんと同じのでお願いします！」

　生意気にも、コニンはターヤと同じものを注文した。

「はいはい、ちょっとお待ちくださいね」

　女性は、準じゆん備びするためだろうか、カウンターの奥へと引っ込んだ。普ふ段だんだと注文を取ってくるのは活発なウェイトレスなのだが、今日はいないらしい。

「ねえ、ターヤさん。わたしってこういうお店って入ったことないから分からないんですけど、どこでもあんな風になってるんですか？　ほら、あそことか」

　コニンが店の隅すみのほうを指差す。見てみると、真ん中から折れたテーブルや背せもたれに穴あなが開いた椅い子すなどが雑ざつ然ぜんと積み上げられていた。

「ええと……あれは……そう、あれは古くなったものをああして整理しているのですよ」

　口からでまかせである。なぜそうなっているかなど分かるわけがない。しかし、知らないと正直に言ってしまうことは許ゆるされない。庶しよ民みんの前で、恥はじを晒さらすわけにはいかないのだ。

「なるほど、そうだったんですね」

「わぁ、ターヤちゃんは偉えらいなあ」

　二人ともなんの疑うたがいも持たずにターヤの言うことを聞いている。やはり、トルネ家の長女の言葉には重みがあるのだろう。

「はい、お待ちどうさま」

　トレイの上にコップを三つ載のせて、女性が現あらわれた。

「ありがとうございます」

　ターヤは礼を言って自分の分を受け取った。

　女性は他の二人の前にもコップを置き、さらに注文表を机つくえの上に置いてカウンターに戻もどった。

「いっただきまーす」

　まるでこれから夕食でもとるかのような元気さでそう言うと、コニンはジュースに口をつけた。

「うわ、すっごくおいしい！」

「当たり前ですわ。何しろ、このジュースは先生のお薦すすめなのですよ。不ま味ずいわけがありませんわ」

「えっ？　ターヤさんって先生とこの店に来たりしていたんですか？」

　不思議そうにコニンが聞いてきた。

「ええ、一度だけですが」

「すっごーい！　どうやって先生とそんなに仲良くなったんですか？」

「それは……」

　答えるべきかどうか、ターヤは逡しゆん巡じゆんした。包み隠かくさず話すとなると、少々恥ずかしいことも話すことになる。

「……よろしいでしょう」

　しかし、自じ慢まんしたい気持ちが勝った。自分とクラウスとの間の劇げき的てきな恋こい路じについて、是ぜ非ひとも聞かせなくてはならない。



　──初めてこの店の前にターヤが立ったのは、二か月ほど前にパルミを連れてクラウスを尾び行こうしていたときのことである。他人の跡あとをつけるなどトルネ家の長女としてあるまじき行こう為いなのだが、クラウスが普段どんなことをしているのか知りたいという欲よつ求きゆうが抑おさえきれなかったのだ。

　なんだか密みつ偵ていさんみたいだねなどと呑のん気きなことをいうパルミとともに、あちこちクラウスを追い掛かけ回していると、彼はこの店に入っていった。

　とても迷まよった。店の前に立って、十二年に及およぶこれまでの人生において多分一番迷った瞬しゆん間かんだった。

　少しへこんだ看かん板ばんには、店では酒が出される旨むねが記されている。自分たちのような子こ供どもが入っていい店ではない。

　しかし、店の前でいつまでも彼を待っているのも間ま抜ぬけだし、この店の中で何が行なわれているのか、気になって仕方ない。入るべきか、入らざるべきか。

　あの看板誰だれかがぶつかったみたいだねなどと間抜けなことをいうパルミとともに、いびつな扉とびらの前で立ち尽つくしていると、いきなり扉が開いた。

　顔を出したのは、なんとクラウスだった。隠れようとしたがもう遅おそく、しっかりと目が合ってしまった。

　しかし、クラウスはターヤの顔を見ても驚おどろいた様子もなく、優やさしい笑え顔がおを向けてきた。

「どう、寄よっていくかい？」

　断ことわる理由があろうはずもない。一も二もなくターヤは首を縦たてに振ふった。

　店の中には、店の主あるじと思おぼしき人の良さそうな女じよ性せいと見るからに活発なウェイトレスの二人がいた。

　緊きん張ちようしながらターヤが挨あい拶さつすると、二人はにこやかに返事をしてきた。店主らしき女性など、あなたクラウス君の彼女？　といってきたほどだ。

　クラウスは、緊張しているターヤとぼんやりしているパルミにジュースを振ふる舞まってくれた。

　恐おそる恐る口をつけたそのジュースは──それがクラウスのおごりだからということを差し引いても──信じられないほど美お味いしかった。

　ごくごくとほとんど一息で飲み干ほしてから、ターヤはその行為の途と方ほうもないはしたなさに気づき大いに慌あわてた。人前で、あれほどまでに自分を見失ったのは初めてだった。

　そんなターヤに微笑ほほえみかけながらクラウスが呟つぶやいた言葉を、ターヤは未いまだに覚えている。



「先生は、こうおっしゃったの……『妹ができたみたいだ』って」

　言ってしまってから、ターヤは頬ほおに手を当てた。思い出すたびに、幸せな気持ちで心が満たされていく。

「それ以来わたくしは足しげく……って二人とも聞いていらっしゃるのかしら!?」

「えー、もう聞き飽あきちゃったよぉ。ターヤちゃんはこのお店に来るたびその話するもん」

「ターヤさんのお話、長すぎです。……それよりも、わたしはシチューが三日続けてあるとは思えないんです。パルミさんの夕食のおかずはお肉です。間ま違ちがいないです」

「信じられませんわ！　クラウス先生よりシチューの方が大事だとおっしゃるの!?」

　ターヤは腹はらを立てた。

　人がせっかく甘あまくてほろ苦い愛の物語を語っているというのに、二人は耳を傾かたむけるどころか背せを向けて今日の夕食について討とう論ろんしている。全くもってけしからんことである。

「うーん、先生は食べられないよぉ？　シチューの方が気になるよ」

「だから、シチューじゃありませんって。絶ぜつ対たいにお肉が……」

　だん、とテーブルを叩たたいて、二人を睨にらみつける。

「話はまだ終わっていません。最後まで聞きなさい」

「……はい」

　話をやめた二人を睥へい睨げいしてから、気を取り直してターヤは話を再さい開かいした。

「その時わたしは決意したのです……この方を、夫として迎むかえようと。あの人ひと柄がら、わたくしの詠えい唱しようを軽く受け止める実力、端たん麗れいな容よう姿し……トルネ家の跡取りとして、必要な条じよう件けんは全すべて満たしていらっしゃいます」

　そう、全くその通りである。あんなに素す敵てきな男性は、世界のどこを探さがしても他ほかにはいない。教室に通い始めた頃ころから、その思いに変わりはない。

「結けつ婚こん式しきは……そうですね、美しい花の咲さき乱みだれる春に行ないましょう。あなた方も呼よんで差し上げますから、楽しみになさってくださいな。みんなに祝福されながら、わたしたちは永えい遠えんの愛を誓ちかい……」

「ねえねえ、ターヤちゃん」

「……永遠の愛を誓い、そして、そして、く……口付け……」

「聞いてるの？　ターヤちゃんってばぁ」

「何ですの!?　ここからが一番いいところですのに！」

「先生、来てるよ」

「…………」

　本当にクラウスがいた。杖つえで肩かたをとんとんやっている。

「きゃあああ！」

　とりあえず悲鳴が迸ほとばしった。

「わっ……何、何？」

　自分でもびっくりするほどに大きな悲鳴だった。当然、クラウスはターヤ以上に驚おどろいている。

「あ、あの、あのあのあの」

「どうしたの、落ち着いて？」

　クラウスはすぐに立ち直ったらしく、いつもの笑顔をターヤに向けてきている。

　気持ちを落ち着け、クラウスに挨あい拶さつしようとすると、

「お、誰かと思えばこの前の暴ぼう走そう少女ではないか」

　急に聞き覚えのない声がした。

　声がしたほうを振ふり向くと、そこにはこの前授じゆ業ぎように来ていた女がいた。年は、ターヤより少し上なくらいだろうか。以前と同じように、寸すん法ぽうの大きすぎる男物の服を着ている。おしゃれのつもりなのだろうか。

「……どちらさまでございましょう？」

　敵意が言葉から滲にじみ出してしまった。あれほど仲良さそうにされては、反感を抱いだくなというほうが無理だ。場合によっては、実力で排はい除じよすることも辞さないつもりである。

「わしか。うーむ、何と言ったものか」

　女が顎あごに手を当てて考え込こむ。そんなに高こう貴きな家の出でもないだろうに、何をもったいぶっているのだろうとターヤは思う。なんとも気に入らない。

「なあ、クラウス。どう説明すべきかな？」

「うーん、そうだな……」

　しかも、身の程ほど知しらずにも、クラウスなどと馴なれ馴れしく話しかけている。自分はクラウス先生と呼ぶのが精せい一いつ杯ぱいなのに。なんとも妬ねたましい。

「ま、友達だよ。友達」

　クラウスの言葉に、ターヤは少しだけほっとした。二人の間はそこまで親しん密みつではないらしい。

　しかし安あん堵どしながらも、そのクラウスの言葉を受けて女が一いつ瞬しゆん残念そうな顔をしたこともまた見み逃のがさなかった。

　やはりこの女は敵てきだとターヤは認にん識しきする。きっと、友達から更さらにもう一つ踏ふみ込んだ段だん階かいへと進もうとしているに違ちがいないのだ。断だんじて、許ゆるせない。

「エルリー、と呼よんでくれればいい。お主ら、名はなんという？」

　偉えらそうに、とターヤは内心で毒づく。が、挨拶はちゃんとすべきだと考え直し、椅い子すから立ち上がって会え釈しやくした。

「……ターヤ。ターヤ・パシコスキ・トルネと申します」

　他の二人も、ターヤにならって席を立つ。

「パルミ・アイネズです。ターヤちゃんのお友達なんですよぉ」

「コニン・グレイヴスっていいます。よろしくお願いします！」

「こちらこそ。ふむ、三人とも礼れい儀ぎ正しいな。偉いぞ」

　エルリーと名乗った女は、どういうつもりかターヤたちを褒ほめてきた。

「そんなこと、ないですよぉ」

「えへへ、そうですか？」

　何ということだろう。ターヤは唇くちびるを噛かんだ。この単たん純じゆんな二人組は、あっという間に手なずけられている。

　いや、ここはむしろこの女の狡こう猾かつさこそに留りゆう意いすべきなのかもしれない。教室の生徒たちを抱だきこみ、じわじわと自分の有利なように事じ態たいを進めようとしているとか。

　何という悪わる賢がしこさ。油ゆ断だんならない。

　ターヤはきっと女を睨にらみつける。絶ぜつ対たいに負けるわけにはいかない。

　しかし、女はそんなターヤには目もくれず、うつむいている。何を急にしおらしくしているのか。

「ほら、エルリー。しっかりしなよ」

　あろうことか、クラウスはエルリーの肩をつついて励はげまし始めた。ターヤは嫉しつ妬とに狂くるう。

「いや……実は、昨日のことを謝あやまりたく思ってこの店を訪おとずれたのです。レシーナさん、申し訳わけございません」

　エルリーは、上うわ目め遣づかいで女じよ性せいのほうを見る。その仕草のいちいちが、ターヤには計算されつくした上での行こう為いに見えてならない。一体何のことを謝っているかなど、知ったことではない。

「いえいえ、お気になさらずに。割わり合あいよくあることだから」

　女性は簡かん単たんに誑たぶらかされてしまった。情なさけないことである。専せん属ぞくのバーテンダーにするという話は考え直す必要があるようだ。

「そうですか……それを聞いて安心しました。あ、そういえばあの暴ぼう力りよく女おんな……じゃなかっ筋きん肉にく女おんな……でもなかったえーとなんと言えばいいのか」

「イルミラね？」

　くすくすと女性が笑う。

「あの子は今買い物に行ってるわよ。伝言あれば聞いておくけど？」

「そうですか……では、彼女にも、その、悪かった……と伝えてください」

「はいはい。承しよう知ちいたしました」

　女性の言葉に、エルリーは花のような笑え顔がおを浮うかべた。あんなのは毒花ですわと内心で毒づいてみるが、美しいということだけは認めないわけにはいかなかった。悔くやしくてたまらない。

「どうします？　お二人ともなにか飲んでいきますか？」

　女性が、クラウスたちに訊たずねる。

「どうする？　わしはここで休きゆう憩けいしていってもいいと思うのだが」

「うーん……俺おれ図書館に行きたいんだよね。ちょっと調べ物したら戻もどってくるからさ、待っててくれない？」

「うむ、まあお主がそういうのなら待とうか」

　どこまでもいちいち癪しやくに触さわる喋しやべり方である。この「あなたのおっしゃる通りにいたします」とでも言わんばかりの媚こびの売りよう。まったくもって度どし難がたい。

「悪いね。それじゃ行ってくるよ。ターヤたちも、またね」

「……はい。お気をつけて」

　ついでとしか言い様のない扱あつかいが哀かなしいが、ぐっとこらえる。貴き族ぞくは泣き言を吐はかない。貴族は諦あきらめない。まだまだこれからである。

　クラウスは手を挙げると、店から出て行った。図書館というと、おそらくクレメンテ通りの東の端はしにあるフリン図書館のことなのだろう。

「ところでぇ、やっぱりシチューだと思うなあ。ねぇ、ターヤちゃん」

「絶対お肉です。ね、ターヤさん」

「存ぞんじません」

　不毛極きわまりない問いかけをしてくる二人を適てき当とうにあしらうと、ターヤはエルリーを睨むように観察する。一体どの辺がクラウスの気に入ったのか、研究せねばならない。

　鮮あざやかな金きん髪ぱつが目に付く。顔は幼おさなさが多分に残っているが、非ひ常じように整っている。体つきは、起き伏ふくがあまりなさそうである。

　女じよ性せいがエルリーの前にコップを持ってきた。優ゆう雅がに礼を言うと、エルリーはコップを手に取り口をつける。

　流れるような、無む駄だの一いつ切さいない所作である。貴族であるターヤにはわかる。只ただ者ものではない。

「あの人、すごいね～。なんかぁ、上品ってゆうか」

「そうですね。礼れい儀ぎ作法が身に付いてるって感じです」

　貴族でない二人も気づいているようだ。まあこれは一いつ般ぱん人じんにもわかるほどにあの女が上品だということだろう。不ふ愉ゆ快かいである。

　しかし、不快がってばかりいては貴族として失しつ格かくである。貴族たるもの、常つねに余よ裕ゆうある態たい度どを維い持じしなければならない。

「まったくですわね。お見事です」

　完かん璧ぺきである。一分の隙すきもなく冷静だ。

「ターヤさん、手に持ってるコップがかたかた震ふるえてますよ」

「あ、あらそうですの？　おかしいですわねほほほ」

　笑って誤ご魔ま化かし、ターヤはコップをテーブルの上に置いた。どうもまだまだなようである。貴族の道は険けわしい。

「そういえばですね、最近ベイカードって雑ざつ貨か屋やさんのご主人の様子がおかしいんですって。時々ついさっきのことを忘わすれたり、いきなりその場に倒たおれ込んで寝ねたりするらしいですよ。まあ、情じよう報ほう元がギルビーくんだから八割わり方がた嘘うそなんでしょうけど……」

　コニンが話を始め、それにつられるようにしてターヤ達はたわいない雑ざつ談だんに花を咲さかせた。



「……先生、遅おそいねぇ」

　どれほど喋っただろう。ふと、パルミが呟つぶやいた。

「そうですね。もう大分経たつんですけど」

　コニンも頷うなずく。

「うーん……そうだぁ！　ねえ、あたしたちもぉ、ちょっと図書館に行ってみない？」

　いきなり、パルミがとんでもないことを口にした。

「な、何をおっしゃいますの！　先生は待っていてくれとおっしゃったのですよ？」

　貴族という立場も忘れ、ターヤは大声を出す。

「だってぇ、ターヤちゃんが行きたそうにしてるんだもん」

　パルミが屈くつ託たくなく笑う。

「そ、そんなことは……」

　ないわけがない。

「……まあ、あなた方がどうしてもとおっしゃるのなら、考えないでもありませんが」

　しかし、それを肯こう定ていするのは貴き族ぞくの沽こ券けんに関かかわる。ターヤは本心を隠かくした。

「うーん、正直言ってぇ、あたしはどっちでもいいんだけどぉ」

　思わず、ターヤはずっこけそうになった。

「ターヤちゃんが別にいいっていうならぁ、わたしは行かないよぉ？」

　時々ターヤは思うのだが、パルミはとぼけた振ふりをしてターヤをからかい遊んでいるのではないだろうか。

「あ、わたし行きたいかもです！」

　ターヤが返答に窮きゆうしていると、コニンが手を挙げた。

「仕方ありませんわねそれでは行きましょうか本当に仕方ないですけど！　あくまで『コニンが』行きたいと言ったからですけど！」

　決して乗り気だというわけではないことを主しゆ張ちようしながら、ターヤは凄すさまじい速度で懐ふところから三人分の代金を取り出しテーブルの上に叩たたきつけた。言動と行動が完全に乖かい離りしているが、それに気づく余裕などない。

「さあ、行きますわよ！」

「え？　別にわたしはそこまで行きたいわけじゃ……」

「なに!?　何かおっしゃって!?」

「ひっ……行きます行きます喜んで」

　コニンががくがくと首を縦たてに振る。貴族の威い厳げんに打たれたに違ちがいない。

「ごちそうさまでした。非ひ常じようにおいしかったですわ」

　外に出る前に、きっちりターヤは女性に礼を言っておいた。これも貴族のたしなみである。

「はい、ありがとう。またどうぞ」

　微笑ほほえむ女性に会え釈しやくすると、ターヤは外へ出た。

「さて、図書館はあちらでしたわね……」

「ターヤちゃん、待ってよぉ」

　慌あわてて、パルミ達が出てくる。

「遅いですわよ。なにをもたもたなさってるの？」

「ターヤさんが素す早ばやすぎるんです。……そんなことより」

　コニンが、店の中を指差した。

「あの人も、ついてきたいって言ってるんですけど」

　店の中から、エルリーが出てきた。

「すまぬが、わしも連れて行ってくれぬか？」

「なっ……」

　誰だれが連れていくもんですかという怒ど声せいを喉のど元もとでなんとか抑おさえる。

「……ええ。いいでしょう」

　庶しよ民みんの頼たのみを寛かん容ように聞き入れるのも、貴族の務つとめである。

「すまぬな」

　エルリーが微笑む。悔くやしいが、この笑顔には敵かなわないかもしれない。

　──いや、ここでひるんではならない。

　ターヤは己おのれに活を入れた。自分は誇ほこり高きトルネ家の長女である。そして、なにより──恋こいする乙女おとめである。

　胸むねを張はる。背せ筋すじを伸のばす。この想おもいは、譲ゆずれない。





「ターヤさん」

　図書館に向かう道の途と中ちゆう、コニンがターヤに並ならんできた。

「なんですの？」

　隣となりを向いて、聞き返す。

「あの人、クラウスさんのなんだと思います？」

　ぼかり。

「いったーっ……ひどいですターヤさん、いきなり殴なぐるなんてえ」

「今後もしそのようにたわけたことを言うようなら、丸焼きにさせて頂いただきますわよ」

　コニンは青ざめ、そのまま喋しやべらなくなった。当然である。今の言葉は半分以上本気だ。

「のう、ターヤとやら。ちょうどいい機会だから、少し聞きたいことがあるのだが」

　そんな空気を知ってか知らずか、エルリーが後ろからターヤに話しかけてきた。

「何で、ございましょう？」

　必死に平静を保たもとうと努力しながら、ターヤはエルリーの方を振り返る。ちなみに、ターヤのことを「とやら」呼よばわりしたのは、この女が初めてである。不ふ遜そんにも程ほどがある。

「いや、大したことではないのだが……クラウスは、いつでもあんな感じなのか？」

　要よう領りようを得ない質しつ問もんである。

「あんな感じとは、どんな感じのことでございますか？」

「いや……だから、なんというかだな」

　もごもごとエルリーが口の中で喋る。なんとも苛いらついてくる。

「はっきりおっしゃって下さいな」

　こういう煮にえ切らない態たい度どが、ターヤは一番嫌きらいである。

「この前の授じゆ業ぎようだ。あの時のように、ああいう風に優やさしく接せつしてくるのか？　誰にでも」

「……何をおっしゃるのかと思えば。当たり前ではありませんか。わたしたち生徒はもちろん、どんな方にも分け隔へだてなく接せられる方ですわ」

　当たり前すぎて、答えるのも馬ば鹿からしい。

「そうか……」

　エルリーは残念そうに黙だまり込こんだ。大方、自分だけ特別に接してくれているとでも勘かん違ちがいしていたのだろう。いい気味である。

「あなたがどういう風に先生と知り合われたかは存じませんが、あの方は本当に優しいお人でございますから。多少親切にされたからといって、誤ご解かいなされぬよう」

　ちょうどいい機会だから、ターヤは釘くぎを刺さしておくことにした。

「わしは、そんなつもりは……」

　エルリーがターヤの言葉を否ひ定ていしようとする。しかし、その顔には明らかな動どう揺ようが浮うかんでいた。

　しばらく視し線せんを泳がしてから、エルリーは溜ため息いきをついた。

「ふむ、悟さとられていては仕方ないか。……まあ、その、嬉うれしかったからな」

　今度はターヤがひるむ番だった。あまりにあっさりと肯こう定ていされても、戸と惑まどってしまう。

「わぁぁ……」

　コニンが、口に両手を当てた。その顔は、赤くなっている。ちなみに、パルミにはまったく変化が見られない。いつも通りの表ひよう情じようで、いつも通り何を考えているのかよく分からない。

「これまで、わしにあんな風に接してくれた者はいなかった」

　ぽつりと、エルリーが呟つぶやく。

「そう、なんですの……？」

　にわかには信じがたい。エルリーは、どう見ても魅み力りよく的な部類に入る。年とし若わかそうな外見だが、言い寄よってくる男の一人や二人はいたはずだ。

「まぁ、な」

　エルリーが遠い目をする。その表情は、どこか仄ほの暗ぐらい。

　深入りを拒こばむような、そんな空気を感じる。

　しかし、だからといって、ターヤは不ふ快かいさを感じたりはしなかった。

　エルリーの纏まとう、言葉に出さずともわかる孤こ独どくが安っぽい嫌けん悪お感を排はい除じよするのだ。

　彼女は、いったいどんな人生を送ってきたのだろう。ターヤは、そんなことを考える。

「エルリーさん」

　少し迷まよってから、エルリーに声をかける。

「なんだ？」

「何か悩なやみ事があるなら、相談に乗らせて頂いただきますわよ？」

　途と端たん、エルリーはぽかんと口を開けた。微び妙みように失礼な反はん応のうである。

「庶しよ民みんの悩みに耳を傾かたむけるのも、我われ々われ貴き族ぞくの務つとめでございますから」

「……ふふっ。そうか」

　何を笑うのか。ターヤはむっとする。

「そうむくれるな。……ああ、気持ちは嬉しい。また今度、相談に乗ってもらうことにする」

「分かればよろしいのです」

　ターヤは胸むねを反らした。

「わたくしの温情にありがたく浴するとよいですわ。何しろ、わたくしが下々のものに直じき々じきに言葉をかけるなど──」

「ターヤちゃん」

　と、いきなり腕うでを引かれた。

「なんですの？」

　腕を引いたのは、パルミだった。ただし、いつものパルミと様子が違う。

「ね、ちょっといい？　エルリーさんも、コニンちゃんも聞いて」

　具体的には、目つきが違う。いつもの見ているのかいないのか分からない目ではなく、奥おくに鋭するどい光が宿っている。

「……どうなさったの？」

　パルミがこういう顔をしているときは、黙って話を聞くのが得とく策さくである。日ごろ真しん剣けんでない分、真剣になったときはよほどのことがあるのだ。

「後ろから変な男の人がついてきてる。距きよ離りの取り方とかから考えても間違いないと思う。……見ちゃ駄だ目め」

　咄とつ嗟さに振ふり返ろうとしたターヤたちを、パルミは制せいする。

「向こうは気づかれていないつもりみたい。だから、こっちも知らないふりしよ」

　冷静で的てき確かくな判はん断だんである。その落ち着きぶりに、ターヤも平静を取り戻もどした。

「不意打ちしてやっつけちゃいましょうか？」

　不ふ敵てきな口ぶりでコニンが言う。

「いけません。いくらわたしたちが詠えい唱しようを学んでいると言っても、所しよ詮せん子こ供どもです。身の程ほどは知らねばなりません」

　ターヤは、はやるコニンを諭さとした。力んでも仕方がない。

「戦うのは最後の手しゆ段だんです。このまま、警けい察さつまで歩きましょう」

　そのついてきている男達の目的が何なのかは分からないが、警察の付近で騒さわぎを起こすとは考えられない。

「いい考えだと思う。……でも、無理かも」

「どうしてですの？」

　パルミが、悔くやしそうに唇くちびるを噛かむ。

「囲まれちゃった」

　ターヤ達の行く手に、複ふく数すうの男達が立ちふさがっていた。

　いずれも、まっとうな人間のようには見えない。頬ほおに傷きずが走っていたり、片かた方ほうの目に眼がん帯たいをしていたり、刃は物ものをちらつかせていたりと、外見のみで自分たちはお尋たずね者だと聞いてもいないのに高らかに宣せん言げんしている。

「ここは天下の往おう来らいですわよ。どちらのどなたか存ぞんじませんが、こんな狼ろう藉ぜきが許ゆるされるとお思いになって？」

　ターヤは精せい一いつ杯ぱい余よ裕ゆうがあるかのように振ふる舞まった。

　どれだけこちらが有利な状じよう況きようにあっても、びくびくしていたらつけこまれてしまう。

「そもそも、わたしを誰だと思っていらっしゃるの？　後期貴族時代から続く名家、トルネ家の長女に対してこのような蛮ばん行こう……覚かく悟ごはできていらっしゃるのでしょうね？」

　更さらに、ありったけの力を込めた視し線せんを男たちにぶつける。ここはクレメンテ通りのど真ん中であり、少しでも騒ぎが大きくなれば警官が駆かけつけてくるはずである。時間を稼かせげば、きっと助かる。

「覚悟。そうだね、覚悟ならできてるよ」

　だぶついた服を着た男が、ターヤたちの前に歩み出てきた。



    

  
    
      　彫ほりが浅く、人のよさそうなその顔には、至いたるところに無む惨ざんな傷ができていた。痣あざやらみみず腫ばれやら、まるで拷ごう問もんを受けた後のようである。

「このままだと、僕ぼくたち全員がとてつもなくひどい目に遭あうことになってしまう。君たちでは想そう像ぞうもつかないような、ね」

　声には悲ひ壮そうな響ひびきが混まじっている。瀬せ戸と際ぎわにいるものだけが出せる鬼き気き迫せまった雰ふん囲い気きに、ターヤは圧あつ倒とうされてしまう。

「愚おろかな。お主らはわしには勝てぬ。大人しく引き下がるがよい」

　それまで一言も発さなかったエルリーが、初めて口をきいた。

「この数を前にしてもかい？　警察がくると厄やつ介かいだから、さっさと決着をつけさせて──」

　男の言葉を遮さえぎるように、エルリーの髪かみがふわりと逆さか立だった。

　同時に周囲にのしかかる、凄すさまじいまでの圧あつ迫ぱく感。

　次の瞬しゆん間かん、ターヤ達の背はい後ごから、悲鳴が巻まき起こった。

　振ふり返ると、ターヤたちをつけていた男達が宙ちゆうを舞まい、そのまま吹ふき飛ばされていくのが見えた。

「え、な、何が起こったんですか!?」

　コニンがターヤの腕うでにしがみついてきた。その体は、小こ刻きざみに震ふるえている。

　怯おびえるのも無理はない。いきなり事じ件けんに巻き込まれたかと思ったら、その事件が想像を遥はるかに上回る展てん開かいを見せているのだから。

「お、おのれ……みんなかかれっ！　数で押おせば勝てる！」

　裏うら返がえった声で、傷だらけの男が命令する。

「救いようがないな」

　あきれかえったようにエルリーが呟つぶやき、それを合図にしたかのように男達が宙に浮ういた。

「とっとと失うせるがよい」

　浮かんだ連中は、まるでごみのように地面に叩たたきつけられた。

「……くっ、ここはひとまず引く！」

　そう言いながら立ち上がると、傷だらけの男がすたこらと逃にげだす。

「逃げるか……丁度いい、ここらでけりをつけてやる。クラウスにはすぐ戻もどるとだけ伝えておいてくれ」

　エルリーが、男を追って走り出す。

　ターヤ達は、その場に残された。

　通行人達が、ターヤ達を遠巻きに囲んでひそひそと話している。

「どうしましょうターヤさん、なんだかよく分からないけど大変な事みたいです！」

　コニンは、すっかり取り乱みだしていた。男につけられたと知ったときには気き丈じように振る舞っていたが、いざ暴ぼう力りよくを目まの当たりにするとやはり怖こわかったらしい。

「落ち着きなさい。慌あわてても仕方ありませんわよ」

　ターヤはコニンをたしなめた。しかし、本当のところを言うと、ターヤも平静ではいられなかった。

　あまりに突とつ然ぜんすぎて、さっぱり事じ態たいが飲み込こめないのだ。

「とりあえず、先生のところへ行こうよ。先生なら、何か知ってると思う」

　パルミが言った。すっかり落ち着きを取り戻している。ターヤは心から彼女を尊そん敬けいした。

「そうですわね。急ぎましょう」

　ターヤが答えるなり、パルミが走り出した。日ひ頃ごろののんびりぶりからは想そう像ぞうもつかないような素す早ばやさである。

　怯えてしまっているコニンの手を引っ張ぱり、ターヤはパルミを追いかけた。





　昼下がりという時間帯もあってか、フリン図書館は空すいていた。

「お、あったあった」

　クラウスは、本ほん棚だなの一番下の段だんから本を引きずり出した。やたらと分ぶ厚あつい。クラウスの胴どう回まわりより太そうである。背表紙には、魔ま術じゆつ大事典という月つき並なみな題名が記されていた。

　クラウスが図書館で読むのは、大たい抵ていこういう明らかに値ねの張りそうな本ばかりである。できれば買いたいというのが本音なのだが、経けい済ざい状じよう況きようを考えれば読みたい本を読みたいだけ買うのは自殺行こう為いでしかない。

　小こ脇わきに魔術大事典を抱かかえ、クラウスは長なが机づくえに向かった。

　この事典は魔術を学ぶ者には等しく重要な本である。それゆえに、詠えい唱しよう士し試験が近づくと回かい転てん率りつが激げき増ぞうする。十人待ち二十人待ちなどざらである。使うなら、試験直後のいまのうちというわけだ。

　椅い子すに座すわり、クラウスは魔術大事典を開く。ぶわっと、古い書物特有の何とも言えない匂においがクラウスを包んだ。

　ぺらぺらと頁ページをめくる。調べることは沢たく山さんある。例の詠唱を完成させるためには、様々な知ち識しきが必要だからだ。

　気になる項こう目もくがあれば、手元の紙に書き留とめる。書き付けは、みるみるうちに増ふえていった。

　そうしているうちに、いつしかクラウスの胸むねにこれまで感じたことのないような喜びが湧わき上がり始めてきた。

　ものを生み出すことの、純じゆん粋すいな歓かん喜き。無から有を誕たん生じようさせる過か程ていそのものが持つ、嘘うそ偽いつわりのない感動。

　これまで、詠唱を作成するという作業は苦く痛つうと隣となり合わせだった。一行書き進めれば不安になり、二行書き進めれば憂ゆう鬱うつになった。

　しかし、今回は根本的に異ことなっていた。言葉を連ねるのが、次の展てん開かいを考えるのが、楽しくてたまらない。

　試験云うん々ぬんは、いつしか完全に意識の外に追いやられていた。詠唱を作るというその事自体が、唯ゆい一いつにして至し上じようの目的へと変化していた。

　どれくらい時間が経たっただろう。段々思考が狭きよう窄さく気ぎ味みになってきたので、クラウスは一度休きゆう憩けいを取ることにした。

　事典を閉とじようとする。あまりに分厚いので、閉じるだけで一苦労である。

「……あれ？」

　一度閉じてから、クラウスはもう一度事典を開いた。閉じるその瞬しゆん間かんに、何か気にかかるものが見えたような気がしたのだ。

　ぺらぺらと頁をめくる。その気になる何かは、意外と早く見つかった。



　──否いな、見つかってしまった。



　──闇やみ魔ま術じゆつ

　　陰いん性せいの力や人間の負の感かん情じようを主要な原動力として使用する魔術体たい系けい。

　　魔術再さい興こう時代（クープリ暦れき一四○○頃～一六三七）まで存そん在ざいしていたことが確かく認にんされている。



　はっきり言って、ここだけならなんということもない。歴史を学んだクラウスにとっては常じよう識しきのようなものである。

　問題は、その次に書かれていた詳しよう細さいだった。



　──有名な継けい承しよう一族としては、ヴァイカート帝てい国こくのシャグラッド家が挙げられる。

　　第一次世界動どう乱らん以後、シャグラッド家の足そく跡せきは消しよう滅めつした。最後の継承者はシャグラッド家第三十五代当主エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッドである。

　　現げん在ざい、世界のほぼ全すべての国で研究が禁きん止しされている。



　エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッド。

　あの時、初めてエルリーを見つけて家に連れて帰った時におぼえた違い和わ感に、明確な形が与あたえられ始める。

　頁をめくる手を、本気で止めたかった。しかし、どうしてもできなかった。

　知りたいという衝しよう動どうを、抑おさえることができない。



　──エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッド（一五九四～？）

　　クープリ暦一五九四年、ヴァイカート帝国帝都グロスコフにシャグラッド家第三十四代当主シレノス・メルドガイド・シャグラッドの長女として生まれる。

　　幼よう少しようより鋭えい敏びんで、書を読む速度と理り解かい力りよくが驚きよう異い的に優すぐれていた。また、魔ま力りよく解放にも　天才的な才さい能のうを有していて、狙ねらった人間だけを自じ在ざいに吹ふき飛ばすことができたという。

　　一六○九年、父シレノスの死を受けてその跡あとを継つぎシャグラッド家第三十五代当主と　なる。魔ま術じゆつの研究に心血を注ぎ、短い期間に多数の論ろん文ぶんを発表する。滅多に研究室から姿すがたを現あらわさず、巷ちまたではその存在に疑ぎ問もんを持たれていた。『夜の至し高こう者しや』という二つ名も、彼女が夜になると街をこっそり歩き回るという噂うわさから派は生せいしたものである。

　　一六一二年、帝都グロスコフ消滅の際さいに失しつ踪そう。その後については、様々な説があるがはっきりしていない。『魔転イーヴライズド』を発はつ症しようした、史上最後の人間としても知られる。



　冷静に考えようと努力する。クープリ暦一六○○年代といえば今から千年以上も前である。そんな時代の人が、今生きているわけがない。

　しかし、そう断だん定ていしてしまうには、あまりに材料が揃そろいすぎていた。

　魔術の深い知ち識しき。魔力解放の才能。彼女が語った身の上。

　頭が混こん乱らんする。この奇き妙みような符ふ合ごうを、一体どう受け止めればいいのか。

　それだけではない。気になる点は、まだある。

　──『魔転イーヴライズド』を発症した、史上最後の人間としても知られる。

　この部分が気にかかるのだ。『魔転イーヴライズド』という言葉に耳みみ馴な染じみはないが、字じ面づらからして不ふ吉きつな空気がぷんぷんと漂ただよっている。



　──魔転イーヴライズド

　　闇魔術を使用することにより発症する、魔症の一種。闇魔術の特異な発動式が原げん因いんとされ、一度でも闇魔術を使うと罹り患かんする。治ち療りよう方法は不明。発症すると背せ中なかに羽はね状じようの魔力結けつ晶しようが生成されることが有名である。具体的な症例としては、クープリ暦一六○七年にエルリーフォン・メルドガルド・シャグラッドが自じ宅たくで発症したのが最も信しん憑ぴよう性せいが高いとされている。使用者の魔力の出力を一時的に高める効こう果かもあるため、いちがいに魔症と切って捨すてることもできない。背中に生成される羽状の魔力結晶は『銀翼シルバーウイング』と呼よばれ、実害はないものの本人の魔力が主成分であるため、魔力減少ジエイデツドを誘ゆう発はつしやすいと言われる。



　クラウスは愕がく然ぜんとした。

　もし、この内ない容ようが事実なら、エルリーは体に爆ばく弾だんを抱かかえていることになる。

　魔力とは、生命力とほぼ同どう義ぎであり、それが失われれば、命に関かかわる。それを奪うばうということは、命を奪うのと何ら変わりない。

　エルリーは、追っ手に魔力をぶつけることで対たい処しよしている。元々汲くんでもつきないほどの魔力があるだろうエルリーゆえに、あの程てい度どは朝飯前なのだろうが、何かの拍ひよう子しに『魔転イーヴライズド』を発症してしまえばその限かぎりではない。

　激はげしい後こう悔かいが湧わき上がってくる。やはり、あの時──エルリーが男達に襲おそわれた時に、洗あらいざらい聞き出しておくべきだったのだ。

　クラウスは、椅い子すから立ち上がった。事典を本ほん棚だなに戻もどすと、図書館を後にする。

　急いで、『ハンネマン』に戻るのだ。エルリーが、そこで待っているはずだから。

　彼女が話すまで待つという判はん断だんは、やはり誤あやまりだった。後悔しても、遅おそすぎるのだが。

「……あれ？」

　少し歩いてから、クラウスは立ち止まった。

　通りの向こうから、子こ供どもが三人走ってくる。

「ターヤ達じゃないか」

　様子が普ふ通つうではない。一体、なにがあったのか。

「先生！」

　ターヤが駆かけ寄よってきた。よほど急いできたのだろう、息も絶たえ絶だえである。

「どうしたんだ？」

　落ち着かせようと、クラウスは努めて冷静な声を出した。

「大変なんです！　エルリーさんが、エルリーさんが、凄すごい魔力で、みんな吹き飛んで……」

　ずっとターヤにしがみつくようにしていたコニンが、うわずった声で何か言おうとする。混こん乱らんしてしまっているのか、さっぱり要よう領りようを得ない。

「わたしたちとエルリーさんで図書館に行こうとしていたんです」

　それを制せいして、パルミが説明を始める。

「そしたら、いきなり沢たく山さんの男の人たちに囲まれて……エルリーさんがその人達をやっつけて、それから一人残った人を追いかけて行ってしまいました」

　しかし、パルミにしてもやはり動どう揺ようは隠かくせないようだ。ところどころ、言葉が破は綻たんしそうになっている。

「そう、か……」

　クラウスは弱ってしまった。

　エルリーを追うべきなのだろうか。しかし、自分には何もできない。それは、この前エルリーが襲われた時に証しよう明めい済ずみだ。

　しかし、このまま座ざして見ているわけにもいかない。短い間でも一いつ緒しよに暮くらした少女をあっさり見み捨すてられるほど、クラウスは薄はく情じようではない。

　だというのに、なかなか決心がつかなかった。

　自分が役立たずだから──いや、そんなものは言い訳わけだ。どうしてこんなところで立ち止まっているのか、その理由はうんざりするほど明らかである。

　怖こわいのだ。暴ぼう力りよくの前に飛び出すことが。自らを、危き険けんに晒さらすのが。

　情なさけないことおびただしかった。それでも、勇気を振ふり絞しぼることができない。

　エルリーなら、大だい丈じよう夫ぶじゃないのか。図書館で考えたことも忘わすれて、クラウスはそう思いこもうとする。

　だが。

「先生、あの方は大丈夫なのでしょうか。わたくし、心配で……」

　ターヤの怯おびえたような視し線せんが、彼の背せ中なかを前へと突つき飛ばした。

「ああ、大丈夫だよ。俺おれに任まかせて」

　ほとんど無む意い識しきに、そんなことを口走ってしまった。

「はい……さすが先生ですわ」

　ターヤが、うっとりとした表情でクラウスを見上げてくる。

「どっちの方に行ったの？」

　照れくささを隠すべく、クラウスはすぐに質しつ問もんした。

「西です。ヤルヴァの森とかがある方向です」

　パルミが指差す。

「よし……それじゃあね、ターヤ達は警けい察さつに連れん絡らくしてきてよ。俺は、先にエルリーを追いかけてるから」

「わかりました！」

　ターヤ達は、揃そろって警察署しよの方へ走り出した。

「さて……行くしかないか」

　今回は、ちゃんと杖つえを持ってきている。少しはエルリーの力になってやれるはずだ。

　震ふるえる足もそのままに、クラウスは一歩前へと踏ふみ出す。





「上う手まくいくんでしょうかねえ」

　木の根の上に腰こしを下ろしたヨハンが、サビーネに話しかけた。額ひたいから口元にかけて斜ななめに、鮮あざやかなひっかき傷きずが走っている。

「もちろんよ。わたしの計画にぬかりはないわ」

　同じ木の幹みきにもたれているサビーネが、自信満々に答えた。

「人員の配置も含ふくめて、迎むかえ撃うつ準じゆん備びは完かん璧ぺき。後は、ブラッドが『夜の至し高こう者しや』を誘さそい込こんでくるのを待つだけよ」

「でも、『夜の至高者』って俺たちを迎げい撃げきするだけで、向こうから仕し掛かけてきたことはないじゃないですか。本当にきますかねえ？」

　腑ふに落ちないという口ぶりで、ヨハンが指し摘てきする。

「確たしかにそうね。向こうには『魔転イーヴライズド』っていう泣き所があるから」

　珍めずらしく、サビーネが自分以外の人間の言葉に頷うなずいた。よほど機き嫌げんがいいらしい。

「じゃあ、どうしてなんですか？」

「居い場ば所しよが分かっているのにしばらく泳がせたのはなんのためだと思ってるの？　まぁ、馬ば鹿かな監かん視し係がかりが暴走したこともあったけど」

「そりゃあ、あれでしょ？　『夜の至高者』とあの男があんなことやこんなことへなだれ込むのをじっくり楽しむ──」

　めきり。

「なんてことはなくて、ごめんなさいわかりません」

「簡かん単たんな事よ」

　血のしたたる杖をぶんと振ると、サビーネは木にもたれ直した。

「一緒に住んでいる男に情を移うつらせるため。一人きりならどこまでも逃にげられるけど、自分以外の人間がいればそうもいかなくなるわ。『夜の至高者』は必ず来る。危険を承しよう知ちでね。一緒に住んでいる男を巻まき込まず、自分一人で決着をつけるために」

「本当ですか？　なんか、彼女のことをよく知ってるみたいな言い様ですね」

「別にそういうわけじゃないわよ。ただ……そうね。あたしも女だから分かるの」

　サビーネが頬ほおに手を当てた。どこか、うっとりした表情。

「恋こいは、盲もう目もくなのよ」

「ぷぷっ」

　全力で吹ふき出してから、ヨハンは慌あわてて口を押おさえた。

「ヨーハーンー？」

　もちろん手て遅おくれである。

　失礼な部下を叩たたきのめしてから、サビーネは腕うでを組んで思案する。

「問題は、あのクラウスとかいう同どう居きよ人にんだけど……まあ、小物みたいだし大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「あんまり油ゆ断だんしない方が……」

　地面に横たわったまま、ヨハンが何か言おうとする。

「うるさい。わたしが大丈夫といったら大丈夫なの」

　サビーネは不ふ敵てきに笑った。

「神をも上回ると言われた闇やみ魔ま術じゆつの破は壊かい力りよく……手に入れさせてもらうわよ」



    

  
    
      　第六章　月げつ呪じゆ　Moonspell






　クレメンテ通りの西せい端たんから先に広がる森を、コティペルト王国の住民はかつての冒ぼう険けん者しやの名からヤルヴァの森と呼よぶ。

　首都にこれだけ未開発の地ち域いきがあるのは世界的にも珍めずらしい。どうして誰だれも手を加えようとしないのかというと、国が開発を禁きん止ししているからだ。

　理由は、表向きでは希少種の保ほ護ごとなっていた。実じつ際さい、ヤルヴァの森には絶ぜん滅めつ寸すん前ぜんの生き物が多数生息している。

　しかし、国民の間では、他ほかに理由があるのではないかという噂うわさが絶たえない。曰いわく、禁止されている大だい規き模ぼ攻こう性せい詠えい唱しようの実験場だとか、他国に攻せめ入られたときに王族が避ひ難なんするための非ひ常じよう用よう施し設せつがあるとか、第二次世界動どう乱らん時代の秘ひ宝ほうが埋うまっているとか。いずれも信しん憑ぴよう性せいには欠けるものの、噂が途と絶だえることはない。

「……参ったなあ」

　クラウスは、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　ヤルヴァの森は、開発されていないだけあってやたらと足場が悪い。おまけに広い。人一人捜さがすのは、至し難なんの業わざと言えた。

　どうしたものだろう。クラウスは途と方ほうに暮くれる。

　四方に、人の気配はない。木々のざわめきや、名前も知らない動物の吠ほえ声が聞こえてくるばかりである。

　が、そんな音に混まじって、どこからか身の毛もよだつような波動が流れてきた。強大な、魔ま力りよくだ。

　色など付いているはずもないのに、クラウスは黒を連想した。全すべてを飲み込み、自分と同化させてしまうような、漆しつ黒こくを。

　続いて、かすかに人の声が聞こえてきた。怒ど号ごう、あるいは悲鳴。男のものだ。

　考えるまでもない。エルリーが、追っ手を倒たおしたのだ。しかし、これまでとは何かが違ちがう。

　クラウスの脳のう裏りに、最悪の想そう像ぞうが浮うかぶ。

『魔転イーヴライズド』。魔力を強化する代わりに、本人を死に至いたらしめかねない諸もろ刃はの剣つるぎ。

　クラウスは、再ふたたび走り出した。すぐにでも、エルリーを止めないと。

　魔力の流れは、断続的に発生している。心なしか、どんどん暗く重く変化しているように思える。

　細かく移い動どうしているが、大体の位置は特定できた。今クラウスがいる場所から、そう離はなれてはいない。

　距きよ離りが、どんどん近づいているのが分かる。魔力がより側そばに感じられるのが、なによりの証しよう拠こだ。

「畜ちく生しよう、囲め！」

「無理だっ、近づけない！」

　男達の声も、鮮せん明めいに聞き取れる。

「うわっ……」

　更さらに近づこうとして、クラウスはその場にしゃがみこんだ。凄すさまじいまでの魔力が、襲おそいかかってきたのだ。

　全身が粟あわ立だつ。エルリーは、本気だ。近ちか寄よるものを、無差別に攻こう撃げきする構かまえである。

　しゃがんだだけでやりすごせるものでもないのだが、クラウスは吹き飛ばされずに済すんだ。運が良かったらしい。

　周囲は静まりかえっている。いつのまにか、獣けものの声すらしなくなっていた。

「……エルリー？」

　クラウスは、小声で呼びかけた。

「エルリー。いるんだろ？」

　先ほど、魔力が吹き付けてきた方向へと歩く。

「どうして、追ってきた」

　──エルリーが、そこにいた。

　沈ちん鬱うつな表ひよう情じよう。うつむいたまま、クラウスと目を合わせようともしない。

「どうしてって、エルリーが心配だからに決まってるだろ」

「……すまぬ。クラウス。お主を巻まき込むつもりはなかった」

　か細い声で、エルリーが言った。

「しかし、そんな考えは甘あまかったようだ。わしの、責せき任にんだ」

「エルリー、俺は、そんな──」

「わしにこんなことを言う資し格かくはないかも知れない。しかし、言わせてくれ」

　クラウスの言葉を遮さえぎり、エルリーは微笑ほほえんだ。

　これまで見た中で一番哀かなしそうで、一番辛つらそうで、

　そして、一番綺き麗れいな笑顔だった。

「ありがとうクラウス。短い間だったが、お主といられて本当に楽しかった」

　いつの間に忍しのび寄っていたのか、一度に七人もの男が木こ陰かげから飛び出してきた。

「覚かく悟ごしやがれ！」

「もう逃にがさんぞ！」

　口々に喚わめきながら、エルリーに襲いかかる。

『unas mas vittas, todos ragan migan, roumuna porutimena──girie, ririe!』

　そんな彼らの方も向かずに、エルリーが言葉を紡つむぐ。クラウスの聞いたことのない言語である。

　その言葉が終わると同時に、エルリーを中心として凄まじい波動が生まれた。

　木々がなぎ倒され、地面が抉えぐれていく。

　空気が砕くだける音が聞こえるようだった。魔力解かい放ほうなどとは根本的に異ことなる、残ざん酷こくなまでに秩ちつ序じよだった暴ぼう力りよく。

　波動はしばらく荒あれ狂くるうと、潮しおが引くように消えていった。

　クラウスはぺたんとその場に座すわり込んだ。腰こしが、抜ぬけたのだ。

　どういうわけか、クラウスは傷きず一つついていない。彼以外の物全てが、原型をとどめないほどに破は壊かいされているというのに。

「エルリー、どうして闇やみ魔ま術じゆつなんて……」

　言いながらエルリーの方を見て、クラウスは頭が真っ白になるような衝しよう撃げきを受けた。

　そこに立っているのは間ま違ちがいなくエルリーの筈はずだ。体型も、顔形も、すべてエルリーのものである。

　しかし、それまでのエルリーとは決定的な違いがあった。





　背せ中なかに、翼つばさが生えていた。

　銀色に光り輝かがやく、美しくも禍まが々まがしい翼が。





「隠かくす、つもりは、なかった」

　エルリーの声にも、変化がなかった。だからこそ、背中の翼の違い和わ感が余よ計けいに際きわだつ。

「エルリー……やっぱり」

　千年前に滅ほろびたはずの魔ま術じゆつ体たい系けい。

　それを使用することによる副作用ともいうべき、魔ま症しよう。

「騙だますつもりも、なかった」

　エルリーは、目を伏ふせた。

「今いま更さら隠しても仕方ないな。わしは、闇魔術を行使する人間だ。今の時代では──」

　何かが、音を立てて壊こわれようとしている。

　しかし、クラウスには、それをただ待つ他ほかに為なす術すべがなかった。

「今の時代では、『夜の至し高こう者しや』と呼よばれているようだな」

　やはり、そうだったのか。クラウスの全身を、脱だつ力りよくにも似にた感覚が走り抜ける。

「今まで、世話になった」

　ぽつりと呟つぶやくと、エルリーは走り去った。

「え、エルリー！」

　クラウスは呼び止めたが、エルリーは振ふり返らなかった。

　エルリーの姿すがたは、あっという間に木々の間へと消えていく。

　その場に、クラウスと動かない男達が残された。

「う……ぐ」

　クラウスのすぐ側そばで倒たおれていた男が呻うめく。命までは奪うばわれていないらしい。

　ここでぼんやりしていても無意味だ。そんなことは分かっている。しかし、どんな行動を取ることもできなかった。

「クラウスっ！」

　どれだけ、そうしていただろう。至近距きよ離りから名前を叫さけばれ、クラウスは我われに返った。「もう、何ぼんやりしてるのよ」

　呼びかけてきたのは、イルミラだった。

「どうしたんだよ、こんなところで」

「どうしたもこうしたもないでしょ！　買い物の途と中ちゆうであんたの生徒に出くわして話を聞いたの」

「そうか、ターヤ達から聞いたのか……」

「うん。なんか様子がおかしかったから話を聞いてみたのよ。そしたら、エルリーが変な連中ともめてるとか言うから加か勢せいに……って」

　そこまで話して、イルミラは初めて倒れている男達に気づいたらしい。

「何これ!?　あんたがやったの？」

　クラウスは、首を横に振った。

「エルリーが、やったんだ。周りの木が倒れてるのも、そうだよ」

「ええっ!?　そんな、ちょっと普ふ通つうじゃないわよこれ。どんなことしたらこんな風に……」

　イルミラは言葉を切り、クラウスの眼めを真まっ直すぐに見てきた。

　その視し線せんは、どこか彼女の姉──レシーナを思い起こさせる。優やさしく、かつ芯しんのある光。

　この眼が相手では、どうやっても隠し通せない。クラウスは諦あきらめ、洗あらいざらいイルミラに話した。

「……それ、本当？」

　イルミラの反はん応のうは、至し極ごく当たり前のものだった。

「信じられないのは俺おれも一いつ緒しよだ。でも、事実なんだと思う」

　証しよう拠こは、もう列挙するのがばからしいほどに揃そろっている。疑うたがおうにも、その余よ地ちすらなかった。

「うん……あんたがそう言うんなら、そうなんでしょうね」

　イルミラが頷うなずいた。突とつ拍ぴよう子しもない話なのだが、信じてくれたらしい。

「それで、これからどうするの？」

　そして、不安そうな顔で訊たずねてくる。

「……俺は」

　どうするのか。どうすべきか。

　エルリーの顔が思い浮うかぶ。深く傷きずついたような、孤こ独どくに打ちのめされたような、そんな顔。

「俺は、エルリーを追いかけるよ」

　考えるまでもないことだった。

　彼女をこのまま一人にしておくことなんてできない。

　このままだったら、たとえいかなる結果に終わったとしても、彼女はきっとクラウスの元には戻もどってこない。

「そう……」

　イルミラが、真しん剣けんな顔で頷く。

「警けい察さつには、任まかせないの？」

「それは、無理なんだ」

　クラウスは首を横に振ふった。

「どうして？」

「エルリーは、闇やみ魔ま術じゆつを使ってしまったんだ。多分、俺と一緒にいるときに襲おそわれたから、万が一にも俺を巻まき込こまないようにするために。

　知ってるだろうけど、闇魔術は研究自体が禁きん止しされてるんだ。使ったりしたら、重い罪つみが課せられてしまう。……だから、警察は頼たよれない。危き険けんすぎるんだよ」

　エルリーは、おそらくクラウスに万一のことがないように、闇魔術を使用したのだろう。しかし、それは彼女をより追いつめるという結果をもたらしてしまったのだ。

「それじゃ、わたしも行く」

　イルミラが、そんなことを言ってきた。

「えっ……」

　驚おどろきを隠かくせないクラウスを、イルミラはむすっと睨にらんだ。

「なんでそんな顔するのよ」

「いや、だって、イルミラはエルリーと喧けん嘩かしてたし……」

「……そりゃあ、あいつのことは色々気に入らないけど」

　少し顔を赤くして、イルミラは目を逸そらす。

「……あいつ、悪い奴やつではないし。あんた一人じゃ、心こころ許もとないし」

　そのぶっきらぼうな口ぶりの後ろに温かい心こころ遣づかいを感じて、クラウスは思わず笑え顔がおになった。

「ありがとう」

「べ、別に礼なんていいって。ほら、行くわよ」

「……うん」

　二人は、その場を後にした。





　こんなに哀かなしいのは、きっと生まれて初めてだった。

　クラウスの表ひよう情じようが焼き付いて離はなれない。エルリーの背せ中なかに今も残る、この忌いま々いましい翼つばさを見たその表情が。

　シャグラッド家の一人ひとり娘むすめ──言い換かえれば嫡ちやく流りゆうの跡あと取とりとして、子こ供どもの頃ころから闇魔術の技ぎ術じゆつや理り論ろんを叩たたき込まれてきたエルリーは、一いち般ぱん人じんから見れば理り解かいの範はん疇ちゆうを超こえた化け物以外の何者でもなく、魔術を学び行使する者たちから見れば悪魔の業わざを修おさめた異い端たん者しや以外の何者でもなかった。

　いつでもどこでも、エルリーに向けられる視線は同じだった。恐きよう怖ふと嫌けん悪おが入り交じった、あの不ふ快かいな視線。

　慣なれていたはずだった。幼おさない頃から、間かん断だんなくその視線に晒さらされてきたのだから。やり過すごす自信を、持っていたはずだった。

　どうせ自分の将しよう来らいは決まっている。詠えい唱しようを生み出す装そう置ちとして、死ぬまでを研究室で過ごすのだ。他者にどう思われようとも、興味を持つ気にすらならなかった。

　しかし、それは思いこみだった。たった一人の青年の顔に、エルリーの自信は完かん膚ぷ無なきまでに打ち砕くだかれたのだ。

「……ふう」

　エルリーは立ち止まった。

　随ずい分ぶん歩いたせいか、足が棒ぼうのようになっている。

　服が汚よごれるのにも構かまわず、その場に腰こしを下ろした。クラウスから借りている服なのだが、もう遠えん慮りよする必要はない。彼にこの服を返す機会は、多分二度と訪おとずれないのだから。

　周囲はすっかり暗くなってしまった。正直なところ、ここがどこなのかもよく分からない。

　しかし、エルリーはとりたてて慌あわてなかった。道に迷まよって焦あせるのは、行くところあるいは帰るところがあるからだ。そのどちらも持っていないのだから、落ち着いていて当たり前である。

　結局、一人なのだ。心が冷たく凍こごえていくのを感じながら、エルリーはそう納なつ得とくする。

　自分は、一人なのだ。いつでもどこでも。誰だれかと一いつ緒しよにいることなど許ゆるされはしないのだ。

　都市一つをも滅ほろぼしうる、魔ま性しようの力を持ってしまったが故ゆえに。

「あ、そんなところに……」

　声が聞こえた。顔を上げると、あのだぶついた服を着た男が少し離れたところにいた。逃にげ足ばかり早い奴やつである。

「逃がさぬ。お主らは、全員叩たたきのめす」

　憎にくしみを込めて、エルリーはそう吐はき捨すてる。

　男は、背中を見せて駆かけだした。

「待て！」

　立ち上がり、エルリーは走る。憎ぞう悪おが、彼女の疲つかれ切った足を強ごう引いんに動かしていた。

　どれだけ追いかけただろう。男が、足を止めた。逃げられぬと観念したのか。

「任にん務む、完かん了りようと」

　いや、そうではないらしい。この男、妙みように余よ裕ゆうがある。

「ようやく来たわね。もう真っ暗なのに来ないもんだから、どっかよそにいったのかと思ったじゃない」

　女の声がした。聞き覚えがある。

「みんなが上う手まくやってくれたようですね」

　続いて、男の声。この声も、聞いたことがある。

　声のした方に顔を向けると、かなり離れた位置に白い灯あかりが見えた。

「『夜の至し高こう者しや』。降こう参さんするなら今のうちよ」

　その灯りの側そばから、声が聞こえる。

「……はん」

　鼻で笑ってみせる。返事をする気にもなれなかった。

「きいい！　バカにしたわね！」

「ああっサビーネさん落ち着いて下さい！　ここで短気を起こしちゃ元も子もないですよ」

　杖つえの光が揺ゆれる。どうやらもみあっているらしい。全く下らない。

「はぁ、はぁ……」

　女の荒あらい息づかいが聞こえる。

「せっかく作戦を立てたんだから、その通りに行きましょう」

　男は必死でなだめているようである。

　ここまできて、ようやくエルリーはこの二人のことを思い出した。氷結結界が消しよう滅めつするその瞬しゆん間かんに居い合あわせた二人組だ。

　世界征せい服ふくがどうのこうのと馬ば鹿かなことを言うから吹ふっ飛ばしたのだが、しぶとく追いかけてきていたらしい。

「言われなくても分かってるわよ！」

　深しん呼こ吸きゆうをする気配。

「……『夜の至高者』。何を怖こわがっているのかしら？　ほら、お得意の闇やみ魔ま術じゆつとやらでかかってきなさい」

　へたくそな挑ちよう発はつである。

「ふん。たいしたことないわね」

　いきなりそう言われても、腹はらを立てようとも思わない。

「どうしたの。その程てい度ど？」

　どうやら、よほど闇魔術を使って欲ほしいらしい。大方さっき男が言っていた作戦とやらに関係があるのだろう。別に今いま更さら出し惜おしみしようとも思わないが、このまま使うのも安売りするようで面おも白しろくない。

「腰こし抜ぬけ。弱虫」

　ほとんど子こ供どもの喧けん嘩かである。気力は萎なえる一方だ。

「そんなことだから、男にも逃げられるのよ。ざまあないわね」

　気が変わった。やはり叩たたきめのす。

　エルリーは立ち上がった。

『figinisia torinisia saifan, oruguin kikiruin moritoin』

　サイファー語──繋けい詞しや頭取り、語意連れん鎖さなどを生み出しやすい、詠えい唱しようのために存そん在ざいする言語でもって呪じゆ文もんを詠よみあげる。

　魔力が膨ぼう張ちようする。エルリーの体から溢あふれだし、行き場を求めて暴あばれ始める。

『mitia atos, mitia atos!　mitia potora mitia retoa』

　その魔力に詞ことばでもって手た綱づなを引き、方ほう向こう性せいを与あたえる。この時代の言葉で「英雄の最期ヒーローズエンド」を意味する『figinisia ra mitia』の詠唱を組み上げ、

『figinisia ra mitia』

　鍵けん言げんを加えた。後は発動し、あの憎にくたらしい女に思い知らせるだけ──

「かかったわね」

　違い和わ感。女の声から滲にじみ出ている勝ち誇ほこったような匂においに、エルリーの頭の片かた隅すみで警けい報ほうが鳴り響ひびき、

「なっ……！」

　次の瞬間、大きな異い変へんが起こった。

　光の柱が、エルリーの周囲至いたる所から天に向かって立ち上ったのだ。

　しまった。そう思ったときには、全すべてが手て遅おくれだった。

　エルリーの足あし下もとに、びっしりと文字が浮うかび上がる。文字はいずれも光り輝かがやいていて、魔力が与えられていることを示しめしている。

　無数の光の柱は、エルリーを囲むようにして収しゆう束そくし、ついには一つの筒つつ状じようの形をした柱へと変化した。

「ほっーほっほほほ！　してやったり！」

　いかにも根こん性じようの悪そうな笑い声と共に、女がエルリーに歩み寄よってきた。

「あ、サビーネさん！　迂う闊かつに近づくのは……」

　男が女を止めようとしたが、女はその手を振ふり払はらった。

「大だい丈じよう夫ぶ。『天地光橋陣エデンブリツジ』が一度完全に決まれば、いくら『夜の至し高こう者しや』でも動けないわよ。わたしが魔力を供きよう給きゆうし続けている限かぎりね」

「お主……何を、した」

　それだけ言うのがやっとだった。体中の力が奪うばわれていく。

「これはね、任意起動型閉塞結界デイサモニア・マンデイの一種。わたしの卒業研究なの。あまりの素す晴ばらしさに、当時のカイヌライネン魔術学会は、上を下へと揺ゆれ動いたものよ」

　女が偉えらそうに胸むねを張はる。

「またまたあ。学会で問題になったのは内ない容ようよりもサビーネさんの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態たい度どじゃないですか。第一、天地光橋陣エデンブリツジの根こん幹かん設せつ計けいは俺おれも手伝ってるんですけど」

「う、うるさいわね。ちょっと黙だまってなさい！」

　女は男を怒ど鳴なりつけると、エルリーに向き直り咳せき払ばらいを一つした。そして、得意げに話し出す。

「効こう果かは……まあ説明するまでもないけど、陣じんの中にいる人間の魔力と体力を奪い、行動を抑よく制せいすること。今回の場合は、強い魔力に反はん応のうして発動するように指し示じを組み込こんでおいたから、あんたが闇魔術を使うと同時に発動したってわけ」

「説明するまでもないとか言いながら、だらだらとまあ……」

「だからうるさいって言ってるのよ！」

　女は再ふたたび男を怒鳴りつけると、エルリーに向き直った。

「さて、自じ己こ紹しよう介かいしておきましょうか。わたしはサビーネ・トリス・エデルスバクス。よろしく」

「あ、どうも。ヨハン・アクセルソン・ローヴァっていい……」

「あんたまで名乗らなくてもいいの！……さあ、これであなたは籠かごの中の鳥よ。もう逃にがさないから覚かく悟ごすることね」

　もう、立っているのも苦しい。エルリーは膝ひざをついた。しかし、屈くつ服ぷくしないという意い志しを視し線せんに込め、サビーネと名乗った女を睨にらみ付ける。

「うっ……可愛かわいくないわねえ。主しゆ導どう権けんはこっちが握にぎってるのよ。そのことをもう少しわきまえなさい」

　エルリーは睨むのをやめない。

「……まあ、いいわ。あなたに話があるの。聞いてくれるわね？」

　サビーネが腕うでを組んでエルリーを見下ろしてくる。こうしてみると、かなりの身長差があるようである。

　エルリーは、残る力を振り絞しぼって舌したを出して見せた。

「とことん可愛くないわね……。いい？　わたしたちはジョージ・カロドナーの轍てつを踏ふむつもりはないの。そんなに警けい戒かいしないでいいのよ」

　予想だにしない単語に、エルリーは虚きよをつかれた。

　ジョージの悪行については、歴史から抹まつ殺さつされている。少なくとも、エルリーが調べた限かぎりでは、彼はどの書物でも「有ゆう能のうな宰さい相しよう」という肩かた書がきとともに語られていた。

「ふふん。驚おどろいてるわね」

　言いながら、サビーネは懐ふところから一冊さつの本をさっと取り出した。



    

  
    
      「サビーネさん……気を付けて扱あつかって下さいよ？　なんてたって年代物なんですし」

「わ、わかってるわよ。ちょっと格かつ好こうつけたかっただけよ」

　サビーネは慎しん重ちように本を持ち直すと、エルリーの目の前に差し出した。エイリー式の文字が目に入る。

　表紙にはこう記されていた。

　──『ジョージ・カロドナー日記帳』。

「読めるでしょ。これは日記。あなたを結界に閉とじこめた人物のね」

「お主、なぜこれをっ！」

　一いつ瞬しゆん、自分が魔ま法ほう陣じんの中に囚とらわれていることをエルリーは忘わすれた。

　それほどに、本に記されていた名前は衝しよう撃げき的だった。

「ぐっ……」

　反動が、エルリーの体中に苦く痛つうを植え付ける。

「古本屋に十冊五十デリス均きん一いつで売られてるのを偶ぐう然ぜん見つけたのよ。どうやら、カロドナーの生き残りが家か財ざいとかと一いつ緒しよに持ち出してたみたいね。復ふく元げんには苦労したわ」

　後じさりながら、サビーネが言う。動かれたことで、少々怯ひるんだらしい。

「なんと、なんと書かれて……」

　この魔法陣は魔力と体力を間かん断だんなく奪う陣だという。万が一、この陣の中で『魔力ジエイ減少デツド』を発はつ症しようしてしまえば、ひとたまりもない。

　──いや、そんなことを気にしている場合ではない。この本が、あの男の日記だという、そのことが今は重要なのだ。

「書かれている内ない容よう？　彼が何をしたか──何をしてしまったかが書かれているわ」

「貸かせ……渡わた、せ」

「そんなに慌あわてなくてもいいわよ。……まあ、恨うらむなら自分の浅はかさを恨むことね」

　サビーネが嗤わらう。

「確たしかにあなたは凄すさまじい力を持っているわ。でもね、こっちには千年分の積み重ねがあるのよ。あなたが結界に封ふうじ込められている間に、魔ま術じゆつは魔術で進歩したってわけ」

「お、のれ……」

「お、捕つかまえましたか首しゆ領りよう」

「やれやれ。生きた心地ここちがしませんでしたぜ」

　何人かの荒あらくれ者達が、木の陰かげから姿すがたを見せた。多分、この光の柱を目印として集合してきたのだろう。

「お疲つかれ様」

　サビーネはにこりと笑って彼らをねぎらうと、日記の表紙に目を落とした。

「ジョージ・カロドナー。当時、ヴァイカート帝てい国こくで権けん力りよくをほしいままにしていた重臣ね。彼は、帝国の政せい治じを専せん横おうするだけでは飽あきたらず、世界の全すべてを手中に収おさめようとした。そのためには、シャグラッド家でのみ受け継つがれていた闇やみ魔術が必要だった。そこで、あなたたちを抱だき込もうと工作を始めた」

　その通りである。ジョージは、執しつ拗ように協力を要よう請せいしてきた。エルリーの父が存ぞん命めい中ちゆうの間はまだ多少遠えん慮りよしていたものの、その父が死にエルリーがその跡あとを継いでからは、ほとんど毎日のようにエルリーの元を訪おとずれては自分に力を貸すよう言ってきた。エルリーが首を縦たてに振ふらないでいると、だんだん脅きよう迫はくしてくるようにさえなった。

「あなたがどうしても自分に与くみさないと理り解かいしたジョージは、ある手しゆ段だんに訴うつたえた。いわゆる実力行使ね。無法者同然の連中を大量に雇やとい、あなたを襲しゆう撃げきさせるっていう」

　言われなくても分かっている。その日のことは、手に取るように思い出せる。

　ある日、ジョージは私し兵へいを雇って屋や敷しきを取り囲んできた。話し合いによって解決しようとするエルリーを無む視しし、ジョージは使用人を殺さつ戮りくし、抵てい抗こうをやめないエルリーを結界へと封印したのだ。

　思い出すだけで吐はき気がする。憎ぞう悪おの炎ほのおが胸むねの中で燃もえ上がる。

　エルリーを結界に封印するときの、彼の顔が忘れられない。ジョージは下げ卑びた笑え顔がおを浮うかべていた。他人を踏ふみにじることに何の罪ざい悪あく感もおぼえない人間特有の、欲よく望ぼうが露ろ骨こつに浮かんだ笑顔を。

「彼はあなたを封印した後、あなたの研究室にあった資し料りようを基もとに独どく学がくで闇魔術を会え得とくしようとした。彼自身、魔術の扱あつかいには自信があったからでしょうね。──しかし、その結果は最悪のものだった」

　サビーネは本を開いた。

「その日、彼は日記にこう書き残しているわ。『わたしは力を手に入れた。世界を支し配はいするに足る力を。わたしの名は、永えい遠えんに語られることだろう。歴史上初めて『woqot marot』を発動させた人間として』とね」

「愚おろかな。なんと……救いようのない」

　エルリーは吐き捨すてた。『woqot marot』は、おそらくエルリーでも使いこなせないであろう、闇魔術でも最大の禁きん忌きとされる詠えい唱しようである。少しかじった程てい度どの人間に容易たやすく扱える代しろ物ものではない。

「そしてどうなったかは、あなたも知ってるでしょ？　言葉を学んだぐらいなんだから、歴史についてもある程度勉強したと思うけど」

　そう。その通りである。歴史の本を開いたときの絶ぜつ望ぼう感は、いまだ鮮せん烈れつに胸に焼き付いている。

　クープリ暦れき一六一二年、ヴァイカート帝国帝都グロスコフ消しよう滅めつ。以後二十年以上に亘わたって、世界各国が帝国崩ほう壊かい後ごの覇は権けんを争ったいわゆる第一次世界動どう乱らんが続き、世界の人口は半分以下に減げん少しようしてしまった。

　たった一人の人間の身の程ほどをわきまえない野望により、世界と歴史は決して癒いえることのない傷きずを受けたのだ。

「そこまで、知っていて、お主はなぜ……」

　やり場のない感かん情じようを、目の前の女にぶつける。

「そりゃあ、あなたが都市一つ簡かん単たんに消し去るような人だったらさすがのわたしも力を借りようとは思わないけど、そうじゃないのなら話は別よ」

　サビーネはエルリーの前に立った。油ゆ断だんなく、魔力を陣じんに注ぎ込み続けている。

「いい？　闇魔術を実じつ際さいに使用する必要なんてどこにもないのよ。こちらにあなたほどの強大な力がある。その事実でもって、世界を脅迫するのよ。そうすれば、楽に支配することができるわ」

　やはり、この女はバカである。エルリーは確かく信しんした。誰だれか止めてやらないのか。エルリーの力は凄すさまじいが、『魔転イーヴライズド』がある以上絶対的な抑よく止し力りよくにはなり得ないに決まっている。

「さあ、どうする？　わたしたちに力を貸す？　貸さないとそこから出してあげないわよ」

「断ことわる」

「そう。素す直なおじゃないのね」

　サビーネが笑え顔がおを作る。

「じゃあ、素直にならせてあげる」

　笑顔のまま、サビーネは杖つえを陣のすぐ隣となりに突つき立てた。

　光の柱が、狭せばまる。

　おそらくは魔法陣の出力を上げたのだろう。更さらなる苦く痛つうが、エルリーを苛さいなむ。

　けれども、まだこの程度なら耐たえられないこともない。エルリーの魔力を奪うばい尽つくすには、この魔法陣はあまりに貧ひん弱じやくだった。

「ふん……これしきのことで、わしを屈くつ服ぷくさせることができると──」

　どくん。心しん臓ぞうが、厭いやな音を立てた。

　──まさか。

　背せ筋すじを冷たいものが走る。

「く、ううう！」

　耐えきれず、声が出た。

　体中から力という力が漏もれ零こぼれていくような感覚。

　覚えがある。子こ供どもの頃ころに一度だけ発はつ症しようした、あの忌いまわしい魔症だ。

　その時は、亡なき父の尽じん力りよくにより乗り切った。しかし、今回は誰も助けてくれる人がいない。周囲は、敵てきばかりだ。

　自分が追いつめられていくのを、エルリーは感じていた。





「な、なんで止めるのよ!?」

「待てって！　今行くなんてやられに行くようなもんだよ！」

　飛び出そうとするイルミラを、クラウスは必死で抑おさえる。

「でも、見てみなさいよ！　エルリー、あんなに弱って……」

　そんなことは、クラウスにも分かっていた。エルリーは、おそらく魔転イーヴライズドを発症しているに違ちがいない。

「だからって、今俺たちが行っても返り討うちに遭あうだけだよ。見ろよ、あそこにいる二人、指名手配されてた奴やつらだぜ」

　最さい高こう峰ほうの教育を受けた、超ちよう一いち流りゆうの詠えい唱しよう士し。そんなものが二人もいるのだ。素人しろうとのイルミラと落第生のクラウスでは、どうあがいても勝てる相手ではない。

「じゃあどうするのよ！　このままエルリーを見殺しにしろっていうの!?」

「そんなこと言ってない！　いいから落ち着け！」

　クラウスの言葉が届とどいたのか、イルミラがようやく力を抜ぬいた。

「わかったわよ。……ねえ、なんか必殺の詠唱とかないの？　一発でみんなやっつけちゃうような」

「ばっか。そんなのあったら苦労しないよ」

　自分が使用可か能のうな詠唱を思い返し、クラウスは暗あん澹たんたる気分になる。

　子供でもおぼえられるような基き本ほん的な詠唱。直ちよく接せつ的な攻こう撃げきには使用できない防ぼう性せい詠唱。試験で一いつ蹴しゆうされた自作詠唱。未いまだ完成していない自作詠唱。どれもこれも、現げん在ざいの状じよう況きようを打だ破はするには到とう底てい至いたらない。

「くそっ……」

　己おのれの無力さが、身み震ぶるいするほどに悔くやしい。

「……あれ？　なんか向こうの方が騒さわがしいよ」

　ふと、イルミラが遠くを見み透すかした。

「なに!?　なにがあったの！」

　さっきまでイルミラと話していた女──サビーネが怒ど鳴なる。

「警けい察さつです！　嗅かぎつけられた！」

　一人の男が、クラウス達とは反対側から駆かけ寄よってきた。

　それを追うようにして、同じ格かつ好こうをした多数の人間が姿すがたを現あらわす。

　イルカと鷲わしの絵え柄がらが縫ぬいつけられたマント。王国警察官である。

「くそう！」

　男達が、手に手に武ぶ器きを構かまえる。

「コティペルト王国警察である！　君たちは完全に包囲されている！　大人しく武器を捨すて投とう降こうせよ！」

　警官の中から、その指し揮き官かんらしき人物が前に出て大だい喝かつした。

　その人物が誰であるか理り解かいし、クラウスはぶったまげた。

「ルドルフ!?」

　いつも『ハンネマン』でだらだらと過すごし、女の子をナンパする以外に能のないはずの駄だ目め男おとこが、並なみ居いる警官を率ひきい悪漢と対たい峙じしている。冗じよう談だんにしては笑えない。

「……しんじらんない」

　呆ほうけたように、イルミラが呟つぶやく。

「サビーネ・トリス・エデルスバクス及およびヨハン・アクセルソン・ローヴァの二名は、国こく際さい指名手配されているので最重要確かく保ほ対象とする！」

　衝しよう撃げきは大きい。ルドルフに、「かっこいい」という形けい容よう詞しを用いることになるとは、夢ゆめにも思わなかった。

「ふざけんじゃねえ！」

「警官風ふ情ぜいが！」

　二人の男が、ルドルフに殴なぐりかかった。一人は棍こん棒ぼう、一人は短刀。いずれも、屈くつ強きようそうな手合いである。

「隙すきだらけだな。基本がなっていない」

　ルドルフは二人の攻撃をいとも簡かん単たんにかわすと、それぞれの後頭部に一撃ずつ手刀を叩たたき込こんだ。

　呻うめき声とともに、男達がその場に崩くずれ落ちる。

「ルドルフが強いぞ。どうなってるんだ」

　クラウスは目をこすった。理解を超ちよう越えつした光景の連続に、開いた口がふさがらない。

「取り押おさえろ！　王国警察警部の名において命じる！　一人も逃のがすな！」

　ルドルフが指し示じを下し、警官が一いつ斉せいに行動を開始する。

「警部って……もしかして、ルドルフさんってすごく偉えらい人だったのかな」

　イルミラが呟く。

「みたいだね」

　何十人という部下を、まるで手足のように操あやつっている。先ほど見せた戦せん闘とう能力といい、どう見ても只ただ者ものではない。

　警官とサビーネの部下たちの交戦が開始された。一いつ進しん一いつ退たいの、激げき戦せんである。

　訓練された警官の方が連れん携けいにおいては上回っているが、個こ人じん的な技ぎ量りようではサビーネ側も引けを取っていない。戦闘は、徐じよ々じよに膠こう着ちやく状じよう態たいへと陥おちいっていく。

「よし、先生方お願いします！」

　掴つかみかかってきた巨きよ漢かんを転ばせ同時に鳩尾みぞおちへ一撃を入れて昏こん倒とうさせるという荒あら技わざを決めつつ、ルドルフが叫さけんだ。

　木こ陰かげから、三人の男が進み出た。いずれも、暗い色のローブに身を包み、手には杖つえを持っている。詠唱士だ。

『常とこしえの力乞こい取りて、古いにしえの同胞はらから生み落とす！　嘆なげきの巨人スペランザ、いざ冥めい界かいより現れ出いでて、覇は光こう威い風ふうを顕あらわし示しめせ！　閻えん獣じゆう召しよう喚かん、賤せん衆しゆう崩ほう元がん！』

　その中の一人が、詠唱する。

　クラウスは息を呑のむ。これは、その制せい御ぎよの難むずかしさから幻まぼろしの詠唱と呼よばれた『忌リ避ーさパれーしメ救サいイ手ア』である。目まの当たりにするのは初めてだ。

「わああ！　な、なんだ!?」

　男達が悲鳴をあげる。

　地面が、めきめきと盛もり上がり始めたのだ。盛り上がった地面は、ゆっくりと人の形を形成していく。

　やがて、土でできた巨人が生まれた。人間五人分はあろうかという腕うでに、周りの木々を軽く凌りよう駕がする背せ丈たけ。神話において、大地の神に仕え魔まを踏ふみ殺したと伝えられる巨人スペランザの姿すがたを模もした、魔パ製ペ人ツ形トである。

　巨人は大地を揺ゆるがせるような咆ほう哮こうを放つと、サビーネの部下達を次々に血祭りに上げ始めた。

『しなるその身はあたかも小こ枝えだ、うなるその声あたかも疾風はやて。闇やみに閃ひらめき虚こ空くうを引き裂さく、汝なんじの名なは神しん鞭べんと申せり。打ちよう擲ちやく封ふう体たい、凋ちよう落らく宥ゆう廻かい』

『魔の理を解ときほぐし、輪の偽いつわりを言こと祝ほがん！　数多あまたの力を増まし増ふやし、光と大道の助けと為なさん！　想そう守しゆ甲こう擁よう、抱ほう躯く称しよう光こう！』

　他の二人も、次々と詠唱を始めた。

　細い光の線が、縦じゆう横おう無む尽じんに周囲を走り、立ちすくむ無法者たちを打ち据すえる。

　巨人の動きがキレを増し、どんどん相手を蹂じゆう躙りんしていく。

　いずれも、詠唱の効こう果かだ。光の線は『神鞭の刻歌ウイツプラツシユ』という詠唱により生み出された、魔力を縒より合わせた硬こう質しつな紐ひもであり、巨人の動きがよくなったのは『祈りの主上ウイツシユマスター』と呼ばれる助じよ性せい詠唱により、『忌リ避ーさパれーしメ救サいイ手ア』が強化されたためである。

　前者はともかく、後者は光龍防壁ドラゴンウオールのような助性詠唱を得意とするクラウスでも使える詠唱なのだが、詠唱そのものの効果が段だん違ちがいだ。おちこぼれと本物の違いなのだろう。

　ともあれ、三人の詠唱士の登場により、戦いの趨すう勢せいは大きく変化した。

　次々と、男達は取り押さえられていく。

　僅わずかな間に、無法者側で残っているのは指名手て配はい犯はんの二人と、だぶついた服を着た男だけになった。

「サビーネ、ヨハン。もう逃にがさないぞ。大人しく縄なわにつけ」

　有う無むを言わせぬ態度で、ルドルフが申し渡わたす。

「……どうします、こんなことを言ってますが」

　指名手配犯の男──ヨハンが、肩かたをすくめてサビーネを見る。あまり、せっぱ詰つまった様子はない。

「どうもこうもないわよ。まったく、下げ僕ぼくどもがこんなに情なさけないとはわたしも思わなかったわ」

　サビーネは、憤ふん懣まんやるかたないといった様子で吐はき捨すてた。

「ひどいですねえ……みんな頑がん張ばって戦ったのに」

　だぶついた服の男が溜ため息いきをつく。

「負けたら同じよ」

　そう言うと、サビーネはルドルフに指を突つきつけた。

「さあ、降こう参さんするなら今のうちよ」

　まったく立場というものをわきまえていない口ぶりである。

「ふっ。この期ごに及およんで調子に乗った言い様だな。まあいい、詠唱士の皆みな様さま方がた、とどめをよろしくお願いします」

　落ち着いた様子で、ルドルフが詠唱士の方を向く。

「わかりました。お任まかせ下さい」

　最初に詠唱した詠唱士が、杖つえをサビーネに向ける。

　土でできた魔パ製ペ人ツ形トが、サビーネに向かって移い動どうする。

　足を一歩踏み出すたびに、大地が振しん動どうする。離はなれた場所にいるのに、クラウスは肝きもが冷えるのを感じた。

「……わたしもなめられたものね。こんなおもちゃで倒たおせるとでも思ってるのかしら」

　呆あきれたようにそう言うと、サビーネは杖の両りよう端はしを持ち構かまえた。

　目を半はん眼がんに閉とじ、詠唱を開始する。

『身よし体たいよし心地ここちよし、我われの心は浮うき立たむ。終ついの時まで願わくば、本ほ意いの富とみこそ続かんと。全すべての魔ま魅みを操あやつりて、全ての人じん鬼きと手を取りて、いざ踊おどらんと夷ひな振ぶりの舞まい。妖よう媚び芳ほう放ほう、嬌きよう美び叢そう爽そう』

　聞いたことのない詠唱だ。彼女の自作詠唱だろうか。

「な、なんだと!?」

「こ、これは……」

　詠唱士たちが、初めて動どう揺ようを見せた。それほどに、この詠唱は大変なものなのだろうか。

　変化は、すぐに起こった。魔パ製ペ人ツ形トがくるりと方向を変え、詠唱士達に襲おそいかかり始めたのだ。

『燃もゆる焔ほのおの輝かがやきは、地焼き空焼き夜を焦こがす。眩まばゆくも麗うるわしく、眩まぶしくも美し。紅こう牙が烈れつ吼こう、陽よう沙さ熱ねつ燈とう』

　先ほど光の鞭むちを発はつ現げんさせていた詠えい唱しよう士しが、巨きよ大だいな火球を生みだした。

『故ゆえなき言葉は力無し、声なき心は拠より場なし！　具現せし韻いん文ぶんに、無む限げんなる幸運を！　光こう現げん飾しよく加か、統とう賢けん則そく嘉か！』

　続いて、魔パ製ペ人ツ形トを支援していた詠唱士が、火球に更さらなる力を付ふ与よする。

　火球は、凄すさまじい勢いきおいで魔パ製ペ人ツ形トに激げき突とつした。轟ごう音おんが鳴り響ひびき、魔パ製ペ人ツ形トはふらりとよろめく。

「よし、もう一度だ！」

　見事な連れん携けいである。攻こう性せい詠唱を発動し、絶ぜつ妙みような呼こ吸きゆうでその攻性詠唱に助性詠唱を上乗せし、更なる破は壊かい力りよくを引き出す。まさしく、一流の仕事といえた。

　詠唱士達は同じ詠唱を繰くり返し、再ふたたび火球を生み出した。

『冬を圧あつする死し滅めつの響き、あるいは凍こおれる破滅の息吹いぶき！　極ごつ寒かんの獄ごく卒そつモーディンよ、汝なんじのか細く白き指先で生者を愛あい撫ぶせよ！』

　ヨハンが、朗ろう々ろうとした声で詠唱する。

　地面から、氷ひよう柱ちゆうが突き上げた。氷柱は火球の中心を貫つらぬき、相打ちとなり消滅していく。

「まさか……『氷地結河アイスドアース』をこんな的てき確かくに!?」

　それまで助性詠唱を担たん当とうしていた詠唱士が、悲鳴のような声をだした。彼は他の詠唱士より年とし若わかいのだろうか、動揺が表に出すぎている。

「そんな程てい度どで驚おどろいてるの？　なんていうか、お里が知れるわね」

　嘲あざけるようにそう言うと、サビーネは杖を構え直した。

「もういいわ、そろそろ終わらせましょう」

　凄まじいまでの魔力が、サビーネから迸ほとばしる。エルリーを閉じこめた光の柱を維い持じしながら、なおこれだけの濃のう度どの魔力を放出する。基き礎そ魔力なら、エルリーとそう大差ないかもしれない。

『その瞳ひとみ、魅入るものを残らず砕くだき、その口、逆さからうものを残らず飲み下す。我は汝を称たたえ、その真の名で呼ばんとす。大地を這はう禍まがつ神、ファビオよ。全すべてを灰はいに帰きせしめ給たまえ。禍か蛇じや葡ほ進しん、功こう邪じや輔ほ神しん』

　クラウスは、体の芯しんが凍るのを感じた。

『禍蛇の葬送スネイクバイト』。攻性詠唱は多数あるが、その危険極きわまりない破壊力から十二の詠唱が使用を制せい限げんされている。いわゆる禁フ十オ二ビ階ド詠ウ唱ンである。『禍蛇の葬送スネイクバイト』は、その中の第四番目に位置している。

　魔力が収しゆう束そくし、黒く輝く大蛇の姿すがたをなした。怯ひるむ詠唱士達に、魔力で構こう成せいされた蛇へびは情なさけ容よう赦しやなく襲いかかる。

「なんて、こった……」

　勝負は、あっけなくついた。

　詠唱士達は、地面に倒たおれ伏ふしぴくりとも動かない。

「死なない程度には加か減げんしておいたわ」

　勝ち誇ほこったように、サビーネが腰こしに手を当てた。

　これが、天才というものの力なのか。いかに努力しても越こえられない壁かべが、彼女と他の人間の間に屹きつ立りつしていた。

「さあ、警けい部ぶさん。これでも強がるつもり？」

「おのれ……」

　ルドルフが、悔くやしそうに呻うめいた。

　接せつ近きん戦せんでは、おそらくルドルフの圧勝だ。しかし、近づくまでに詠唱を一発でももらえば、そこまでである。

「なめるな。犯はん罪ざい者しやに膝ひざを屈くつするほど、われわれ王国警察官は落ちぶれていない」

　ルドルフがサビーネをにらみ据すえる。未いまだに覇は気きが衰おとろえていないのは見事の一言だが、気き迫はくだけで全体的な劣れつ勢せいを覆くつがえせようはずもない。

「そう。じゃあ、さっさと終わりにしましょうか」

　サビーネが杖つえを構かまえ、詠唱を始めようとする。

　その時だった。

「う、あああああ！」

　激げき痛つうをこらえるような、絶ぜつ叫きよう。

「エルリー!?」

　絶叫の主は、エルリーだった。自分で自分の体を抱だきかかえている。まるで、零こぼれ落ちていくなにかを抱き留とめるかのように。

「まさか、『魔力減少ジエイデツド』!?」

　ヨハンが、焦あせりも露あらわに言った。

「く、ううう……」

　エルリーの声は、どんどん弱々しくなっていく。

「まずいですよ、サビーネさん。このままだと、『夜の至し高こう者しや』は……」

「わかってるわよ。……でも、ここで逃にがすわけにもいかないじゃない」

　これほど事じ態たいが切迫しているにもかかわらず、サビーネはあの光の柱を解かい除じよする気はないらしい。

「むしろこれは好機ね。……ねえ警察官、みての通りこの子は危険な状じよう況きようよ。死なせたくなかったら、いますぐ全員ここから引き上げなさい。そうすれば、わたしはこの『天地光橋陣エデンブリツジ』を解除するわ」

　しかも、この状況を利用しようとさえしている。

「……それは、本当か」

　ルドルフが、押おし殺した声で問い返す。

「ええ。わたしたちも彼女を死なせたくはないもの」

「わかった。ここは一時引き上げよう。勘かん違ちがいするな、貴き様さまらを見み逃のがすというわけではない」

　取引は、あっさり成立した。

「警部、よろしいのですか？　犯罪者を目の前にして、みすみす撤てつ退たいするなど」

　警官の一人が、ルドルフに詰きつ問もんする。

「背せに腹はらは替かえられない。人命が最さい優ゆう先せんだ」

　ルドルフの声には、苦く渋じゆうが滲にじんでいる。彼とて、ここで引くのは無念なのだろう。

「どうしようクラウス、エルリーが連れてかれちゃうよ」

　イルミラが、クラウスの腕うでを引っ張ぱってくる。

「分かってるよ！　くそ、どうすればいいんだ……どうすれば……」

　警官が撤退すれば、サビーネ達はエルリーを連れていずこへかと潜せん伏ぷくするだろう。もちろんルドルフたちも全力で捜そう索さくするだろうが、見つけ出せるかどうかは心こころ許もとない。よしんば追いつめられたとしても、今回のようにエルリーを人ひと質じちにとられれば、抵てい抗こうできない可か能のう性せいが高い。

　すなわち、このままサビーネたちを逃がせば、エルリーを取り戻もどすことは限かぎりなく不可能に近いということだ。

　クラウスは焦った。何か、何か方法はないのか。

　エルリーを、助けたい。なのに、何もできない。あまりに矮わい小しようで、あまりに無力な自分。

　──本当に？

　本当に、自分には手しゆ段だんがないのか。考えろ、きっと何か方法があるはずだ。

　頭の中身が焼き切れそうになるほどに思考を巡めぐらす。どうすれば、どうすればいいのか。

　──何も思いつかない。考えれば考えるほど、今の状況は手て詰づまりに思えてくる。

　絶ぜつ望ぼうしてはいけない。諦あきらめは、あるかもしれない希望を踏ふみにじってしまう。

　分かっているのだが、心はどんどん萎しなびていく。もう駄だ目めなのか、これまでなのか。

　救いを求めるように、クラウスは空を見上げた。漆しつ黒こくの空。雲が出ているのか、星の光はほとんど見えない。ただ、雲の後ろから降ふり注ぐおぼろな月の光が空を薄うす明あかるくしているのみ──

　月。夜の暗くら闇やみに人が迷まよわぬよう神が置いたと言われる、優やさしい光を放つランプ。

「そうか」

　クラウスは、ぽつりと呟つぶやいた。

　未完成のままだった詠えい唱しよう。足りなかった最後の破は片へん。

　それが、音を立ててはまったのだ。──月の光が、教えてくれたのか。

「イルミラ」

　これなら。

「なに？」

「今から言うことをよく聞いてくれ」

　これなら、この八方ふさがりの状じよう況きようを打ち破やぶれるかもしれない。

「難むずかしい事じゃない。俺おれが詠唱を始めたら、エルリーのところへ突つっ走ってくれ。……上う手まくいけば」

　ぶっつけ本番故ゆえに、保ほ証しようはどこにもない。詠唱が計算通りの効こう果かをもたらすかどうかも、自信がない。

「上手くいけば、あの光の柱は消しよう滅めつする。エルリーを、助け出してくれ。気をつけて欲ほしいんだけど、多分魔ま術じゆつ格かく闘とうは使えないから、自力で行って欲しい」

　だが、このまま手をこまねいていることはできない。

「……わかった」

　イルミラは何も聞かず、力強く頷うなずいてくれた。

　精せい神しんを集中する。クラウスが考えているとおりなら、人生初めてになるほどの大がかりな詠唱になる。基き礎そ魔力が低いクラウス故ゆえに、凄すさまじい負ふ担たんがかかるのは間違いない。

　落ち着け。自分で自分に言い聞かせる。

　考えてみれば、今クラウスは人生において最も詠唱士らしくなっているかもしれない。人を救うために、詠唱を行使する。クラウスが、クラウスの兄が、憧あこがれた存在。

　──兄さん。

　心の中で、兄に話しかける。助けを求めるためでなく、もっと別の理由で。

　──兄さん、見守っていてくれ。

『泡うた沫かたの歌を仮かり初そめに染そめ、動たる定めを静と為なす！』

　力ちから一いつ杯ぱい声を出す。

「何だ!?」

「クラウス！　お前何やってる！」

　そこにいる人間が、全員クラウスに注目する。

『月神カグヤ、全すべてを見守り全てを赦ゆるす虚こ空くうの女め神がみよ！』

　声が裏うら返がえった。足が、みっともないほどに震ふるえる。

　やはり怖こわい。そのことは否ひ定ていできない。

『我わが望み、我が願い、我が訴うつたえに耳を貸かしたまえ！』

　その怯きよう懦だを、力一杯ねじ伏ふせる。勇気を振ふり絞しぼり、詠唱を続ける。

『もし其その光なかりせば、夜や陰いん真まことに蝕むしばまれ、福ふく音いん真まことに失わる！』

　神を称たたえることにより、月の光に本来含ふくまれている魔力を限げん界かいまで引き出す。──もう少し、もう少しだ。

『陽ようの呪じゆ縛ばくを逃のがれんために、月の瀑ばく受じゆを今ここに！』

　イルミラが駆かけ出す。魔力を使用しなくても、その身体能のう力りよくはずば抜ぬけている。走る姿すがたは、まるで獲え物ものを狙ねらう猫ねこのようだった。

『月の奏かなでる妙たえなる光、我その力を借り受けて！　ここに奇き蹟せきを顕あらわせしめん、月神カグヤの名の下もとに！　月げつ呪じゆ顕けん現げん、想そう呪じゆ具ぐ現げん！』

　その背せ中なかを見ながら、クラウスは詠唱を唱えきった。月の呪まじないが──動き出す。

　空にかかる雲を押しのけるようにして、月がその姿を現あらわした。

　光が、ヤルヴァの森を洗あらう。人間も、木も、獣けものも草も土も分け隔へだて無く、地上にあるもの全てを純じゆん白ぱくに染め上げていく。

　それは、とても神こう々ごうしく。

　そして、ひどく幻げん想そう的な光景だった。

「ちっ……邪じや魔まするな！」

　ヨハンが、杖つえをイルミラに向け『氷地結河アイスドアース』を詠唱する。しかし、何も起きなかった。

「な、なぜだ！」

　ヨハンが叫さけぶ。

　理由は、もちろんクラウスの詠唱だ。

　全ての詠唱を無効化するという、掟おきて破やぶりの詠唱である。月の光に込こめられている魔力で、詠唱の力を中和するのだ。一時的に、周囲は魔術が存在しない空間になる。

　が、その分、使用者に莫ばく大だいな負担がかかる。基礎魔力の低いクラウスにとっては尚なお更さらだ。

「うっ……」

　視し界かいがぼやける。立っているのも辛つらい。イルミラは、まだか。

「このっ！」



    

  
    
      　だぶついた服を着た男がイルミラの前に立ちふさがった。

「どけえええ！」

　イルミラは勢いきおいを少しも止めることなく、男に激げき突とつした。男はあっけなく後ろに吹ふっ飛ぶ。

「何やってるの！　止めなさい！」

　サビーネが喚わめいた。先ほどまでの余よ裕ゆうはどこにもない。

　が、余裕がないのはクラウスも同じ事だ。詠えい唱しようを維い持じするどころか、意い識しきを保たもつこともできない。

「でも、詠唱が発動しないんじゃ……サビーネさん！　見てください、天地光橋陣エデンブリツジが！」

　ほとんど恐きよう慌こう状じよう態たいで、ヨハンが光の柱を指差す。

　光の柱は、みるみるうちにその姿を薄うすめ、消しよう滅めつした。すかさず、イルミラがエルリーの体を抱かかえ上げる。

「クラウス、エルリー確かく保ほしたよ！」

　救いの声が、聞こえてきた。

　魔ま力りよくの供きよう給きゆうを止める。同時に、クラウスはその場に倒たおれ込んだ。

「今だ、捕つかまえろ！」

　ルドルフの声が聞こえてくる。

「な、なにすんのよ！　はなせー！」

　サビーネの怒ど鳴なり声。どうやら、取り押おさえることに成功したらしい。

　まぶたが、勝手に下りてくる。

　目を閉とじてなお、月の光が感じられる。

　ひどく心地ここちよかった。まるで、誰だれかに優やさしく頭を撫なでられているかのよう。

　ゆっくりと、クラウスの意識は暗転した。





　広い草原を、クラウスは歩いていた。

　いい加か減げん歩き疲つかれている。どこかで休みたい。

　と、行く手に木が見えた。あの下で休むことにしよう。

　木の幹みきは太く、長い時間を生きてきたことが一目でわかる。

　その幹にもたれるようにして、クラウスは座すわった。茂しげった葉が日光を遮さえぎってくれ、なかなかに心地いい。

　うとうとしそうになっていると、突然肩かたを叩たたかれた。

「久ひさしぶりだね。……大きくなったなあ」

　顔を上げると、そこには、

「兄、さん」

「なんだ、幽ゆう霊れい見たような顔してさ。まあ、あんまり変わらないかもしれないけど」

　兄が──ミヒャエルがいた。

「どうしたの、兄さん」

　驚おどろきのあまり、間ま抜ぬけ極きわまりない質しつ問もんが口をつく。

「なに、暇ひまつぶしに弟の顔を見に来たのさ」

　言いながら、ミヒャエルはクラウスの隣となりに座った。

　ミヒャエルは、成長した姿すがたをしていた。死んだのが二は十た歳ちの頃ころの話だから、今のクラウスと同い年のはずである。

「しかし、元気そうで何よりだよ」

　兄が笑う。懐なつかしい笑え顔がおだ。鼻の奥おくが、つんと痛いたくなる。

「ところで、詠唱士試験の方はどう？　苦労してるみたいだけど」

「……それは」

　なんと答えればいいのかわからない。クラウスは黙だまり込んだ。

「俺との約束なんて気にしなくていいんだよ。高望みしなければ、仕事の道はいくらでもあるんだし」

　レシーナと同じようなことを言っている。当然の選せん択たくだということなのだろう。

「ただね、一言言わせてもらえば」

　ミヒャエルは、クラウスの目を覗のぞき込んできた。

「クラウスならきっとできる。きっとね」

「……無理だよ」

　クラウスは首を横に振ふった。それは買いかぶりだ。クラウスには、そんな才さい能のうはない。

「そんなことない。他人のためにあれだけ頑がん張ばれたクラウスには、その資し格かくが十分にあるよ」

「えっ、どうしてそれを……」

　ミヒャエルは、驚くクラウスの頭に手を置いた。

「お兄ちゃんにはなんでもお見通しなんだよ」

　そして、にやりと笑う。

「まあ、決めるのはクラウス自身だしね。ただ、言わないとわからないようだから一度お節せつ介かいしてみるけど──」

　ミヒャエルが、クラウスの頭から手をどけた。

「自分で出した結けつ論ろんが正せい解かいだよ。誰に言われるのでもなく、誰に決められるのでもなく。自分自身で、自分の道を定めるんだ」

　そう言うと、ミヒャエルは木の幹みきに背せ中なかを預あずけて目を閉とじた。

　クラウスは空を見上げた。

　雲一つない、目が痛くなるほどに青い空だった。

　眺ながめているうちに、ずっと絡からまっていた感かん情じようが徐じよ々じよに整理されていく。

　自分はどうすべきか。どうしたいのか。

　レシーナの言葉。エルリーの言葉。ミヒャエルの言葉。それに、自分自身の気持ち。



　そして、結論が出た。



　出てみれば、なんということもなかった。

「ねえ、兄さん」

　隣で寝ねているミヒャエルに話しかける。

「……あれ、兄さん？」

　しかし、ミヒャエルの姿は煙けむりのように消え去ってしまっていた。

　立ち上がり、周囲を探さがしてみる。

　どこにもいない。忽こつ然ぜんと、ミヒャエルの姿は消えてしまっていた。

　探すことを断だん念ねんし、クラウスは再ふたたび木にもたれて空を見上げた。

　心地ここちよい陽気と、吹ふき抜ける風。

　再び眠ねむ気けに誘さそわれ、クラウスは目を閉じた。





　もう一度目を開けると、クラウスは横になっていた。

「……へ？」

　状じよう況きようが飲み込めない。ここはどこで、自分は何をしているのか。

　とりあえず分かるのは、今ベッドの上にいるということぐらいだ。

「あっ！　クラウス、気がついたの!?」

　いきなり、真横からやたらと大きい声が聞こえてきた。

　何事かと首を向けると、そこにはイルミラがいた。

「もう……いきなりぶっ倒たおれるんだもん。死んだかと思っちゃったよ」

　その言葉が、記き憶おくを一度に甦よみがえらせる。

「イルミラ！　あれからどうなったんだ！　エルリーは!?　あいつらは!?」

「お、落ち着いてよ！　心配要いらないから！」

「……そうなの？」

「うん」

　イルミラが、満面の笑みで頷うなずく。

「あの連中はルドルフさんが全部捕つかまえちゃったし、エルリーも無事よ。で、あんたは倒れちゃって動かないから、あたしの家まで連れてきたの」

「そう、か……」

　安あん堵どのあまり、体中から力が抜ぬける。よかった。本当に、よかった。

　と、イルミラがクラウスの手に自分の手を重ねてきた。

「ど、どうしたの」

　どくん、と胸むねが高鳴る。

　クラウスの戸と惑まどいもおかまいなしに、イルミラが目を見てくる。

「……全部クラウスのお陰かげだね。なんていうか、その」

　言葉を切り、イルミラはうつむき、それから上うわ目め遣づかいになって、

「見直した。かっこよかったよ、クラウス」

「えっ……いや、別に、必死だっただけだし……」

　そんなに真まっ直すぐに褒ほめられても、困こまってしまう。

「あのさ、クラウス」

　ぽつりと、イルミラが囁ささやくように言う。その言葉は、どことなく熱っぽい。

「わたし、わたし……」

　その瞬しゆん間かん、いきなりどかんという音が二人の間に割わり込こんだ。

「先生っ！」

　音のした方を向くと、扉とびらが開け放たれているのが見えた。

「よかった、ご無事だったんですね！」

　そしてそこに、ターヤ達三人娘むすめがいた。

「ちっ……ガキどもが。邪じや魔ましてくれちゃって」

　何が気に入らないのか、イルミラが忌いま々いましそうに吐はき捨すてる。

「倒れられたと聞いて……わたくし、いてもたってもいられなくて」

　クラウスの側そばにターヤが駆かけ寄よってくる。彼女の瞳ひとみには、涙なみだが浮うかんでいた。

「そうですよ。もうどうなることかと」

「ちょっとぉ、本気で不安だったよねぇ」

　コニンとパルミも、口々に安堵の溜ため息いきを漏もらす。

「心配かけて、ごめんね」

　クラウスは、ターヤの頭の上に手を置いた。

「先生、……せんせえ……」

　ターヤが泣き出してしまった。

「あらあら、女の子を泣かせるなんてひどいわね」

「ふむ。クラウスも男っぷりをあげたか」

　レシーナとルドルフが、部屋に入ってきた。

「イルミラ、残念だったわね」

　レシーナはイルミラの側まで歩み寄ると、その肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「は、はぁ!?　なにわけわかんないこと言ってるの!?　あたし、別にそんなつもりじゃっ」

　イルミラが、真っ赤な顔で腕うでをぶんぶん振ふった。二人の会話の内ない容ようが、いまいち飲み込めない。

「あれはあれで奥おくゆかしいな。さてクラウス」

　こちらも意味不明なことを言いながら、ルドルフがベッドに腰こし掛かけてきた。

「何だよ？」

「あー。まぁなんだ。とりあえず犯はん罪ざい者しやの逮たい捕ほに協力感かん謝しや。正直、お前がいなかったら取り逃にがしてたかもしれん。役立たずの公こう僕ぼくで申し訳わけない」

　ルドルフが神しん妙みような顔で頭を下げる。

「そんな……たまたま上う手まく行っただけだよ。それにほとんど捕まえたのはルドルフ達だし、別に謝あやまる事なんてないよ」

　内心、クラウスはほっとした。エルリーの闇やみ魔ま術じゆつ使用に関しては、気づかれていないらしい。

「……けっ、聞いた風な口利ききやがってよ」

　苦笑いしながらそう言うと、ルドルフはクラウスの頭をこづいた。

「痛いてえ。なにすんだよ」

「とりあえず上にお前のことは報ほう告こくしといたからな、金一封ぷうぐらいは出ると思う。捜そう査さ協力費って形になるかな。まぁ、うまいもんでも食ってくれ」

　クラウスの抗こう議ぎを無む視しし、ルドルフは一方的にそう言うと、

「俺おれはまだ色々事じ務む処しよ理りやらなんやらがあるからな。もうお暇いとまさせてもらうぞ」

　さっさと部屋から出て行ってしまった。

「ふふ、照れ屋さんなんだから」

　レシーナがおかしそうに言う。今のルドルフの行動のどこに照れが含ふくまれていたのか、クラウスはさっぱり理り解かいできない。

「……さて。みんな嬉うれしいのは分かるけど、一度部屋から出ましょうか。クラウスくんはまだ本調子じゃなさそうだし」

　レシーナがぱんぱんと手を叩く。

　しぶしぶといった面おも持もちでターヤがクラウスから離はなれ、コニンとパルミがそれに続く。

「しっかり寝ねるのよ」

　そう言って、イルミラも部屋の外へ向かう。

　その様を眺ながめているうちに、クラウスの胸きよう中ちゆうに違い和わ感が生まれた。

　誰だれか、足りない。

「ちょっと待って」

　クラウスは、イルミラを呼よび止めた。

「はい？」

「エルリーは、どこ？」

　部屋から、一いつ切さいの音が失われた。

「え？　な、なんでみんな黙だまるのさ」

「……んーと、あのさ」

　奥歯に物の挟はさまったような言い方で、イルミラが言う。

「びっくりしないで聞いて欲ほしいんだけど」

　なんだか、厭いやな予感がする。

「……エルリーは、もういないよ」

　全く分からない。いないとは、どういうことだろう。

「なんかね、迷めい惑わくかけたからもう一いつ緒しよにはいられないから……どこかへ行くって」

　最後まで聞く前に、クラウスはベッドから起きあがった。

「ちょっと、まだ立っちゃ駄だ目めだよ！」

　押おしとどめようと、イルミラが立ちふさがってくる。

「先生、お気持ちはわかりますが……」

　ターヤが、また不安そうな顔をする。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　それでも、大人しくしているわけにはいかなかった。

　冗じよう談だんではない。どうして、何も言わずにいなくなってしまうのか。

「もう、何言ってるのよ！　顔色だって悪いし、無理してるの見え見え──」

「イルミラ。落ち着きなさい」

　言い募つのるイルミラを、レシーナが制せいした。

「でも、お姉ちゃん……」

「いいの。ほら、クラウスくん。今ならまだ間に合うわ。早くお行きなさい」

　レシーナはイルミラの手を引き、道を空けさせた。

「ありがとうございます」

　礼を言うと、クラウスは部屋から飛び出した。

　廊ろう下かを走り、突つき当たりの扉とびらを開ける。

　そこは店だった。閉しめているのか、客の姿すがたはない。

　店から出て、クレメンテ通りへと向かう。外は夜の闇やみに覆おおわれていた。気き絶ぜつしていたのは、そう長い時間でもないらしい。

　自分がどうしてこんなに焦あせっているかは判はん然ぜんとしない。とにかく、じっとはしていられなかった。

　クラウスは走る。まだ回かい復ふくしきっていないせいか、頭がふらつく。

　しかし、足を止めることはしなかった。絶対に、エルリーを見つけ出さねばならない。

　月の光だけを頼たよりに、クラウスは走る。





　丘おかを下る道を歩きながら、エルリーは何度目になるか分からない溜ため息いきをついた。頭の上には、見事な真円の月が輝かがやいている。

　あれほど強く決心したはずなのに、まだ迷いが浮うかんできては揺ゆさぶってくる。

　元々、彼のところに長なが居いする気持ちはなかった。しかし、気がつくと、いつの間にか何もかもを彼に依い存ぞんしていた。

　それが嫌いやだったわけではない。むしろ、無む条じよう件けんに頼れる相手がいるというのはとても嬉しかった。

　けれども、その甘あまい感かん情じようは、同時に刃やいばとなってエルリーを切り裂さいた。自分が一緒にいれば、またクラウスを危き険けんに晒さらしかねない。

　だから、決めたのだ。だから、こうして自分は居い心地ごこちのよかったあの場所から離れようとしているのだ。

　もう戻もどらないつもりだったのに、クラウスの服を着たままである。本来なら返すべきなのだろうが、それでも着てきてしまった。これがあれば、これを着ていれば、きっとどんなに辛つらいことがあっても乗り越こえられると思う。

　自分の思考の幼よう稚ちさが自分でも恥はずかしい。だが、同時に妙みような幸福感が胸むねの中に息づいてもいる。

　誰かを大事に思うということは、こんなに素す晴ばらしいことだったのだ。

　それを知ることができただけでも、千年間眠ねむった甲か斐いはあったのかもしれない。

　道が悪いせいもあって、少し足が疲つかれてきた。どうもこの感覚は好きではない。このふくらはぎの内側でじんじんと何かが痛いたみを発する感覚は、どうにもこうにも好きになれない。

　もうすぐ、二人が出会った地点である。二人の出会いは、どちらかと言うと余あまりよくない部類に入る。しかし、その後の関係はとても素す敵てきなものだったと、エルリーは思いたい。

　じゃれあって、喧けん嘩かして、協力して、危険が迫せまったときには庇かばいあって。これまでの人生で、ここまで深く関かかわった人間は、他にはいないのだから。

　行く先に人ひと影かげが見えた。その体たい格かくが誰かに似にすぎていて、エルリーは思わず立ち止まった。

　その誰かは、エルリーを見るなり走り寄よってきた。

　高鳴る胸を押おさえながら、エルリーはその人影に近づく。もし、彼だったら、どうすればいいのか。どんな顔をして、どんなことを言えばいいのか。どうしても、思いつかない。思いつかないまま、どんどんと近づく。

　目を向けることができなかった。目をつぶって走り去ろうかとも思った。だが、足は彼女の意思とは無関係に一定の調子で彼女を人影へと連れて行く。

　そして、お互たがいの顔が目もく視しできるようになったとき。

「エルリー……やっと見つけた」

　当たりだった。

「……また、会うこともあるだろう。はは、その時はきっとお主は立りつ派ぱな詠えい唱しよう士しになっているだろう。楽しみにしているぞ」

　これ以上ないほど無む理り矢や理りに言葉を搾しぼり出すと、エルリーはその場を足早に立ち去ろうとした。

「『魔転イーヴライズド』は？　もう何ともないのかい？」

　クラウスが、不安げに訊たずねてくる。

「ああ。今回のものはそう酷ひどくなかった。元々、安静にしていて魔力の補ほ給きゆうを欠かさなかったら、大たい抵ていの場合はやり過すごせる」

　嘘うそを言っているわけではない。確たしかに『魔転イーヴライズド』は根治できない魔ま症しようだが、必ずしも発症すれば死に至いたるというわけではないのだ。

「だから、お主が心配する必要はどこにもない。……だから、ここで別れよう」

　振ふり向かずに立ち去ろうとする。

　しかし、クラウスの呟つぶやいた一言が、エルリーをその場に貼はり付けてしまった。

「困こまる、その……一いつ緒しよにいてくれないと」

「えっ……」

　咄とつ嗟さには意味が理り解かいできなかった。しばらく自分の中で反はん芻すうして、思い当たって赤面する。

「お主、そ、それは……」

　慌あわてるエルリーを見て、クラウスも慌てた。

「いや、違ちがうんだ、そういう意味じゃなくて、だから……」

　まるで子こ供どものような会話である。

「だからね、せっかく仲良くなったのに、そんなの寂さびしいじゃん。食事代とかは気にしなくていいからさ」

　その言葉に、心がじわりとなるのをエルリーは感じた。



    

  
    
      　そう、自分は何を考えていたのだろう。今この時代に、自分の居い場ば所しよは一つしかないのだ。

「うん、まあ、そういうことで……」

「なあ、クラウス」

　エルリーは、クラウスを見上げた。

「な、なんだい？」

「もし、どうしてもとお主がいうのなら……」

　この期ごに及およんでなお素す直なおになれない自分が情なさけなかった。

「もしそうなら、一緒に……いてやってもよいぞ」

「えっ!?　あ、いや」

　クラウスが、実に分かりやすく動どう揺ようする。

「それと、もう一つ」

　そんなクラウスを見上げたまま、エルリーは続けた。彼の頭越ごしに、美しい円をかたちどった月が見える。

「わしの頼たのみを聞け」

「なんだい？」

　何も言わず、エルリーはクラウスの胸に体を預あずけた。

「わっ……」

「少しだけ、少しだけ……このままでいさせてくれ」

　かすれた声で、懇こん願がんする。その後は、ただひたすらに目を閉とじた。

　ゆっくりと、手が後ろに回ってきた。初めのうちは恐おそる恐る、段だん々だんと力強く。鼓こ動どうが聞こえてくる。体温がじかに伝わってくる。

　ああ──エルリーは思う。このまま、結界に閉じ込こめられてもいい。何千年でも、何万年でもいい。ずっとこのままで、いられたら。





　空には月。円く、美しく、優やさしい、月。



    

  
    
      　終章　歩みたいと願う道　The Way I Wanna Go






「はい、あたしの真ま似ねをするのよ」

「ふむ。肌はだを荒あらせというのか。お主もなかなか異いなことを言う」

「……我が慢まん我慢。おちつけわたし」

「……我慢我慢。おちつけわたし」

「なめとんのかこらぁ！」

　最近の『ハンネマン』は朝から騒さわがしい。

「あんたね、自分の立場分かってる？　あんたは、うちで住まわせてもらって、ご飯も食べさせてもらって、働かせてもらってるのよ。ちょっとは身の程ほどをわきまえなさい」

　その原げん因いんの半分であり、かつ『ハンネマン』の自じ称しよう看かん板ばん娘むすめであるイルミラ・ハンネマンが、頬ほおをひくつかせながら言った。

「お主の言っていることに異い存ぞんはないが、住まわせてくれているのも、飯を食わせてくれているのも、働かせてくれているのも、お主ではなくお主の姉だ。お主に偉えらそうにされる筋すじ合あいはない」

　原因の残り半分であり、かつ『ハンネマン』の新進看板娘であるエルリーフォン・メルドガイド・シャグラッドが、腕うでを組んで言った。

　二人とも同じ格かつ好こう──半はん袖そでのシャツに短いスカートという、『ハンネマン』のウェイトレスの出いで立たちをしている。

「とことん気に入らない奴やつね」

「気に入られようとは思っておらぬ」

「このおおお！」

　取っ組み合いの喧けん嘩かが始まるのを、クラウスは溜ため息いきをつきながら眺ながめた。エルリーが『ハンネマン』に住むことになって以来、ほとんど毎日この調子である。よく飽あきないものだ。

「ふむ、よく飽きないなあ」

　クラウスの向かいに座すわっているルドルフが、喧嘩の様子を見やりながら言った。

「珍めずらしい。意見が一いつ致ちしたな」

「あれを見ては、さすがの俺おれも平へい凡ぼんな感想しか浮うかばん」

　二人が頷うなずき合っていると、レシーナが、トレイの上にコップを載のせて現あらわれた。

「はい、エルガ入りましたよ」

「あ、ありがとうございます」

「レシーナさん手ずから持ってきて頂いただけるとはありがたい」

　本来ならウェイトレスが持ってくるべきなのだが、そのウェイトレス達は一いつ進しん一いつ退たいの激げき闘とうを繰くり広げている。客に飲み物を出せるような状じよう態たいではない。

「……すいません、なんかとても厄やつ介かいなことになっちゃったみたいで」

　ひとまずクラウスは詫わびた。

「あら、全然構かまわないわよ。そもそも言い出したのは私だし」

　確たしかに、その通りではある。あの事じ件けんの後、レシーナがエルリーを住み込みで雇やといたいと持ちかけてきたのだ。

　エルリーは渋しぶったが、クラウスは一も二もなく了りよう承しようした。その理由は食費である。

　あの事件で魔ま力りよくを大おお幅はばに消しよう耗もうしたエルリーは、それを回かい復ふくさせるべく凄すさまじい勢いきおいで食物を摂せつ取しゆした。魔力が生命力である以上、最も外部から力を取り込む生命活動である食事で回復を図はかるのは当たり前なのだが、エルリーの場合は無む茶ちや苦く茶ちやの更さらに斜ななめ上だった。ルドルフから受け取った金一封ぷうは瞬またたく間に姿すがたを消し、続いてクラウスのなけなしの貯ちよ金きんも姿を消し、クラウスは窮きゆう地ちに追い込まれた。本当に家庭菜園を始めようかと、野菜の種を集めていたほどである。

　そんな状態だったので、レシーナの申し出はまさしく救いの声だったというわけなのである。

「確かに喧嘩は絶たえないけど、二人とも同じ部屋で寝ね起おきしているし、そのうち仲良くなるんじゃないかしら。このくらいしてあげないと、イルミラが不利すぎて可哀かわい想そうってのもあるしね」

「不利？　なんのことです」

「秘ひ密みつ」

　首を傾かしげるクラウスに、レシーナは意味深な笑え顔がおで答えてきた。

「しかし、エルリーちゃんって結構元気いいよね。初めて見たときは、もっと大人しい子かと思ってたけど」

　ルドルフが、感心したように言う。

「うーん……確かに、なんか変わったね」

　クラウスの家に初めてエルリーが来たときは、まあ今の状じよう況きようの片へん鱗りんくらいはあったものの、もう少し落ち着きがあったように思える。

「ふふ。それはきっと、うちのイルミラと波長があったのよ。何をやるにしても、呼こ吸きゆうがぴったりだもの」

　再ふたたびエルリーたちの方を向いて、クラウスはレシーナの言うことに少し納なつ得とくできた。

「ちょっと髪かみとか肌はだとか綺き麗れいだからって調子乗ってるんじゃないわよ！」

「わしは調子に乗ってなどおらぬ！　お主が嫉しつ妬としているだけであろう！」

　ああいう風に喧けん嘩かしあえるのも、気心が知れているからかもしれない。

「あの、よろしいですか？」

　店の入り口の方から声が聞こえてきた。

「お、ターヤ達じゃないか」

　三人娘むすめが勢せい揃ぞろいしていた。最近、彼女たちもよく『ハンネマン』に顔を出す。

「おお、警けい察さつに通つう報ほうに来てくれた子達だな。あの時から思ってたが、なかなか可愛かわいらしいじゃないか」

　ルドルフが目を輝かがやかせる。

「お前には倫りん理り観かんというものがないのか」

「美しいものは平等に愛めでなければならない。違ちがうか？」

「ほざけこの犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐんが」

「先生、ちょっとお尋たずねしたいことがございまして……」

　クラウスがルドルフとやりあっているのも無む視しして、ターヤが隣となりに座すわってきた。

「この詠えい唱しようの構こう成せいについてなのです」

　ターヤは懐ふところから紙を出した。丁てい寧ねいな文字で、沢たく山さんの書き込みがなされている。

「こことここの部分が繋けい詞しになっているのはわかるのですが、他の部分の結びつきがいまいちわからないのです」

「どれどれ……『死の花デスブルーム』か。この詠唱はくせがあるから、ちょっと分かりにくいね」

「ほう。実じつ際さいのところはどうか分からんが、とりあえず見た目は教きよう師しだな」

「うるせえ。茶々を入れるな」

　ルドルフを黙だまらせると、クラウスは即そく席せき講こう義ぎを再さい開かいする。

「ここは、詠唱の根こん幹かんとなる鍵けん言げんだね。普ふ通つうの詠唱では、鍵言は詠唱の山場になるところで出てくるんだけど、この詠唱はかなり変へん則そく的だから、中ちゆう途と半はん端ぱな場所に……ターヤ？」

　クラウスは首を傾かしげた。

「どうしたの？　俺の顔に何かついてる？」

　ターヤは、なにやら上の空の面おも持もちでクラウスの顔を見ている。

「……はっ!?　わ、わたくしとしたことが……」

　クラウスの視線に気づいたのか、ターヤが突とつ然ぜん慌あわて始めた。

「あのねぇ、先生」

　その様子を隣のテーブルからおかしそうに眺ながめていたパルミが、クラウスに話しかけてくる。

「実はねぇ、ターヤちゃんはぁ、もうその詠唱なんてもごもごもが」

　ターヤがパルミの口を押おさえた。

「あ、あなたという人はなにをおっしゃるのかしら!?　先生、お気になさらないでくださいましね!?」

「むがー」

　気にするなと言われても、そもそも何の事やらさっぱりわからない。

「なんとも奥おくゆかしい成り行きですねえ」

　コニンが訳わけ知しり顔で頷うなずいた。

「まったく奥ゆかしい」

　ルドルフも同じように頷く。

「お、話が分かりますね」

「そっちこそ。まだ子こ供どもなのに大した洞どう察さつ力りよくだ」

　妙みような相そう互ご理り解かいが生まれている。コニンがルドルフに汚お染せんされないよう祈いのるばかりである。

　店の喧けん噪そうはどんどん肥ひ大だいしていく。客もろくにいないのにこんな状じよう態たいなのは喜ぶべきなのか否いなか。クラウスはそんなことを考える。





　ルドルフが警けい邏らに戻もどり、子供達が家に帰り、店の人間達は夜に備えて仕し込こみをする。夕ゆう暮ぐれ時になると、『ハンネマン』から一いつ瞬しゆんだけ騒さわがしさが遠のく。

　その静けさを心地ここちよく感じながら、クラウスは椅い子すの脇わきに置いておいた鞄かばんから一冊さつの帳面を取り出した。

　それを開き、携けい帯たいしている万年筆で言葉を書き付ける。

　いつどこで詠唱について閃ひらめくか分からない。だからクラウスは、最近──というよりも、あの事じ件けん以後──帳面を持ち歩くようにしていた。

　目に見えた効こう果かは出ていないが、こういう積み重ねこそ大事なのだとクラウスは思う。「あら、お勉強？」

　テーブルを拭ふいていたレシーナが、手を止めてクラウスの方を向いてきた。

「はい、まあ少し」

「ふうん……ということは、詠えい唱しよう士しを目指すのね」

「……はい」

　一瞬逡しゆん巡じゆんしてから、その迷まよいを打ち消すように、クラウスははっきりと返事をした。

「そう、そうなんだ」

「ごめんなさい。なんか、色々勧すすめてもらったのに」

「あら、いいのよそんなこと」

　レシーナが、テーブル拭きを再さい開かいしながら言う。

「クラウスくんが決めたのなら、それでいいのよ。この前質しち屋やさんの仕事を勧めたのは、クラウスくんが迷ってたからだし。しっかり決意できてるのなら、わたしから言うことは何もないわ」

「……ありがとうございます」

　素す直なおに、感かん謝しやの言葉が出た。

「いえいえ」

　レシーナが微笑ほほえむ。

「目指すのなら、わしも手伝うぞ」

　エルリーが店の奥から出てきた。

「うん。わたしもわたしも」

　イルミラもいる。

「お主は何の役にも立たんではないか。聞いたところによると、詠唱士試験とやらでは馬ば鹿か力ぢからを競きそう科目はないらしいぞ」

「あんたとは一度白黒つけなきゃって思ってたのよね」

　もう今日だけで何度目かわからないほどの喧けん嘩かを眺めつつ、クラウスは苦笑いした。

　それから、小声で呟つぶやく。

「みんなありがとう。俺おれ、頑がん張ばるよ」

　帳面に目を落とす。

　兄との約束でもなく、見み栄えでも体てい裁さいでも世せ間けん体ていでもなく。

　自分自身のために、努力しようと思った。

　夕日が『ハンネマン』に差し込んでいる。もうすぐ太陽は沈しずみ、月へと空の主しゆ導どう権けんを譲ゆずるだろう。

　月の光が、また力を与あたえてくれる。そんな気がした。



    

  
    
      
　あとがき






　皆みな様さま、はじめまして。尼あま野のゆたかと申します。このたびは、拙せつ著ちよ『ムーンスペル!!』を手にとって下さりありがとうございます。本編の方、読んでいただけましたか？　楽しんでいただけたのなら、これ幸さいわいであります。

　この本が形となるまでには、沢たく山さんの方のお世話になりました。担たん当とうのＭさんはもちろんのこと、そもそものきっかけを与えてくださった選考委員の方々、校正者の方、イラストを担当してくださったひじりるかさん、富士見書房の皆様──本当にありがとうございます。

　また、直接関係ないところでも色んな人に助けていただきました。せっかくですので、この場を借りてお礼を言っちゃいます。

　まず、Ｒ大学ＮＭ研の親愛なるメタル・ブラザーたち。卒そつ業ぎようしていった先せん輩ぱい方がたも含ふくめ、あなたたちがいなかったら今の尼野はいないといっても過言ではないかもしれません。特に、Ｒ大学最萌もえ○チガイベーシストＹ君には、尼野のＰＣがぶっ壊こわれたときに数日泊とまり込みで原稿書かせてもらうなど大変お世話になりました。借りてる五千円はそのうち返すんでもう少し待ってくれ。

　他にも、三度に一度はメールを返し忘れるという凄すさまじい悪あく癖へきを持つ尼野と根気よく連れん絡らくを取ってくれる高校時代の友人Ｍ野や、受賞のお話をしたところ我わがことのように喜んで下さったバイト先の店長・副店長、夜中にごそごそしている尼野を暖あたたかく見守ってくれている家族の皆。以上のような様々な人たちに支えてもらってというか勝手によりかかって、今日も尼野はなんとかやっていけているわけなのです。

　というわけで、そんな彼ら彼女らの恩おんに報むくいられるよう精しよう進じんする心こころ積づもりの尼野です。皆様も応おう援えんの方よろしくお願いします。

　あっさりとしたあとがきで申し訳ありませんが、どうも紙幅に余よ裕ゆうがまったくないようで……。解説に至いたっては一ページ分しかないようで……（Ｍさんごめんなさいっ！）。

　というわけで、またお会いできる機会があれば、その際にはまた色々とお話させていただきますので、今回はこの辺あたりで失礼させていただきます。それでは。





　二○○四年十一月

尼野ゆたか　　



    

  
    
      
　解説


富士見ファンタジア文庫編集部　　



　いやあ、まいったね。なんと解説スペースが一頁分しかないよ。早さつ速そくいきます。本作は第一六回ファンタジア長編小説大賞で、佳か作さくを受賞した作品を大幅に改かい稿こうしたものです。どのキャラクターにも等しく注そそがれた作者の愛情が伝わってくる、読後感のたいへんよい作品です。今後のエルリーたちがどうなるか？　それはあなたの応おう援えん次し第だい。というわけで、どしどしお手紙をお寄せください。よろしくお願いします。



    

  
    
      ムーンスペル!!



尼あま野のゆたか
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